Diplomatic negotiations with Ming Dynasty during the reign of King Myungjong of Joseon : two kinds of "Jiajing Huidiuan" transcripts that Korean envoy obtained by 桑野 栄治 & Eiji Kuwano
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の
対
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︱
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鮮
使
節
が
入
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し
た
二
種
の
﹃
嘉
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会
典
﹄
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︱
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T
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th
at
K
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E
n
v
oy
O
b
tain
ed
︻
要
旨
︼
本
稿
は
朝
鮮
明
宗
代
に
伝
来
し
た
二
種
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
写
本
︵
逸
文
︶
に
注
目
し
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
刊
行
の
情
報
収
集
を
め
ぐ
る
対
明
外
交
交
渉
の
展
開
様
相
を
整
理
・
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
︒
『嘉
靖
会
典
﹄
五
三
巻
は
嘉
靖
二
九
年
︵
明
宗
五
︶
に
完
成
し
︑
明
宗
七
年
正
月
に
は
冬
至
使
韓
貨
が
北
京
に
て
そ
の
﹁
事
例
﹂
の
写
本
一
冊
を
購
入
し
て
帰
国
し
た
︒﹃
嘉
靖
会
典
﹄
は
現
存
し
な
い
が
︑
こ
の
写
本
は
内
閣
所
蔵
本
で
あ
る
︒﹃
嘉
靖
会
典
﹄﹁
事
例
﹂
の
骨
子
は
朝
鮮
の
貢
期
と
朝
鮮
使
節
に
対
す
る
礼
遇
措
置
を
含
め
︑
の
ち
萬
暦
一
五
年
︵
宣
祖
二
〇
︶
に
完
成
す
る
﹃
萬
暦
会
典
﹄
朝
貢
条
に
ほ
ぼ
継
承
さ
れ
る
︒
明
宗
一
一
年
に
は
三
度
の
赴
京
経
験
を
持
つ
漢
吏
学
官
林
芑
の
上
疏
に
加
え
︑
翌
年
︑
冬
至
使
沈
通
源
が
礼
部
所
蔵
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
草
稿
本
の
謄
写
に
成
功
す
る
と
︑
朝
鮮
政
府
で
は
宗
系
弁
誣
奏
請
使
派
遣
論
が
再
浮
上
し
た
︒
政
府
は
ま
も
な
く
奏
請
使
趙
士
秀
と
聖
節
使
宋
麒
寿
を
派
遣
し
︑
趙
士
秀
は
帰
国
間
際
に
礼
部
所
蔵
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
草
稿
本
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
た
︒
や
や
冗
長
な
礼
部
所
蔵
本
は
﹃
大
明
一
統
志
﹄
の
朝
鮮
関
連
条
文
を
参
照
し
た
形
跡
が
あ
る
︒
た
だ
し
︑
一
連
の
情
報
漏
洩
の
表
面
化
を
懸
念
し
︑
朝
鮮
政
府
は
謝
恩
使
の
派
遣
を
見
送
っ
た
︒
そ
し
て
明
宗
一
八
年
に
奏
請
兼
進
賀
使
金
澍
・
書
状
官
李
陽
元
が
明
に
派
遣
さ
れ
た
︒
お
り
し
も
北
京
で
は
紫
禁
城
皇
極
殿
が
重
建
竣
工
し
︑
朝
貢
ル
ー
ト
の
疲
弊
も
勘
案
し
つ
つ
金
澍
が
そ
の
進
賀
使
を
兼
ね
︑
李
子
春
︱
李
成
桂
の
系
譜
を
明
政
府
に
強
調
す
る
こ
と
に
な
る
︒
正
使
の
金
澍
は
北
京
の
玉
河
館
に
て
客
死
し
た
が
︑
在
位
中
三
度
目
の
奏
請
に
接
し
た
嘉
靖
帝
は
桓
祖
李
子
春
の
名
を
採
録
す
る
と
の
勅
書
を
降
し
︑
礼
部
尚
書
李
春
芳
は
内
閣
本
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
を
急
遽
改
刊
︵
逸
文
な
し
︶
の
う
え
持
ち
帰
ら
せ
た
︒
正
使
の
急
死
に
よ
り
北
京
で
は
李
陽
元
が
指
揮
を
執
り
︑
帰
国
後
は
通
事
と
内
官
ま
で
加
資
と
恩
賞
に
あ
ず
か
る
︒
朝
鮮
政
府
は
す
ぐ
さ
ま
謝
恩
使
を
派
遣
し
︑
礼
部
尚
書
に
文
具
類
を
贈
る
一
方
︑
漢
城
で
は
翌
年
一
〇
月
に
宗
系
改
正
別
試
を
実
施
し
て
国
家
莫
大
の
慶
事
を
祝
い
︑﹁
皇
恩
﹂
に
感
謝
し
た
︒
︻
キ
ー
ワ
ー
ド
︼
朝
鮮
前
期
︑
外
交
交
渉
︑
宗
系
弁
誣
︑
嘉
靖
会
典
︑
明
宗
︑
嘉
靖
帝
︑
韓
貨
︑
沈
通
源
︑
趙
士
秀
︑
金
澍
久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要
国
際
文
化
学
科
編
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二
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七
号
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二
〇
一
〇
)
︻
目
次
︼
は
じ
め
に
一
内
閣
所
蔵
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
写
本
の
伝
来
１
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
﹁
事
例
﹂
２
︑
明
宗
の
親
政
と
宗
系
弁
誣
問
題
二
礼
部
所
蔵
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
写
本
の
伝
来
１
︑
冬
至
使
沈
通
源
の
外
交
交
渉
２
︑
奏
請
使
趙
士
秀
の
外
交
交
渉
３
︑
趙
士
秀
の
帰
国
と
明
政
府
の
動
向
三
桓
祖
名
採
録
許
可
の
勅
書
獲
得
１
︑
奏
請
兼
進
賀
使
金
澍
の
派
遣
２
︑
奏
請
使
金
澍
・
書
状
官
李
陽
元
の
外
交
交
渉
む
す
び
は
じ
め
に
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
対
明
外
交
交
渉
と
は
︑
太
祖
李
成
桂
︵
在
位
一
三
九
二
～
九
八
年
︶
が
政
敵
李
仁
任
の
子
で
あ
り
四
人
の
高
麗
国
王
を
殺
害
し
た
と
す
る
﹃
大
明
会
典
﹄︵﹃
正
徳
会
典
﹄︶
の
条
文
修
正
を
要
求
し
た
︑
朝
鮮
前
期
︵
文
禄
・
慶
長
の
役
以
前
︒
ほ
ぼ
一
五
・
一
六
世
紀
に
相
当
︶
の
宗
系
弁
誣
問
題
を
い
う
︒
そ
の
発
端
と
な
っ
た
朝
鮮
建
国
草
創
期
の
動
向
に
関
し
て
は
末
松
保
和
氏
に
よ
る
先
駆
的
な
研
究
が
(
)
あ
り
︑
最
近
で
は
燕
行
録
研
究
1
の
(
)
進
展
と
あ
い
ま
っ
て
権
仁
溶
氏
が
中
宗
三
〇
年
代
の
外
交
交
渉
に
注
目
2
し
︑
宗
系
弁
誣
奏
請
使
権
迦
帰
国
後
の
朝
鮮
政
府
の
動
向
を
﹁
一
大
騒
動
﹂
と
否
定
的
評
価
を
下
(
)
し
た
︒
ま
た
︑
中
宗
一
三
年
の
奏
請
使
南
袞
に
副
使
と
3
し
て
同
行
し
た
李
耔
の
外
交
活
動
に
つ
い
て
は
李
成
珪
氏
が
周
到
に
整
理
し
た
が
︑
や
や
李
耔
個
人
の
顕
彰
に
か
た
む
い
た
き
ら
い
が
(
)
あ
る
︒
筆
者
は
こ
4
の
問
題
が
再
燃
し
た
中
宗
代
︵
一
五
〇
六
～
四
四
年
︶
に
お
け
る
外
交
交
渉
を
三
段
階
に
分
割
し
︑
そ
の
具
体
相
に
踏
み
込
(
)
ん
だ
︒
朝
鮮
国
王
の
正
統
性
5
に
関
わ
る
こ
の
外
交
紛
争
は
中
宗
一
三
年
︵
一
五
一
八
︶
の
奏
請
使
南
袞
の
派
遣
︵
第
一
段
階
︶︑
中
宗
二
四
年
の
聖
節
使
柳
溥
に
よ
る
外
交
交
渉
︵
第
二
段
階
︶
を
経
て
中
宗
三
〇
年
代
に
転
機
を
迎
え
る
︵
第
三
段
階
︶︒
中
宗
三
二
年
に
﹁
同
修
大
明
会
典
﹂
の
肩
書
き
を
持
つ
翰
林
院
修
撰
龔
用
卿
が
朝
鮮
を
訪
問
︑
つ
い
で
中
宗
三
四
年
四
月
に
は
翰
林
院
侍
読
華
察
が
来
訪
し
︑
朝
鮮
政
府
は
接
待
儀
礼
の
場
を
利
用
し
て
明
使
に
直
接
交
渉
の
う
え
宗
系
改
正
に
対
す
る
善
処
を
要
請
し
た
︒
解
決
を
急
ぐ
中
宗
は
同
年
閏
七
月
︑
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
議
政
府
の
三
公
を
説
得
し
て
奏
請
使
権
迦
を
帝
都
北
京
に
派
遣
し
た
︒
権
迦
は
通
事
李
應
星
と
冬
至
使
任
権
の
協
力
を
得
て
外
交
交
渉
を
進
め
︑
礼
部
の
題
本
と
世
宗
嘉
靖
帝
︵
在
位
一
五
二
一
～
六
六
年
︶
の
勅
書
を
獲
得
し
て
翌
年
の
中
宗
三
五
年
二
月
に
王
都
漢
城
に
戻
る
︒﹃
大
明
会
典
﹄
の
条
文
は
削
除
さ
れ
ず
︑
朝
鮮
側
の
奏
請
文
と
歴
代
皇
帝
に
よ
る
聖
旨
を
註
記
す
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
が
︑
宗
系
改
正
が
現
実
味
を
お
び
た
こ
と
か
ら
中
宗
は
奏
請
使
一
行
に
加
資
の
う
え
恩
賞
を
賜
給
し
︑
宗
廟
告
祭
と
宗
系
改
正
別
試
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
し
か
し
︑
嘉
靖
帝
の
国
政
放
棄
を
反
映
し
︑
中
宗
の
在
位
中
に
﹃
大
明
会
典
﹄
の
改
訂
版
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
正
徳
六
年
︵
中
宗
六
︑
一
五
一
一
︶
刊
行
の
﹃
正
徳
会
典
﹄
を
重
修
し
た
﹃
嘉
靖
会
典
﹄︵﹁
嘉
靖
続
修
会
典
﹂︶
が
完
成
す
る
の
は
︑
嘉
靖
二
九
年
︵
明
宗
五
︑
一
五
五
〇
︶
の
こ
と
で
(
)
あ
る
︒
6
筆
者
は
本
稿
で
詳
論
す
る
明
宗
代
︵
一
五
四
五
～
六
七
年
︶
に
お
け
る
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
写
本
伝
来
︵
明
宗
七
年
︶
か
ら
奏
請
使
金
澍
に
よ
る
外
交
交
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渉
︵
明
宗
一
八
年
︑
桓
祖
の
記
載
︶
ま
で
を
第
四
段
階
︑
以
下
︑
宣
祖
代
︵
一
五
六
七
～
一
六
〇
八
年
︶
の
奏
請
使
李
後
白
に
よ
る
交
渉
︵
宣
祖
六
年
︑
﹃
明
実
録
﹄
へ
の
記
載
︶
を
第
五
段
階
︑
そ
し
て
宣
祖
二
二
年
の
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
獲
得
と
光
国
功
臣
一
九
名
の
録
勲
を
最
終
の
第
六
段
階
と
考
え
て
い
る
︒
明
宗
代
の
宗
系
弁
誣
問
題
の
推
移
に
関
し
て
は
朴
成
柱
氏
が
ご
く
簡
単
に
触
れ
た
こ
と
が
(
)
あ
る
が
︑
金
璟
緑
氏
は
こ
れ
を
﹁
概
括
的
な
叙
述
﹂
と
批
7
判
(
)
し
た
︒
筆
者
も
か
つ
て
対
明
外
交
交
渉
と
の
関
連
か
ら
名
古
屋
市
蓬
左
文
8
庫
に
架
蔵
さ
れ
る
朝
鮮
版
﹃
大
明
会
典
﹄︵
明
宗
七
年
内
賜
本
︶
の
成
立
事
情
を
論
(
)
じ
た
が
︑
書
誌
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
手
法
を
と
っ
た
た
め
︑
当
9
該
期
に
お
け
る
具
体
的
な
対
明
交
渉
の
展
開
に
つ
い
て
は
十
分
に
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
︒
明
宗
・
宣
祖
代
に
お
け
る
こ
の
外
交
交
渉
は
研
究
史
上
︑
空
白
と
な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
︒
そ
こ
で
︑
本
稿
で
は
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
が
完
成
す
る
明
宗
代
に
時
期
を
絞
り
︑
朝
鮮
と
明
と
の
あ
い
だ
に
生
じ
た
宗
系
弁
誣
問
題
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
の
実
相
に
つ
い
て
︑
朝
中
の
官
撰
史
料
で
あ
る
﹃
朝
鮮
王
朝
実
録
﹄﹃
明
実
録
﹄
を
中
心
に
整
理
・
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
︒
一
内
閣
所
蔵
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
写
本
の
伝
来
１
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
﹁
事
例
﹂
中
宗
の
死
後
︑
中
宗
第
一
継
妃
︵
章
敬
王
后
尹
氏
︶
所
生
の
仁
宗
︵
在
位
一
五
四
四
～
四
五
年
︶
が
一
五
四
四
年
一
一
月
に
即
位
し
た
が
︑
翌
年
七
月
に
仁
宗
は
三
一
歳
で
死
去
し
︑
中
宗
第
二
継
妃
︵
文
定
王
后
尹
氏
︒
章
敬
王
后
の
姪
︶
所
生
の
慶
原
大
君
が
仁
宗
の
遺
命
に
よ
り
第
一
三
代
朝
鮮
国
王
明
宗
と
し
て
王
位
を
継
承
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
当
時
︑
明
宗
は
一
二
歳
で
あ
り
︑
国
王
が
成
人
す
る
明
宗
八
年
︵
一
五
五
三
︶
ま
で
は
文
定
王
后
の
垂
簾
聴
政
の
も
と
︑
国
政
が
運
営
さ
(
)
れ
た
︒
一
方
︑
か
つ
て
中
宗
三
五
年
に
嘉
靖
10
帝
に
よ
る
宗
系
改
正
の
勅
書
を
朝
鮮
に
も
た
ら
し
た
権
迦
は
︑
明
宗
即
位
年
八
月
に
発
生
し
た
乙
巳
士
禍
に
よ
り
官
職
︵
当
時
︑
刑
曹
判
書
︶
を
剥
奪
さ
れ
て
慶
尚
道
安
東
に
帰
郷
し
た
う
え
︑
明
宗
二
年
九
月
の
良
才
駅
壁
書
事
件
︵
丁
未
士
禍
と
も
い
う
︶
に
連
座
し
て
平
安
道
朔
州
に
流
配
と
な
り
︑
翌
年
三
月
に
七
一
歳
で
死
去
し
て
(
)
い
る
︒
11
『嘉
靖
会
典
﹄
は
明
宗
五
年
五
月
に
全
五
三
巻
が
完
成
す
る
が
︑
そ
の
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
ま
ま
︑
翌
年
五
月
に
朝
鮮
で
は
﹃
正
徳
会
典
﹄
が
印
刷
さ
れ
た
︒﹃
大
明
会
典
﹄
の
印
刷
事
業
は
宗
系
弁
誣
問
題
の
再
燃
か
ら
半
年
後
の
中
宗
一
三
年
一
一
月
の
時
点
で
計
画
さ
れ
て
い
た
が
︑
当
時
︑
国
王
の
秘
書
役
で
あ
る
承
政
院
は
問
題
と
な
っ
た
太
祖
の
宗
系
に
関
わ
る
条
文
を
私
意
的
に
削
除
す
る
こ
と
は
で
き
ず
︑
ま
た
そ
の
ま
ま
印
刷
す
れ
ば
宗
系
の
誤
り
を
朝
鮮
政
府
が
認
め
た
こ
と
に
な
る
た
め
︑
な
が
ら
く
そ
の
印
刷
は
中
止
と
な
っ
て
(
)
い
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
明
宗
六
年
五
月
に
儀
礼
と
外
交
を
掌
る
礼
曹
は
12
次
の
ご
と
く
申
し
入
れ
て
明
宗
の
裁
可
を
得
た
︒
礼
曹
啓
曰
︑
大
明
會
典
今
方
印
出
︑
而
朝
鮮
国
王ママ
之
下
註
有
不
美
之
語
︑
請
只
印
朝
鮮
国
王ママ
四
字
︑
勿
印
其
註
︑
伝
曰
︑
如
啓
︑︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
一
︑
六
年
五
月
辛
亥
︹
二
四
日
︺
条
︶
中
宗
一
三
年
の
状
況
と
は
異
な
り
︑
今
回
は
す
で
に
中
宗
代
末
期
に
権
迦
が
宗
系
改
正
の
勅
書
を
獲
得
し
て
い
る
︒
そ
こ
で
︑﹃
大
明
会
典
﹄
朝
貢
条
の
﹁
朝
鮮
国
﹂
以
下
に
割
註
で
記
録
さ
れ
た
﹁
不
美
(
)
之
語
﹂
を
削
除
し
て
印
13
刷
・
出
版
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
こ
の
朝
鮮
版
﹃
正
徳
大
明
会
典
﹄
の
完
本
一
八
〇
巻
三
五
冊
が
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
現
存
す
る
こ
と
は
︑
す
で
に
別
稿
で
論
じ
た
と
お
り
で
(
)
あ
る
︒
14
桑野：朝鮮明宗代の対明外交交渉15
そ
の
一
ヶ
月
後
︑
明
宗
は
﹁
日
々
其
の
改
正
を
望
め
ど
も
︑
今
に
至
る
も
黒
白
無
し
﹂
と
の
理
由
か
ら
︑
宗
系
弁
誣
問
題
に
つ
い
て
礼
曹
と
大
臣
に
議
論
す
る
よ
う
命
(
)
じ
た
︒
政
府
中
枢
の
会
議
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
15
る
︒
左
議
政
沈
連
源
・
右
議
政
尚
震
・
吏
曹
判
書
尹
漑
・
左
賛
成
申
光
漢
・
礼
曹
判
書
鄭
士
龍
・
刑
曹
判
書
李
薇
・
知
中
枢
府
事
洪
暹
・
同
知
中
枢
府
事
申
瑛
・
礼
曹
参
判
沈
通
源
・
刑
曹
参
議
権
祺
・
工
曹
参
議
鄭
大
年
・
礼
曹
参
議
慶
渾
・
僉
知
宋
福
堅
承
命
會
議
︑
啓
曰
︑
宗
系
事
累
蒙
列
聖
詔
旨
︑
許
令
改
正
︑
況
又
皇
帝
将
此
意
明
降
勅
諭
︑
我
朝
亦
遣
使
謝
恩
︑
其
為
蒙
許
改
正
︑
似
無
餘
蘊
︑
今
若
以
請
改
之
意
奏
之
︑
則
有
乖
前
日
称
謝
之
意
︑
若
以
久
未
印
頒
之
意
奏
之
︑
則
似
渉
欲
速
︑
其
間
措
辞
実
難
︑
臣
等
之
意
似
難
奏
請
︑
領
議
政
李
芑
︹
芑
病
在
家
︺
議
︑
宗
系
事
累
次
奏
請
︑
已
得
蒙
允
︑
但
大
明
會
典
皇
帝
新
降
法
條
︑
無
時
可
了
︑
故
至
今
未
畢
修
完
也
︑
大
明
會
典
未
畢
修
完
︑
則
安
有
改
印
之
冊
乎
︑
以
未
見
改
印
之
冊
︑
不
信
皇
帝
之
勅
︑
以
為
不
改
正
︑
欲
更
奏
請
︑
臣
未
知
其
得
宜
也
︑︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
一
︑
六
年
六
月
壬
午
︹
二
五
日
︺
条
︶
左
議
政
沈
連
源
︵
明
宗
妃
の
祖
父
︶・
右
議
政
尚
震
・
吏
曹
判
書
尹
漑
以
下
︑
政
府
高
官
は
奏
請
使
の
派
遣
を
見
送
る
こ
と
を
決
議
し
た
︒
自
宅
療
養
中
の
領
議
政
李
芑
の
ほ
か
沈
連
源
・
尹
漑
そ
し
て
左
賛
成
申
光
漢
は
乙
巳
士
禍
後
に
衛
社
功
臣
に
録
勲
さ
れ
て
お
り
︑
当
時
の
政
府
中
枢
が
ほ
ぼ
衛
社
功
臣
の
勢
力
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
容
易
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
(
)
よ
う
︒
宗
系
改
正
に
つ
い
て
は
す
で
に
中
宗
三
五
年
に
嘉
靖
帝
の
勅
書
を
16
得
て
お
り
︑
降
勅
に
対
す
る
謝
恩
使
ま
で
派
遣
し
て
い
た
︒
そ
の
う
え
で
再
度
奏
請
使
を
派
遣
す
る
と
な
れ
ば
︑
前
回
の
謝
恩
の
意
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
︑
ま
た
﹃
大
明
会
典
﹄
の
印
刷
・
頒
布
を
朝
鮮
側
か
ら
催
促
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
︒
と
り
わ
け
李
芑
は
︑﹃
大
明
会
典
﹄
の
修
正
・
補
完
事
業
が
完
了
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
︑
改
正
の
う
え
印
刷
さ
れ
た
刊
本
が
存
在
す
る
は
ず
は
な
く
︑
嘉
靖
帝
の
勅
書
を
信
用
す
る
こ
と
な
く
再
度
奏
請
す
る
の
は
得
策
で
は
な
い
と
反
対
し
た
︒
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
完
成
の
事
実
は
明
宗
七
年
正
月
に
朝
鮮
側
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
︒
冬
至
使
と
し
て
赴
京
し
て
い
た
僉
知
中
枢
府
事
︵
中
枢
府
の
正
三
品
堂
上
官
︶
(
)
韓
貨
が
北
京
よ
り
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
を
送
り
届
け
た
か
ら
17
で
あ
る
︒
そ
の
完
成
か
ら
一
年
八
ヶ
月
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
の
は
致
し
方
あ
る
ま
い
︒
当
時
は
い
ま
だ
文
定
王
后
の
垂
簾
聴
政
下
に
あ
り
︑
明
宗
も
王
世
子
と
し
て
の
経
験
が
な
い
ま
ま
即
位
し
た
た
め
か
︑
赴
京
す
る
朝
鮮
使
節
に
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
編
纂
の
情
報
収
集
を
命
じ
た
記
録
は
い
ま
の
と
こ
ろ
実
録
記
事
に
み
い
だ
せ
な
い
︒
か
つ
て
中
宗
二
〇
年
代
に
朝
鮮
政
府
は
遣
明
使
節
に
対
し
て
改
訂
版
﹃
大
明
会
典
﹄
の
購
入
資
金
を
公
的
に
給
付
し
て
(
)
い
た18
が
︑
今
回
の
冬
至
使
が
公
的
資
金
で
は
な
く
私
貨
に
よ
り
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
か
ら
判
断
す
れ
ば
︑
当
時
の
明
宗
と
政
府
中
枢
は
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
編
纂
状
況
に
さ
ほ
ど
注
意
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
否
︑
む
し
ろ
明
で
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
情
報
が
機
転
を
利
か
せ
た
朝
鮮
使
節
を
通
し
て
国
外
に
流
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
︑
わ
れ
わ
れ
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
明
代
中
後
期
に
は
北
京
の
正
陽
門
︵
内
城
の
南
門
︶
で
書
物
を
な
ら
べ
て
売
る
﹁
書
灘
﹂
も
存
在
し
た
と
(
)
い
う19
が
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
写
本
の
入
手
経
路
は
定
か
で
な
い
︒
で
は
︑
李
氏
宗
系
に
関
わ
る
当
該
箇
所
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
以
下
に
そ
の
内
容
を
み
て
み
よ
う
︒
韓
貨
謄
送
待
外
国
事
例
︑
其
事
例
曰
︑
大
明
會
典
朝
鮮
国
︹
即
高
麗
︑
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其
李
仁
任
及
其
子
李
太
祖
旧
諱
今
名
今
諱
者
︑
自
洪
武
六
年
至
洪
武
二
十
八
年
︑
首
尾
凡
弑
王
氏
四
王
︑
姑
待
之
︺︑
①
朝
鮮
国
︑
古
高
麗
国
︑
②
洪
武
二
年
︑
国
王
遣
使
奉
表
賀
即
位
︑
請
封
貢
方
物
︑
五
年
︑
令
三
歳
或
一
歳
遣
使
朝
貢
︑
二
十
五
年
︑
更
其
国
号
曰
朝
鮮
︑
③
永
楽
元
年
︑
其
国
王
奏
辨
祖
訓
條
章
所
載
弑
逆
事
︑
詔
許
改
正
︑
自
後
︑
毎
歳
聖
節
・
正
旦
・
皇
太
子
千
秋
節
︑
皆
遣
使
奉
表
朝
貢
方
物
︑
其
餘
慶
慰
・
謝
恩
等
項
︑
皆
無
常
期
︑
若
朝
廷
有
大
事
︑
則
遣
使
頒
詔
︑
其
国
国
王
請
封
︑
則
亦
遣
使
行
礼
︑
④
嘉
靖
八
年
︑
使
者
言
︑
其
国
王
不
係
李
仁
任
之
後
︑
詔
以
所
上
宗
系
開
送
于
史
館
︑
今
歳
時
朝
貢
︑
視
諸
国
号
為
知
礼
︑
⑤
二
十
六
年
︑
特
許
其
使
臣
同
書
状
官
及
従
人
二
三
名
︑
於
郊
壇
及
国
子
監
游
観
︑
本
部
箚
委
通
事
一
員
伴
行
︑
撥
館
夫
防
護
︑
以
示
優
異
云
︑︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
三
︑
七
年
正
月
乙
酉
︹
二
日
︺
条
︶
『嘉
靖
会
典
﹄
は
実
際
に
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
︑
そ
の
体
裁
と
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
︒
し
か
し
︑﹃
明
実
録
﹄
に
は
そ
の
編
纂
方
針
と
し
て
﹁
大
要
は
祖
宗
の
旧
章
を
以
て
主
と
為
し
︑
節
年
の
事
例
︑
後
に
附
書
す
﹂
と
あ
り
︑﹃
皇
明
祖
訓
﹄︵
洪
武
二
八
年
︑
一
三
九
五
︶
を
基
本
に
﹃
正
徳
会
典
﹄
以
後
の
﹁
事
例
﹂
を
年
次
ご
と
に
編
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
(
)
な
い
︒
そ
の
﹁
事
例
﹂
に
は
︑
た
し
か
に
﹃
正
徳
会
典
﹄
朝
貢
条
の
﹁
朝
20
鮮
国
﹂
以
下
に
割
註
で
引
用
さ
れ
た
﹃
皇
明
祖
訓
﹄
の
条
文
を
再
度
引
用
す
る
︒
そ
の
う
え
で
﹁
朝
鮮
国
︑
古
の
高
麗
国
な
り
﹂
と
前
置
き
し
︵
史
料
①
︶︑
洪
武
二
年
︵
一
三
六
九
︶
の
高
麗
恭
愍
王
︵
在
位
一
三
五
一
～
七
四
年
︶
冊
封
︑
同
五
年
以
降
の
朝
貢
頻
度
︵
三
年
一
貢
あ
る
い
は
一
年
一
貢
︶︑
そ
し
て
同
二
五
年
に
高
麗
が
滅
ん
で
国
号
を
朝
鮮
と
あ
ら
た
め
た
こ
と
を
記
す
︵
史
料
②
︶︒
つ
い
で
﹁
永
楽
元
年
︑
其
の
国
王
奏
し
て
︑
祖
訓
條
章
所
載
の
弑
逆
の
事
を
辨
ず
る
に
︑
詔
し
て
改
正
を
許
す
﹂
と
は
︑
太
宗
三
年
︵
一
四
〇
三
︶
の
李
彬
に
よ
る
宗
系
弁
明
の
(
)
奏
請
を
指
す
︵
史
料
③
︶︒
た
し
21
か
に
当
時
︑
朝
鮮
政
府
は
太
祖
洪
武
帝
︵
在
位
一
三
六
八
～
九
八
年
︶
の
家
訓
書
で
あ
る
﹃
皇
明
祖
訓
﹄
内
の
条
文
改
正
を
明
政
府
に
要
請
し
︑
礼
部
の
咨
文
を
通
じ
て
永
楽
帝
の
聖
旨
が
朝
鮮
政
府
に
伝
え
ら
れ
た
︒
ま
た
︑﹁
嘉
靖
八
年
︑
使
者
言
え
ら
く
︑
其
の
国
王
︑
李
仁
任
の
後
に
係
ら
ず
︑
と
︒
詔
し
て
上
る
所
の
宗
系
を
以
て
史
館
に
開
送
す
﹂
と
は
︑
中
宗
二
四
年
の
柳
溥
に
よ
る
宗
系
改
正
の
奏
請
を
指
す
︵
史
料
④
︶︒
す
で
に
別
稿
で
述
べ
た
と
お
り
︑
柳
溥
は
宗
系
弁
誣
奏
請
使
で
は
な
く
聖
節
使
と
し
て
赴
京
し
た
た
め
︑
嘉
靖
帝
の
勅
書
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
(
)
っ
た
︒
と
は
い
え
︑﹃
嘉
靖
22
会
典
﹄
の
写
本
に
は
柳
溥
の
奏
請
に
よ
り
李
成
桂
の
宗
系
が
史
館
︵
国
史
編
修
官
庁
で
あ
る
翰
林
院
︶
に
送
付
さ
れ
た
こ
と
を
記
載
し
て
お
り
︑
後
世
か
ら
み
て
柳
溥
の
宗
系
改
正
に
対
す
る
功
績
は
十
分
に
評
価
で
き
(
)
よ
う
︒
23
特
筆
す
べ
き
は
こ
こ
に
掲
げ
た
﹃
嘉
靖
会
典
﹄﹁
事
例
﹂
の
骨
子
が
そ
の
後
︑
萬
暦
一
五
年
︵
宣
祖
二
〇
︑
一
五
八
七
︶
に
完
成
す
る
﹃
萬
暦
会
典
﹄
︵﹁
萬
暦
重
修
会
典
﹂︶
朝
貢
条
の
筆
頭
に
あ
る
﹁
朝
鮮
国
﹂
に
ほ
ぼ
継
承
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
︒
永
楽
元
年
と
嘉
靖
八
年
の
宗
系
改
正
は
も
ち
ろ
ん
︑
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
朝
鮮
国
王
の
貢
期
が
﹁
毎
歳
聖
節
・
正
旦
・
皇
太
子
千
秋
節
﹂
の
一
年
三
貢
体
制
で
あ
り
︑
そ
れ
以
外
に
慶
賀
使
・
謝
恩
使
な
ど
臨
時
の
使
節
派
遣
が
公
認
さ
れ
︑
明
か
ら
朝
鮮
へ
は
詔
使
・
冊
封
使
が
派
遣
さ
れ
た
︵
史
料
③
︶︒
明
の
朝
鮮
使
節
に
対
す
る
礼
遇
措
置
は
︑
嘉
靖
二
六
年
︵
明
宗
二
︶
に
﹁
郊
壇
及
び
国
子
監
の
游
観
﹂
を
特
別
に
許
可
し
た
︵
史
(
)
料
⑤
︶
と
こ
ろ
に
も
う
か
が
え
︑
の
ち
の
﹃
萬
暦
会
典
﹄
朝
貢
条
が
﹃
嘉
靖
24
会
典
﹄﹁
事
例
﹂
を
基
礎
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
︵︻
表
︼
参
照
︶︒
そ
し
て
後
日
︑
こ
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
は
内
閣
︵
皇
帝
の
政
務
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【表】『嘉靖会典』の写本二種と『萬暦会典』の比較
按高麗併有扶餘・新羅・百済、
其国分八道、
洪武二年、国王王顓遣使、奉表
賀即位、請封貢方物、詔封為高
麗国王、賜亀紐金印・誥命、
五年、以高麗貢使煩数、諭令三
歳或歳一来、
二十五年、李成桂代王氏、請更
其国号、詔更号朝鮮、
永楽初、賜印・誥、自後毎歳聖
節・正旦〔嘉靖十年、外夷朝正
旦者倶改冬至〕・皇太子千秋節、
皆遣使奉表朝賀貢方物、其餘慶
慰・謝恩無常期、若朝廷有大
事、則遺使頒詔於其国、国王請
封、亦遣使行礼、其歳時朝貢、
視諸国最為恭慎、
嘉靖二十六年、特許其使臣同書
状官及従人二三名、於郊壇及国
子監游観、礼部箚委通事一員伴
行、撥館夫防護、以示優異云、
貢道由鴨緑江歴遼陽・廣寧、入
山海関達京師、又中国漂流人口
至本国者、量給衣糧送回、
先是、永楽元年、其国王具奏世
系不係李仁人之後、以辨明祖訓
所載弑逆事、詔許改正、
正徳・嘉靖中、屢以為請、皆賜
勅奨諭焉、
萬暦三年、使臣復申前請、詔付
史館編輯、今録于後、（後略）
朝鮮地在遼東、東南西三面濱
海、即箕子所封之地、本前代郡
縣、晋以後、始自為聲教、建号
高麗、王姓高氏、洪武初称藩、
後為其下所廃、国人請立宰臣李
氏為王、従之、仍賜国号曰朝
鮮、置八道、分統府州郡縣、知
文字、喜読書、官吏閑礼儀、至
京師凡三千五百里、
洪武二年、国王遣使、奉表賀即
位、請封貢方物、
五年、令三歳或一歳、遣使朝
貢、
二十五年、更其国号曰朝鮮、
永楽元年、其国王奏辨祖訓條章
所載弑逆事、詔許改正、自後、
毎歳聖節・正朝・皇太子千秋
節、皆遣使奉表朝賀貢方物、其
餘慶慰・謝恩等項、皆無常期、
若朝廷有大事、則遣使頒詔於其
国、国王請封、則亦遣使行礼、
嘉靖八年、使者言、其国王不係
李仁任之後、詔以所上宗系開送
史館、
十年、釐正大祀典礼、以冬至祀
昊天、上夜於南郊圜丘、詔朝鮮
国并泰寧三衛夷人、朝正朝者改
冬至、俾與履長之慶、自是、遂
以至前来賀、
二十六年、特許其使臣同書状官
及従人二三名、於郊壇・国子監
等処遊観、本部委通事伴行、発
館夫防護、以示優異云、
朝鮮国、古高麗国、
洪武二年、国王遣使奉表賀即
位、請封貢方物、
五年、令三歳或一歳遣使朝貢、
二十五年、更其国号曰朝鮮、
永楽元年、其国王奏辨祖訓條章
所載弑逆事、詔許改正、自後、
毎歳聖節・正旦・皇太子千秋
節、皆遣使奉表朝貢方物、其餘
慶慰・謝恩等項、皆無常期、若
朝廷有大事、則遣使頒詔、其国
国王請封、則亦遣使行礼、
嘉靖八年、使者言、其国王不係
李仁任之後、詔以所上宗系開送
于史館、今歳時朝貢、視諸国号
為知礼、
二十六年、特許其使臣同書状官
及従人二三名、於郊壇及国子監
游観、本部箚委通事一員伴行、
撥館夫防護、以示優異云、
3)『萬暦会典』朝鮮国2)『嘉靖会典』の写本β1)『嘉靖会典』の写本α
1)『明宗実録』巻13、7年正月乙酉（２日）条（韓罰謄送の待外国事例）
2)『明宗実録』巻23、12年10月乙酉（６日）条（趙士秀の謄書会典小単）
3)『萬暦大明会典』巻105、礼部63、朝貢１、東南夷上、朝鮮国条
補
佐
機
関
︶
所
蔵
本
か
ら
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
︵
後
述
︶︒
明
宗
七
年
正
月
に
宗
系
改
正
が
ひ
と
ま
ず
朝
鮮
側
で
確
認
さ
れ
る
と
︑
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
一
冊
は
礼
曹
に
回
付
さ
れ
︑
た
だ
ち
に
宗
廟
告
祭
の
実
施
可
否
を
め
ぐ
っ
て
大
臣
と
協
議
に
入
っ
た
︒
と
い
う
の
も
︑
一
二
年
前
の
中
宗
三
五
年
に
宗
系
改
正
の
勅
書
が
朝
鮮
に
も
た
ら
さ
れ
る
や
︑
中
宗
は
王
世
子
に
命
じ
て
宗
廟
に
そ
の
慶
事
を
報
告
さ
せ
た
前
例
が
(
)
あ
る
︒
そ
こ
で
25
礼
曹
は
﹁
庚
子
年
︵
＝
中
宗
三
五
年
︶
の
例
に
依
り
虔
ん
で
宗
廟
に
告
げ
︑
以
て
列
聖
を
慰
む
る
は
何
如
﹂
と
明
宗
に
建
議
し
た
︒
た
だ
︑
冬
至
使
韓
貨
は
復
命
報
告
し
た
際
に
﹁
中
原
の
人
の
言
︑
盡
く
は
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
に
似
た
り
﹂
と
︑
明
の
官
人
に
対
し
て
や
や
否
定
的
な
印
象
を
い
だ
い
て
い
た
︒
そ
の
う
え
︑
韓
貨
が
私
貨
に
よ
り
購
入
し
た
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
も
写
本
で
あ
っ
て
︑
嘉
靖
帝
が
勅
書
を
降
し
た
わ
け
で
も
な
い
︒
後
日
︑
皇
帝
が
改
訂
版
﹃
大
明
会
典
﹄
を
頒
布
し
た
場
合
に
は
宗
廟
に
ど
う
報
告
す
べ
き
か
︑
判
断
に
迷
っ
た
明
宗
は
三
公
の
も
と
に
史
官
を
派
遣
し
て
意
見
を
集
約
さ
(
)
せ
た
︒
26
し
か
し
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
で
は
李
氏
王
室
の
宗
系
と
高
麗
王
氏
弑
逆
の
件
が
明
白
か
つ
簡
潔
に
改
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
︑
三
公
は
﹁
宗
系
改
正
は
実
に
一
国
莫
大
の
慶
な
る
に
︑
宗
廟
に
告
ぐ
る
が
可
な
り
﹂
と
礼
曹
の
意
見
を
支
持
し
た
た
め
︑
明
宗
は
中
宗
代
の
前
例
に
な
ら
っ
て
宗
廟
告
祭
を
決
定
す
る
に
い
(
)
た
る
︒
27
さ
ら
に
明
宗
は
中
宗
の
功
績
を
称
え
て
尊
号
を
加
上
し
︑
告
廟
後
に
は
全
国
に
恩
赦
令
を
下
し
た
う
え
百
官
に
加
資
し
た
い
と
の
考
え
を
領
議
政
沈
連
源
に
語
っ
た
︒
明
宗
は
﹁
今
写
本
を
見
る
に
改
正
は
分
明
に
し
て
︑
畢
竟
印
出
せ
ば
︑
則
ち
安
く
ん
ぞ
此
の
如
き
大
慶
有
ら
ん
や
︒
中
宗
大
王
の
功
︑
甚
だ
祖
宗
に
光
有
り
﹂
と
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
印
刷
頒
布
に
期
待
を
寄
せ
つ
つ
︑
い
ま
は
亡
き
父
王
が
朝
鮮
歴
代
国
王
に
光
を
取
り
戻
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
沈
連
源
は
︑
尊
号
加
上
は
王
朝
国
家
の
大
礼
で
あ
り
︑
領
議
政
と
は
い
え
独
断
で
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
明
言
を
避
け
た
︒
恩
赦
令
と
百
官
の
加
資
も
国
家
に
大
慶
が
あ
れ
ば
実
施
可
能
で
あ
る
が
︑
す
べ
て
協
議
の
う
え
申
し
あ
げ
た
い
︑
と
沈
連
源
は
明
宗
に
提
案
(
)
し
た
︒
そ
こ
28
で
急
遽
︑
政
府
高
官
に
よ
る
会
議
が
招
集
さ
れ
た
が
︑
沈
連
源
ら
は
尊
号
加
上
と
恩
赦
令
そ
し
て
百
官
の
加
資
に
つ
い
て
は
す
べ
て
不
可
と
の
決
議
案
を
報
告
し
た
︒
今
回
は
嘉
靖
帝
の
勅
書
が
な
く
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄﹁
事
例
﹂
も
私
貨
に
よ
り
購
入
し
た
写
本
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
明
宗
は
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
印
刷
と
そ
の
頒
賜
を
待
っ
て
再
度
議
論
す
る
よ
う
︑
命
じ
る
ほ
か
な
か
(
)
っ
た
︒
つ
ま
り
︑
中
宗
の
尊
号
加
上
は
も
ち
ろ
ん
︑
恩
赦
令
と
百
官
の
加
資
29
を
め
ぐ
っ
て
は
沙
汰
や
み
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
そ
の
う
え
︑
政
府
内
に
は
﹁
是
れ
莫
大
の
慶
と
雖
も
︑
特た
だ
伝
写
せ
し
草
記
な
る
の
み
︒
時
に
未
だ
印
頒
せ
ざ
る
に
︑
又
た
其
れ
必
ず
し
も
然
り
と
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
﹂
と
︑
冬
至
使
が
持
ち
帰
っ
た
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
を
疑
問
視
す
る
声
も
あ
り
︑
司
諫
院
は
韓
貨
に
対
す
る
爵
賞
の
命
を
撤
回
す
る
よ
う
求
め
た
が
︑
明
宗
は
こ
れ
を
許
可
し
な
か
(
)
っ
た
︒
冬
至
使
一
行
に
対
す
る
爵
賞
の
具
体
的
な
内
容
30
は
不
明
な
が
ら
︑
の
ち
韓
貨
は
開
城
府
留
守
︵
従
二
品
︶
を
拝
命
し
︑
明
宗
に
く
だ
ん
の
﹃
皇
明
祖
訓
﹄
を
献
上
し
て
馬
粧
︵
馬
具
装
︶
一
式
を
賜
っ
て
(
)
い
る
︒
31２
︑
明
宗
の
親
政
と
宗
系
弁
誣
問
題
そ
の
後
も
宗
系
弁
誣
問
題
を
め
ぐ
る
朝
中
間
の
外
交
問
題
は
︑
朝
鮮
国
王
の
明
宗
は
も
と
よ
り
当
時
の
儒
者
官
僚
の
脳
裏
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
た
と
え
ば
︑
明
宗
八
年
閏
三
月
に
進
献
使
李
鐸
を
明
に
派
遣
す
る
際
桑野：朝鮮明宗代の対明外交交渉19
に
︑
明
宗
は
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
刊
行
状
況
を
調
査
し
て
く
る
よ
う
指
示
し
た
が
︑
五
ヶ
月
後
に
漢
城
に
戻
っ
た
李
鐸
か
ら
あ
ら
た
な
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
(
)
っ
た
︒
こ
の
年
七
月
以
降
は
明
宗
の
親
政
期
に
(
)
入
り
︑
宗
系
弁
誣
32
33
問
題
を
め
ぐ
る
明
宗
の
発
言
力
も
し
だ
い
に
増
す
よ
う
に
な
る
︒
明
宗
は
翌
年
八
月
に
承
政
院
に
以
下
の
ご
と
く
教
書
を
伝
え
た
︒
伝
于
政
院
曰
︑
大
明
會
典
我
国
宗
系
改
正
之
事
︑
自
先
朝
常
留
念
︑
以
待
其
頒
降
︑
故
予
亦
於
使
臣
之
往
︑
毎
教
以
聞
見
而
来
︑
皆
以
皇
帝
未
畢
覧
︑
下
人
不
得
見
為
答
︑
今
聞
礼
部
尚
書
新
為
除
拝
云
︑
若
善
為
措
辞
呈
文
礼
部
︑
使
之
転
達
︑
則
意
皇
上
亦
知
我
国
之
意
︑
而
或
有
所
頒
降
也
︑
其
言
于
礼
曹
及
承
文
院
︑︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
七
︑
九
年
八
月
己
卯
︹
一
一
日
︺
条
︶
朝
鮮
で
は
中
宗
代
よ
り
改
訂
版
﹃
大
明
会
典
﹄
の
頒
降
を
待
ち
わ
び
て
お
り
︑
明
宗
自
身
も
朝
鮮
使
節
を
明
に
派
遣
す
る
た
び
に
そ
の
状
況
を
見
聞
し
て
く
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
と
い
う
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
北
京
か
ら
戻
る
使
節
は
﹁
皆
な
皇
帝
未
だ
覧
を
畢
わ
ら
ず
︑
下
人
見
る
を
得
ざ
る
を
以
て
答
と
為
す
﹂
の
み
で
︑
い
ま
だ
進
展
を
み
て
い
な
い
︒
た
だ
︑
最
近
に
な
っ
て
明
で
は
礼
部
尚
書
が
交
替
(
)
し
た
と
の
情
報
を
入
手
し
た
こ
と
か
ら
︑
明
宗
は
34
﹁
若
し
善
く
措
辞
を
為
し
て
礼
部
に
呈
文
し
︑
之
を
し
て
転
達
せ
し
む
れ
ば
︑
則
ち
意
う
に
皇
上
も
亦
た
我
が
国
の
意
を
知
り
て
或
い
は
頒
降
す
る
所
有
る
な
り
﹂
と
期
待
し
︑
こ
の
意
向
を
礼
曹
な
ら
び
に
外
交
文
書
の
作
成
と
保
管
を
管
掌
す
る
承
文
院
に
伝
達
す
る
よ
う
命
じ
た
︒
一
週
間
後
に
は
大
司
諫
︵
司
諫
院
の
長
官
︒
正
三
品
堂
上
官
︶
鄭
裕
を
従
二
品
の
吏
曹
参
判
に
﹁
仮
(
)
銜
﹂
の
う
え
冬
至
使
と
し
て
北
京
に
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
︑
鄭
裕
35
一
行
は
景
福
宮
失
火
︵
明
宗
八
年
九
月
︶
の
際
に
焼
失
し
た
大
王
大
妃
︵
文
定
王
后
︶
と
王
大
妃
︵
仁
宗
妃
の
仁
聖
王
后
朴
氏
︶
の
誥
命
改
給
を
奏
請
す
る
任
務
を
兼
ね
て
(
)
い
た
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
今
回
の
冬
至
使
が
冬
至
の
祝
賀
と
誥
36
命
の
改
給
に
加
え
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
頒
降
の
件
ま
で
礼
部
に
要
請
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
︒
は
た
し
て
冬
至
使
鄭
裕
は
翌
年
の
明
宗
一
〇
年
二
月
に
咨
文
紙
︵
咨
文
用
の
料
紙
︶
進
献
に
対
す
る
嘉
靖
帝
の
勅
書
を
得
て
帰
国
(
)
し
た
が
︑
誥
命
改
給
の
外
交
交
渉
に
は
失
敗
し
た
︒
朝
鮮
政
府
と
37
し
て
は
降
勅
に
謝
意
を
表
す
べ
く
︑
漢
城
府
左
尹
洪
曇
を
刑
曹
参
判
と
し
て
謝
恩
使
に
任
じ
︑
た
だ
ち
に
赴
京
さ
せ
る
ほ
か
な
か
(
)
っ
た
︒
た
だ
し
︑﹃
嘉
38
靖
会
典
﹄
の
件
に
関
し
て
は
後
日
︑
大
司
憲
︵
司
憲
府
の
長
官
︒
従
二
品
︶
に
昇
進
し
た
鄭
裕
が
朝
議
の
際
に
み
ず
か
ら
発
言
す
る
こ
と
と
な
る
︵
後
述
︶︒さて
︑
こ
れ
よ
り
一
ヶ
月
後
の
明
宗
一
〇
年
三
月
に
明
宗
は
三
公
以
下
の
政
府
高
官
に
対
し
︑
奏
請
使
派
遣
の
可
否
を
協
議
す
る
よ
う
命
じ
た
︒
命
三
公
・
両
府
院
君
及
礼
曹
堂
上
・
承
文
院
提
調
︑
會
議
會
典
奏
請
便
否
︑
①
領
議
政
沈
連
源
・
右
議
政
尹
漑
啓
曰
︑
宗
系
事
已
蒙
改
正
︑
而
尚
未
頒
降
會
典
︑
祖
宗
被
誣
欲
為
改
正
︑
固
所
汲
汲
︑
然
既
已
改
正
云
︑
今
復
奏
請
︑
勢
似
無
端
︑
況
皇
帝
御
覧
未
畢
︑
請
速
印
頒
亦
似
催
促
︑
事
勢
甚
難
︑
承
文
院
・
礼
曹
之
意
皆
同
︑
故
敢
啓
︑
②
答
曰
︑
上
意
亦
如
此
︑
然
我
国
使
臣
赴
京
問
于
礼
部
︑
則
毎
以
御
覧
未
畢
答
之
︑
而
一
不
聞
定
奪
之
言
︑
上
下
悶
鬱
久
矣
︑
今
若
奏
請
︑
則
皇
帝
雖
已
忘
之
︑
幸
有
覚
悟
之
理
也
︑
左
相
・
両
府
院
君
処
遣
史
官
議
之
︑
③
連
源
・
尹
漑
再
啓
曰
︑
上
教
宜
矣
︑
今
若
奏
請
︑
則
不
得
已
措
辞
繊
悉
而
後
可
也
︑
其
勢
甚
難
︑
答
曰
︑
畢
議
後
発
落
︑︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
八
︑
一
〇
年
三
月
辛
丑
︹
六
日
︺
条
︒
史
料
中
の
①
～
③
の
番
号
は
筆
者
︑
以
下
同
じ
︶
領
議
政
沈
連
源
と
右
議
政
尹
漑
︵
尹
元
衡
と
は
遠
戚
で
叔
父
の
間
柄
に
あ
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 20
た
る
︶
は
承
文
院
提
調
・
礼
曹
堂
上
官
と
同
じ
く
︑
奏
請
使
派
遣
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
︒
宗
系
改
正
の
件
は
す
で
に
中
宗
三
五
年
に
嘉
靖
帝
の
許
可
を
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
い
ま
だ
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
が
正
式
に
頒
降
さ
れ
な
い
た
め
︑
か
ね
て
よ
り
朝
鮮
政
府
は
こ
の
外
交
問
題
に
汲
汲
と
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
明
政
府
が
改
正
済
み
と
い
う
以
上
︑
い
ま
ま
た
奏
請
使
を
派
遣
し
て
も
切
り
が
な
い
︒﹁
況
ん
や
皇
帝
の
御
覧
未
だ
畢
わ
ら
ざ
る
に
︑
速
や
か
に
印
頒
を
請
う
は
亦
た
催
促
す
る
に
似
た
り
︒
事
勢
甚
だ
難
し
﹂
と
い
う
の
が
沈
連
源
と
尹
漑
の
率
直
な
考
え
で
あ
っ
た
︵
史
料
①
︶︒
こ
の
点
は
明
宗
も
理
解
を
示
し
な
が
ら
︑﹁
然
れ
ど
も
我
が
国
の
使
臣
︑
京
に
赴
き
て
礼
部
に
問
わ
ば
︑
則
ち
毎
に
御
覧
未
だ
畢
わ
ら
ざ
る
を
以
て
之
に
答
え
︑
而
し
て
一
に
定
奪
の
言
を
聞
か
ず
︒
上
下
悶
鬱
す
る
こ
と
久
し
﹂
と
︑
か
ね
て
よ
り
朝
鮮
使
節
の
復
命
報
告
に
は
不
満
を
い
だ
い
て
い
た
︒
そ
の
う
え
︑
皇
帝
が
こ
の
問
題
を
失
念
し
て
い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
︒
そ
の
た
め
明
宗
は
﹁
今
若
し
奏
請
せ
ば
︑
則
ち
皇
帝
已
に
之
を
忘
る
と
雖
も
︑
幸
い
覚
悟
の
理
有
る
な
り
﹂
と
︑
政
府
高
官
に
奏
請
使
の
派
遣
を
う
な
が
す
に
い
た
る
︵
史
料
②
︶︒
し
か
し
︑
再
度
奏
請
使
を
派
遣
す
る
場
合
︑
朝
鮮
国
王
名
義
の
奏
請
文
に
は
微
細
に
ゆ
き
と
ど
い
た
措
辞
を
連
ね
る
必
要
が
あ
り
︑
沈
連
源
と
尹
漑
は
慎
重
な
姿
勢
を
崩
そ
う
と
し
な
い
︒
そ
こ
で
こ
の
場
に
居
合
わ
せ
て
い
な
い
左
議
政
尚
震
と
両
府
院
君
の
意
見
を
求
め
︑
協
議
の
す
え
決
定
す
る
こ
と
に
し
た
︵
史
料
③
︶︒
両
府
院
君
と
は
︑
三
公
を
歴
任
し
た
清
原
府
院
君
尹
元
衡
︵
文
定
王
后
の
実
弟
︶
と
三
代
の
国
王
に
仕
え
た
旧
臣
の
霊
城
府
院
君
申
光
漢
︵
申
叔
舟
の
孫
︶
を
(
)
指
す
︒
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さ
っ
そ
く
自
宅
療
養
中
の
(
)
尚
震
と
両
府
院
君
の
も
と
に
史
官
を
派
遣
し
て
40
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
︑
文
章
能
力
に
長
け
た
人
物
に
奏
請
文
を
撰
述
さ
せ
︑
譴
責
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
皇
帝
の
仁
恩
に
期
待
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
︒
か
つ
て
太
宗
永
楽
帝
が
宗
系
改
正
を
許
可
し
て
以
来
︑
す
で
に
一
〇
〇
年
が
経
過
し
た
︒
近
年
で
は
正
徳
年
間
よ
り
当
代
の
嘉
靖
年
間
ま
で
外
交
交
渉
を
重
ね
て
勅
諭
を
得
た
と
は
い
え
︑
権
迦
の
奏
請
︵
中
宗
三
四
年
︶
か
ら
一
七
年
が
す
ぎ
た
い
ま
も
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
が
頒
布
さ
れ
た
と
は
聞
い
て
い
な
い
︒﹁
奏
請
せ
ば
則
ち
渉かか
わ
り
て
速
や
か
に
せ
ん
と
欲
す
る
に
似
た
り
︑
爾
ら
ざ
れ
ば
則
ち
覧
を
経
る
に
期
無
し
﹂
と
い
う
の
が
朝
鮮
の
現
状
で
あ
り
︑﹁
聖
上
︵
＝
明
宗
︶
祚
に
即
く
こ
と
十
年
︑
始
め
て
一
た
び
奏
す
る
こ
と
有
ら
ば
︑
恐
ら
く
亦
た
已
に
遅
し
﹂
と
機
を
逸
し
た
感
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
︒
た
だ
︑﹁
一
封
の
奏
︑
或
い
は
天
に
格いた
る
べ
し
﹂
と
の
希
望
的
観
測
か
ら
︑
尚
震
は
最
終
的
に
明
宗
の
奏
請
使
派
遣
案
を
支
持
し
た
︒
そ
の
た
め
明
宗
は
︑﹁
昨
日
︑
大
臣
等
皆
な
以
為
え
ら
く
︑
勢
い
難
し
と
︒
而
れ
ど
も
今
は
則
ち
以
為
え
ら
く
︑
奏
請
す
る
こ
と
妨
げ
無
し
と
﹂
と
解
釈
し
︑
即
位
か
ら
す
で
に
一
〇
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
一
度
は
試
験
的
に
奏
請
使
を
北
京
に
派
遣
す
る
の
も
よ
か
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
︒
そ
こ
で
明
宗
は
﹁
使
臣
を
差
出
︵
＝
任
命
︶
し
︑
聖
節
使
と
一
時
に
入
送
せ
よ
﹂
と
︑
ひ
と
ま
ず
命
を
下
(
)
し
た
︒
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と
こ
ろ
が
︑
政
府
中
枢
の
総
意
は
や
は
り
慎
重
論
が
大
勢
を
占
め
た
︒
上
親
試
吏
文
文
臣
製
述
︑
又
講
試
漢
語
文
臣
︑
①
領
議
政
沈
連
源
曰
︑
宗
係ママ
奏
請
事
︑
當
在
於
殿
下
即
位
之
初
︑
而
今
則
已
晩
矣
︑
況
會
典
乃
皇
朝
之
書
︑
則
為
我
国
奏
請
︑
節
次
勢
難
︑
雖
欲
遜
順
其
言
辞
︑
亦
不
可
得
也
︑
朝
議
雖
定
︑
臣
意
未
安
︑
不
敢
不
啓
︑
②
右
議
政
尹
漑
曰
︑
連
源
之
意
與
臣
意
同
︑
臣
前
日
為
宗
係ママ
事
差
質
正
官
︑
赴
京
聞
見
︑
則
改
正
無
疑
也
︑
臣
又
聞
︑
今
皇
帝
追
崇
其
本
生
父
母
︑
而
不
可
入
太
廟
︑
故
別
立
世
廟
而
尊
奉
之
︑
欲
修
録
此
事
改
撰
會
典
︑
其
間
所
載
之
事
甚
多
︑
未
能
速
畢
︑
今
則
畢
修
︑
而
御
覧
未
畢
云
︑
此
言
近
是
︑
今
桑野：朝鮮明宗代の対明外交交渉21
雖
奏
請
︑
中
国
為
藩
国
陳
請
速
為
印
頒
︑
未
能
知
也
︑
縦
未
深
責
︑
假
曰
不
當
為
也
︑
則
亦
豈
有
光
於
国
家
︑
是
所
未
安
也
︑
③
大
司
憲
鄭
裕
曰
︑
臣
曾
於
赴
京
之
日
承
上
教
丁
寧
︑
故
及
到
上
国
︑
多
方
請
于
禮
部
尚
書
則
曰
︑
雖
聴
爾
言
︑
吾
等
何
能
為
乎
︑
臣
曰
︑
若
呈
公
文
︑
則
尚
書
可
拠
而
啓
達
乎
︑
尚
書
笑
曰
︑
皇
上
御
覧
未
畢
︑
豈
可
見
汝
呈
文
而
為
題
本
乎
︑
其
意
若
曰
奏
請
而
後
可
也
︑
臣
将
此
意
言
于
大
臣
処
︑
尚
震
・
沈
連
源
則
奏
請
無
妨
︑
尹
漑
則
曰
不
可
也
︑
臣
意
以
為
︑
請
奏
之
辞
︑
若
曰
雖
蒙
勅
諭
改
正
︑
而
悪
名
猶
存
︑
今
聞
會
典
将
畢
撰
︑
若
畢
則
無
及
︑
故
敢
復
陳
請
云
︑
則
措
辞
似
無
所
妨
︑
④
上
曰
︑
奏
請
事
曾
欲
為
之
︑
勢
難
故
久
未
為
也
︑
歳
月
漸
久
︑
頒
降
無
期
︑
欲
一
陳
請
︑
爾
以
此
有
患
害
︑
予
未
能
知
也
︑︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
八
︑
一
〇
年
三
月
乙
巳
︹
一
〇
日
︺
条
︶
こ
の
日
︑
明
宗
は
対
明
外
交
交
渉
に
必
須
の
吏
文
と
漢
語
の
運
用
能
力
を
み
ず
か
ら
文
臣
に
(
)
試
し
︑
そ
の
後
︑
領
議
政
沈
連
源
が
口
火
を
切
っ
た
︒
ま
42
ず
沈
連
源
は
︑
明
宗
の
即
位
直
後
に
宗
系
改
正
を
奏
請
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
︑
い
ま
と
な
っ
て
は
す
で
に
遅
い
と
い
う
︒
ま
し
て
﹃
大
明
会
典
﹄
は
﹁
皇
朝
﹂
た
る
明
国
の
書
籍
で
あ
り
︑
わ
が
国
朝
鮮
が
奏
請
す
る
際
に
は
そ
の
手
続
き
は
も
ち
ろ
ん
︑
言
辞
を
丁
重
に
す
る
こ
と
も
ま
た
困
難
で
あ
る
︒
朝
議
は
ひ
と
ま
ず
奏
請
使
派
遣
に
決
し
た
と
は
い
え
︑
沈
連
源
と
し
て
は
不
安
材
料
が
多
か
っ
た
︵
史
料
①
︶︒
右
議
政
尹
漑
も
沈
連
源
と
同
様
︑
難
色
を
示
し
た
︒
尹
漑
は
か
つ
て
二
六
年
前
の
中
宗
二
四
年
に
︑
聖
節
使
柳
溥
と
と
も
に
質
正
官
と
し
て
北
京
に
赴
い
た
経
歴
が
(
)
あ
る
︒
質
正
官
は
承
文
院
に
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属
し
︑
明
の
文
物
を
よ
り
確
実
に
導
入
す
べ
く
中
国
語
の
校
正
や
儀
礼
問
題
を
問
う
た
め
に
派
遣
さ
(
)
れ
た
︒
そ
の
際
︑
尹
漑
は
﹃
大
明
会
典
﹄
の
﹁
改
正
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は
疑
う
こ
と
無
き
な
り
﹂
と
聞
き
お
よ
ん
で
い
た
︒
そ
の
う
え
︑
嘉
靖
帝
が
い
わ
ゆ
る
﹁
大
礼
の
議
﹂︵
嘉
靖
帝
の
生
父
問
題
︶
を
収
録
す
べ
く
﹃
大
明
会
典
﹄
を
改
撰
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
︑
あ
ら
た
に
収
録
す
べ
き
事
項
が
あ
ま
り
に
も
多
い
た
め
︑
す
み
や
か
に
改
撰
事
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ず
︑
﹁
今
は
則
ち
修
を
畢
わ
れ
ど
も
︑
御
覧
未
だ
畢
わ
ら
ず
﹂
と
の
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
︒
い
ま
朝
鮮
政
府
が
宗
系
改
正
を
奏
請
し
た
と
こ
ろ
で
︑
明
政
府
が
蕃
国
た
る
朝
鮮
の
陳
情
に
よ
り
す
み
や
か
に
印
刷
頒
布
す
る
と
は
考
え
が
た
い
︒
こ
れ
ま
で
明
政
府
の
責
任
を
追
及
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
︑
か
り
に
﹁
不
当
な
内
政
干
渉
行
為
で
あ
る
﹂
と
い
わ
れ
た
場
合
︑
わ
が
国
家
に
光
を
取
り
戻
す
こ
と
が
あ
ろ
(
)
う
か
︑
と
尹
漑
は
不
安
を
隠
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
45
た
︵
史
料
②
︶︒
机
上
の
論
理
で
は
な
く
︑
北
京
に
お
け
る
実
際
の
見
聞
に
基
づ
い
た
発
言
で
あ
る
だ
け
に
説
得
力
が
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
こ
の
年
二
月
上
旬
に
冬
至
使
と
し
て
の
任
務
を
終
え
て
帰
国
し
た
ば
か
り
の
大
司
憲
鄭
裕
も
慎
重
論
者
で
あ
っ
た
︒
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
︑
鄭
裕
の
任
務
は
本
来
奏
請
使
で
は
な
く
冬
至
使
で
あ
っ
た
が
︑
北
京
滞
在
中
に
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
頒
降
の
周
旋
を
礼
部
尚
書
王
用
賓
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
︑﹁
皇
上
の
御
覧
未
だ
畢
わ
ら
ず
︒
豈
に
汝
の
呈
文
を
見
て
題
本
を
為
す
べ
け
ん
や
﹂
と
一
笑
に
付
さ
れ
た
と
い
う
︒
発
給
者
が
朝
鮮
国
王
で
あ
る
奏
請
文
な
ら
ば
と
も
か
く
︑
呈
文
は
使
臣
の
名
義
で
発
給
さ
(
)
れ
た
か
ら
︑
鄭
裕
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の
要
請
は
当
時
の
外
交
手
続
き
上
︑
無
理
が
あ
っ
た
︒
か
つ
て
中
宗
は
﹁
呈
文
は
使
臣
私
か
に
為
す
の
事
︑
奏
請
使
は
国
王
遣
送
の
事
な
り
﹂︑
あ
る
い
は
﹁
呈
文
は
陪
臣
の
為
す
所
に
し
て
︑
奏
請
は
国
王
の
為
す
所
な
り
﹂
と
持
論
を
語
り
︑
奏
請
使
派
遣
を
主
張
し
た
こ
と
が
(
)
あ
る
︒
し
か
し
︑
成
人
し
た
47
ば
か
り
の
明
宗
に
は
そ
う
し
た
外
交
ル
ー
ル
に
考
え
が
お
よ
ば
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
で
は
朝
鮮
国
王
名
義
で
正
式
に
奏
請
す
れ
ば
礼
部
尚
書
も
題
本
を
作
成
す
る
の
で
は
な
い
か
︑
と
考
え
た
鄭
裕
は
大
臣
に
意
見
を
求
め
た
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と
こ
ろ
︑
左
議
政
尚
震
と
沈
連
源
は
奏
請
を
可
と
し
︑
尹
漑
の
回
答
は
不
可
で
あ
っ
た
︒
そ
こ
で
奏
請
文
に
は
︑
宗
系
改
正
の
勅
諭
が
降
さ
れ
た
と
は
い
え
︑
王
氏
殺
害
と
い
う
悪
名
の
件
が
未
解
決
ゆ
え
︑
あ
え
て
再
度
陳
情
に
お
よ
ん
だ
と
記
せ
ば
問
題
な
か
ろ
う
︑
と
鄭
裕
は
判
断
し
た
の
で
あ
る
︵
史
料
③
︶︒
以
上
の
領
議
政
・
右
議
政
そ
し
て
大
司
憲
の
意
見
に
対
し
︑
明
宗
は
明
快
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
︒﹁
奏
請
の
事
︑
曾
て
之
を
為
さ
ん
と
欲
す
る
も
勢
い
難
く
︑
故
に
久
し
く
未
だ
為
さ
ざ
る
な
り
︒
歳
月
漸
く
久
し
く
し
て
︑
頒
降
は
期
無
し
﹂
と
は
︑
即
位
後
一
〇
年
を
経
た
明
宗
の
自
責
の
念
で
あ
ろ
う
︵
史
料
④
︶︒
そ
の
う
え
弘
文
館
は
︑﹁
国
に
議
す
べ
き
の
事
有
ら
ば
︑
博
く
衆
情
を
採
り
︑
以
て
其
の
中
る
を
用
う
る
は
︑
固
よ
り
是
れ
美
意
な
り
﹂
と
前
置
き
し
つ
つ
︑
明
宗
に
苦
言
を
呈
し
た
︒
い
か
に
王
朝
国
家
の
一
大
事
と
は
い
え
東
西
班
の
堂
上
官
の
ほ
か
下
級
官
僚
ま
で
論
議
に
参
加
さ
せ
る
と
な
れ
ば
︑
意
見
を
集
約
す
る
の
は
困
難
だ
と
い
う
︒﹁
泛
然
と
し
て
収
議
す
る
に
秩
卑
き
の
官
に
至
ら
ば
︑
則
ち
発
言
は
庭
を
盈み
た
し
︑
終
に
帰
一
の
理
無
し
︒
必
ず
多
き
に
従
わ
ん
と
欲
し
︑
事
亦
た
苟かり
且そめ
に
す
﹂
と
は
︑
弘
文
館
の
冷
静
な
状
況
観
察
と
い
う
べ
き
で
あ
(
)
ろ
う
︒
最
終
的
に
議
政
府
を
中
心
に
政
府
中
枢
が
48
闕
庭
に
て
再
度
協
議
し
︑
沈
連
源
は
明
宗
に
奏
請
使
派
遣
の
中
止
を
申
し
入
れ
た
︒
明
宗
は
﹁
勢
い
難
き
を
知
る
と
雖
も
︑
強
く
奏
請
せ
ん
と
欲
す
︒
當
に
更
に
思
い
て
之
を
処
す
べ
し
﹂
と
政
府
中
枢
に
再
考
を
う
な
が
(
)
し
た
が
︑
49
も
は
や
政
府
の
決
定
が
覆
る
こ
と
は
な
い
︒
明
宗
も
承
文
院
に
保
管
さ
れ
て
い
る
﹁
吏
文
謄
録
﹂
の
ほ
か
︑
先
般
朝
鮮
に
も
た
ら
さ
れ
た
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
を
検
討
し
た
結
果
︑
宗
系
は
す
で
に
改
正
さ
れ
た
と
み
な
す
ほ
か
な
く
︑
奏
請
使
の
派
遣
を
撤
回
し
た
の
で
(
)
あ
る
︒
50
実
際
の
と
こ
ろ
︑
こ
れ
よ
り
三
ヶ
月
後
の
明
宗
一
〇
年
六
月
に
謝
恩
使
洪
曇
は
﹁
皇
帝
︑
前
の
如
く
一
に
視
朝
せ
ず
﹂︑
ま
た
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
頒
降
に
関
し
て
も
﹁
皇
帝
︑
時
に
未
だ
覧
を
畢
わ
ら
ず
﹂
と
北
京
よ
り
報
告
し
て
(
)
き
た
︒
お
そ
ら
く
︑
洪
曇
は
冬
至
使
鄭
裕
と
同
様
︑
赴
京
に
際
し
て
明
宗
よ
51
り
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
に
関
す
る
情
報
収
集
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
︑
そ
の
最
新
情
報
は
朝
鮮
政
府
が
期
待
し
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
︒
二
礼
部
所
蔵
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
写
本
の
伝
来
１
︑
冬
至
使
沈
通
源
の
外
交
交
渉
こ
の
よ
う
に
︑
明
宗
親
政
期
に
入
る
と
朝
鮮
政
府
で
は
宗
系
弁
誣
問
題
を
め
ぐ
る
論
議
が
し
だ
い
に
活
発
と
な
っ
た
︒
そ
し
て
︑
翌
年
の
明
宗
一
一
年
一
〇
月
に
奏
請
使
派
遣
論
が
再
浮
上
す
る
こ
と
に
な
る
︒
奏
請
使
を
再
度
明
政
府
に
派
遣
す
る
よ
う
上
疏
し
た
の
は
︑
三
度
の
赴
京
経
験
を
持
つ
庶

出
身
の
漢
吏
学
官
林
芑
で
あ
っ
た
︒
漢
吏
学
官
林
芑
上
疏
曰
︑
臣
聞
夏
書
曰
︑
工
執
藝
事
以
諫
︑
其
或
不
恭
︑
邦
有
常
刑
︑
臣
待
罪
漢
吏
学
官
幾
二
十
年
︑
徒
費
公
廩
以
養
妻
孥
︑
而
未
効
涓
埃
之
報
︑
日
夜
思
慮
謀
画
︑
唯
是
宗
系
・
誥
命
等
事
︑
微
臣
之
職
所
當
陳
列
者
︑
謹
條
四
件
于
左
︑
伏
乞
聖
慈
留
神
焉
︑
一
件
︑
宗
系
改
正
事
︑︵
中
略
︶
臣
之
愚
意
︑
宗
系
之
請
不
可
不
為
也
︑
而
論
者
或
以
為
︑
殿
下
嗣
位
以
来
殆
将
十
年
︑
而
十
年
之
内
不
曾
奏
請
︑
及
此
而
始
為
之
請
︑
則
於
事
太
緩
︑
臣
竊
惑
焉
︑
若
拘
於
十
年
之
緩
︑
今
年
不
請
︑
明
年
不
請
︑
漸
而
至
於
二
十
年
三
十
年
之
外
︑
則
継
自
今
以
往
︑
宗
系
改
正
之
事
卒
無
有
復
請
之
期
矣
︑︵
中
略
︶
臣
三
赴
京
師
︑
見
主
客
司
吏
目
所
居
壁
上
︑
列
書
朝
貢
外
国
而
朝
鮮
班
在
第
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一
︑
可
謂
優
待
矣
︑
至
於
會
典
内
註
脚
書
云
︑
姓
李
氏
︑
仁
人ママ
之
後
︑
臣
毎
及
寓
目
︑
不
覚
扼
腕
張
膽
︑
以
為
国
無
人
焉
︑
故
至
此
若
固
有
人
焉
︑
則
豈
可
使
悪
人
之
名
誣
加
於
国
祖
之
先
︑
而
流
伝
於
百
年
之
後
乎
︑
臣
意
︑
宜
一
国
君
臣
盡
誠
竭
智
︑
期
於
獲
辨
而
後
已
者
︑
不
可
拘
於
十
年
之
緩
︑
不
可
待
於
頒
降
之
日
︑
亦
不
可
自
憚
於
煩
瀆
措
辞
之
難
而
止
耳
︑
右
一
件
︑
當
議
於
王
世
子
未
請
封
之
先
︑
而
為
之
奏
請
者
也
︑
伏
望
殿
下
聖
断
焉
︑
一
件
︑
誥
命
重
授
事
︑︵
後
略
︶︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
一
︑
一
一
年
一
〇
月
癸
巳
︹
八
日
︺
条
︶
漢
吏
学
官
と
は
漢
語
と
吏
文
を
専
門
と
す
る
司
訳
院
の
官
員
で
︑
法
制
上
︑
毎
年
冬
至
・
聖
節
・
千
秋
に
派
遣
さ
れ
る
朝
貢
使
節
に
同
行
し
て
赴
京
(
)
す
る
︒
そ
の
漢
吏
学
官
林
芑
は
ま
ず
︑﹁
工
藝
事
を
執
り
て
以
て
諫
む
︒
其
52
れ
或
い
は
不
恭
な
れ
ば
︑
邦
に
常
刑
有
り
﹂︵﹃
書
経
﹄
巻
二
︑
蔡
沉
集
伝
︑
夏
書
︶
と
︑
非
礼
を
詫
び
つ
つ
明
宗
を
諫
め
た
︒
林
芑
に
よ
る
上
疏
の
前
半
部
は
︑
従
来
の
奏
請
使
派
遣
の
可
否
を
め
ぐ
る
論
議
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
︒
明
宗
の
即
位
以
来
す
で
に
一
〇
年
が
経
過
し
た
い
ま
︑
奏
請
使
を
派
遣
す
る
の
は
遅
き
に
失
す
る
と
の
意
見
は
た
し
か
に
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
朝
鮮
政
府
が
一
〇
年
間
奏
請
し
な
か
っ
た
こ
と
に
拘
泥
す
れ
ば
︑
こ
の
先
二
〇
年
あ
る
い
は
三
〇
年
の
時
間
が
経
過
し
︑
つ
い
に
宗
系
改
正
を
奏
請
で
き
な
い
ま
ま
に
終
わ
る
で
あ
ろ
う
︑
と
林
芑
は
警
鐘
を
鳴
ら
す
︒
林
芑
が
﹁
宗
系
の
請
︑
為
さ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
﹂
と
主
張
す
る
の
は
︑
朝
鮮
が
当
時
の
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
は
序
列
第
一
位
の
朝
(
)
貢
国
で
あ
る
と
い
う
自
負
心
か
53
ら
で
あ
る
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑﹃
大
明
会
典
﹄
朝
貢
条
の
﹁
朝
鮮
国
﹂
脚
註
に
﹁
姓
は
李
氏
︑
仁
任
の
後
な
り
﹂
と
あ
る
条
文
を
み
る
た
び
に
腕
に
力
が
入
り
︑
李
仁
任
と
い
う
﹁
悪
人
の
名
﹂
が
国
祖
李
成
桂
の
先
系
に
加
え
ら
れ
た
ま
ま
︑
一
〇
〇
年
後
ま
で
流
伝
し
た
こ
と
を
林
芑
は
嘆
い
た
︒
林
芑
は
﹁
十
年
の
緩
き
に
拘
る
べ
か
ら
ず
︑
頒
降
の
日
を
待
つ
べ
か
ら
ず
︑
亦
た
自
ら
措
辞
を
煩
瀆
す
る
の
難
き
を
憚
り
て
止
む
べ
か
ら
ざ
る
の
み
﹂
と
︑
政
府
内
で
大
勢
を
占
め
て
い
た
奏
請
使
派
遣
慎
重
論
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
︒
そ
の
う
え
︑
林
芑
は
い
ま
は
王
世
子
︵
順
懐
世
子
︒
の
ち
明
宗
一
八
年
九
月
に
一
三
歳
で
死
去
︶
の
冊
封
を
要
請
す
る
よ
り
︑
む
し
ろ
宗
系
改
正
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
た
︒
そ
こ
で
一
週
間
後
に
明
宗
が
政
府
高
官
を
招
集
し
て
再
度
協
議
を
命
じ
た
と
こ
ろ
︑
領
議
政
沈
連
源
が
賛
同
し
た
こ
と
か
ら
政
府
中
枢
の
大
方
の
支
持
を
得
た
︒
こ
こ
に
朝
鮮
政
府
は
﹁
大
明
會
典
・
誥
命
の
奏
請
は
皆
な
是
れ
重
事
な
り
﹂
と
の
共
通
理
解
の
も
と
︑
ひ
と
ま
ず
明
年
の
聖
節
使
を
派
遣
す
る
際
に
宰
相
ク
ラ
ス
の
高
官
を
奏
請
使
に
任
じ
︑
宗
系
改
正
と
誥
命
改
給
の
任
務
を
託
す
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
(
)
あ
る
︒
54
翌
年
の
明
宗
一
二
年
正
月
に
届
い
た
冬
至
使
沈
通
源
︵
沈
連
源
の
(
)
実
弟
︶
55
か
ら
の
報
告
も
追
い
風
と
な
っ
た
︒
そ
の
書
状
に
は
沈
通
源
が
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
を
実
見
し
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
明
宗
は
﹁
今
年
當
に
更
に
奏
請
す
べ
し
﹂
と
意
を
決
(
)
し
た
︒
で
は
︑
冬
至
使
沈
通
源
の
そ
の
書
状
56
を
以
下
に
み
て
み
よ
う
︒
書
状
云
︑︵
中
略
︶
宗
系
事
︑
臣
與
書
状
官
朴
啓
賢
等
議
曰
︑
礼
部
尚
書
呉
山
勉
於
有
為
︑
倘
傾
聴
卑
懐
周
旋
奏
達
︑
則
皇
帝
幸
省
念
特
許
頒
降
︑
此
正
機
會
也
︑
令
崔
世
協
詳
告
宗
系
于
提
督
主
事
余
田
処
︑
余
田
心
頗
許
諾
︑
翌
日
早
仕
急
招
世
協
︑
抽
出
一
冊
示
之
曰
︑
伱
国
宗
系
曾
已
改
正
︑
令
外マ
郎マ
只
開
本
国
付
面
︑
暫
示
遽
還
︑
更
令
世
協
謄
写
︑
則
序
班
郭
文
銓
阻
之
︑
世
協
強
白
不
已
︑
主
事
偕
外マ
郎マ
送
示
︑
令
通
事
與
外
郎
私
語
之
際
︑
啓
賢
・
謹
元
一
呼
一
謄
︑
獲
見
成
書
真
本
︑
又
於
下
馬
宴
略
書
所
懐
呈
文
︑
則
尚
書
覧
訖
言
曰
︑
會
典
吾
在
翰
林
院
時
既
改
正
︑
無
疑
矣
︑
明
年
聖
節
使
臣
之
来
︑
国
王
奏
請
則
自
部
題
本
何
難
︑
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臣
又
白
曰
︑
嘉
靖
八ママ
年
通
事
李
應
星
通
状
︑
因
而
題
本
有
前
例
︑
尚
書
答
曰
︑
當
考
見
︑
又
於
上
馬
宴
更
稟
︑
則
尚
書
所
答
如
前
︑
明
年
奏
請
之
言
亦
恐
牽
情
答
應
而
然
︑
未
可
必
信
︑
更
料
則
奏
請
奏
本
直
呈
于
鴻
臚
寺
︑
奉
聖
旨
下
礼
部
︑
則
尚
書
不
得
不
回
奏
︑
此
間
斟
酌
甚
難
︑
在
於
上
裁
︑︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
二
︑
一
二
年
正
月
乙
卯
朔
条
︑
冬
至
使
沈
通
源
書
状
︶
沈
通
源
は
入
京
後
︑﹁
礼
部
尚
書
呉
山
︑
有
為
に
勉
む
︒
倘
し
卑
懐
を
傾
聴
し
て
周
旋
奏
達
せ
ば
︑
則
ち
皇
帝
幸
い
省
み
て
念
い
︑
特
に
頒
降
を
許
さ
ん
︒
此
れ
正
に
機
會
な
り
﹂
と
︑
礼
部
尚
書
呉
山
に
宗
系
改
正
の
周
旋
を
依
頼
す
る
こ
と
を
書
状
官
朴
啓
賢
と
と
も
に
計
画
し
た
︒
沈
通
源
は
事
前
に
通
事
崔
世
協
を
提
督
主
事
︵
礼
部
の
主
客
清
吏
司
の
主
事
︑
提
督
会
同
館
︒
正
六
品
︶
余
田
の
も
と
に
送
っ
て
事
情
を
説
明
し
︑
快
諾
を
得
て
い
る
︒
そ
の
翌
朝
︑
沈
通
源
一
行
が
会
同
館
南
館
︵
玉
河
館
︶
か
ら
ほ
ど
近
い
(
)
礼
部
に
出
57
向
く
と
崔
世
協
を
招
き
寄
せ
︑
一
冊
の
書
物
を
提
示
し
て
﹁
爾
が
国
の
宗
系
︑
曾
て
已
に
改
正
せ
り
﹂
と
語
っ
た
︒
さ
ら
に
﹁︵
員
︶
外
郎
を
し
て
只
だ
本
国
付
の
面
ペ
ー
ジ
を
開
か
し
め
︑
暫
く
示
し
て
遽
に
還
る
︒
更
に
世
協
を
し
て
謄
写
せ
し
む
れ
ば
︑
則
ち
序
班
郭
文
銓
之
を
阻
む
﹂
と
い
う
か
ら
︑
こ
の
書
物
が
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
朝
貢
条
の
﹁
朝
鮮
国
﹂
を
掲
載
し
た
礼
部
所
蔵
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
︒﹃
嘉
靖
会
典
﹄
朝
貢
条
の
謄
写
を
拒
否
さ
れ
た
崔
世
協
は
強
硬
に
そ
の
許
可
を
求
め
た
と
こ
ろ
︑
提
督
主
事
と
員
外
郎
︵
礼
部
の
従
五
品
︶
が
問
題
の
一
冊
を
送
り
届
け
て
き
た
︒
の
み
な
ら
ず
︑
提
督
主
事
が
通
事
と
員
外
郎
に
話
を
さ
せ
て
い
る
隙
に
︑
朴
啓
賢
と
朴
(
)
謹
元
は
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
朝
貢
条
の
当
該
箇
所
を
謄
写
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
58
い
る
︒
で
は
︑
沈
通
源
と
礼
部
尚
書
と
の
外
交
交
渉
は
い
か
に
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
沈
通
源
は
事
前
に
呈
文
を
準
備
し
︑
下
馬
宴
の
際
に
礼
部
尚
書
に
提
出
し
た
︒﹁
會
典
︑
吾
れ
翰
林
院
に
在
り
し
時
︑
既
に
改
正
せ
り
︒
疑
う
こ
と
無
か
れ
︒
明
年
聖
節
使
臣
の
来
る
に
国
王
奏
請
せ
ば
︑
則
ち
︵
礼
︶
部
自
り
題
本
す
る
こ
と
何
ぞ
難
か
ら
ん
﹂︑
と
礼
部
尚
書
は
宗
系
改
正
に
対
す
る
協
力
を
約
束
し
た
と
い
う
︒
も
は
や
﹃
大
明
会
典
﹄
朝
貢
条
に
収
録
さ
れ
た
﹁
朝
鮮
国
﹂
の
宗
系
が
改
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
︒
そ
の
う
え
礼
部
尚
書
は
︑
明
年
の
聖
節
使
派
遣
の
際
に
朝
鮮
国
王
の
奏
請
文
を
提
出
す
る
よ
う
︑
沈
通
源
に
助
言
し
て
い
る
︒
こ
の
と
き
沈
通
源
は
︑
嘉
靖
一
八
年
︵
中
宗
三
四
︶
に
通
事
李
應
星
の
事
前
交
渉
を
通
じ
て
礼
部
が
題
本
を
作
成
す
る
に
い
た
っ
た
(
)
前
例
を
申
し
添
え
た
︒
北
京
を
発
つ
に
あ
た
り
︑
沈
通
59
源
は
上
馬
宴
の
際
に
も
礼
部
尚
書
に
念
を
押
し
︑
下
馬
宴
時
と
同
様
の
回
答
を
取
り
付
け
た
︒
む
ろ
ん
︑
外
交
辞
令
の
可
能
性
も
あ
り
︑
礼
部
尚
書
の
回
答
を
全
面
的
に
信
用
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
︑
沈
通
源
は
急
遽
書
状
を
漢
城
に
送
っ
て
明
宗
の
裁
可
を
仰
い
だ
の
で
(
)
あ
る
︒
60
冬
至
使
沈
通
源
の
書
状
が
朝
鮮
政
府
に
届
く
や
︑
そ
の
一
週
間
後
に
戸
曹
判
書
趙
士
秀
が
宗
系
弁
誣
奏
請
使
に
任
命
さ
れ
た
︒
趙
士
秀
は
﹁
小
臣
謬
り
て
是
の
任
を
膺う
け
︑
措
く
所
を
知
ら
ず
﹂︑﹁
此
の
大
任
に
當
た
り
︑
成
す
能
わ
ざ
る
を
恐
る
﹂
と
︑
こ
の
対
明
外
交
交
渉
の
重
責
を
承
知
し
つ
つ
も
奏
請
使
の
辞
退
を
申
し
入
れ
た
︒﹁
臣
早
く
疾
病
を
纏
う
︒
此
よ
り
前
︑
再
び
上
国
に
赴
き
て
十
生
九
死
︑
僅
か
に
形
骸
を
持
ち
て
還
る
︒
今
は
則
ち
年
六
十
に
迫
り
︑
気
血
倶
に
耗つ
く
﹂
と
︑
五
〇
代
後
半
の
趙
士
秀
に
と
っ
て
三
度
目
と
な
る
北
京
紀
行
に
は
体
力
的
に
不
安
が
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
︒
し
か
し
︑
明
宗
が
こ
れ
を
説
き
伏
せ
る
と
︑
趙
士
秀
は
刑
曹
参
判
宋
麒
寿
を
奏
請
副
使
と
し
て
三
月
中
に
漢
城
を
出
発
す
る
こ
と
を
提
案
(
)
し
た
︒
な
る
ほ
ど
朝
61
鮮
政
府
が
中
宗
一
三
年
に
派
遣
し
た
第
一
次
宗
系
弁
誣
奏
請
使
は
︑
正
使
南
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袞
・
副
使
李
耔
・
書
状
官
韓
忠
の
三
使
で
構
成
さ
れ
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
中
宗
三
四
年
の
場
合
は
奏
請
使
権
迦
と
冬
至
使
任
権
を
同
時
に
派
遣
し
︑
副
使
を
任
命
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
そ
の
た
め
三
公
は
中
宗
三
四
年
の
前
例
を
踏
襲
し
︑
宋
麒
寿
は
副
使
で
は
な
く
聖
節
使
と
し
て
派
遣
す
る
よ
う
要
請
し
て
明
宗
の
裁
可
を
(
)
得
た
︒
ま
た
︑
戸
曹
判
書
趙
士
秀
と
刑
曹
参
判
宋
麒
寿
は
し
62
ば
ら
く
朝
鮮
政
府
を
離
れ
る
た
め
︑
戸
曹
判
書
と
刑
曹
参
判
を
そ
れ
ぞ
れ
李
蓂
・
元
混
と
し
︑
趙
士
秀
を
知
中
枢
府
事
︵
正
二
品
︶
と
す
る
人
事
移
動
も
あ
(
)
っ
た
︒﹃
明
実
録
﹄
の
入
明
記
録
に
は
﹁
陪
臣
戸
曹
参マ
判マ
趙
士
秀
﹂﹁
陪
臣
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刑
曹
参
判
宋
麒ママ
﹂
と
(
)
あ
る
が
︑
い
ず
れ
も
実
職
で
は
な
く
﹁
仮
銜
﹂
で
あ
64
る
︒そ
し
て
明
宗
一
二
年
四
月
に
奏
請
使
趙
士
秀
は
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
頒
賜
を
要
請
す
べ
く
︑
嘉
靖
帝
の
聖
節
︵
八
月
一
〇
日
︶
を
祝
う
聖
節
使
宋
麒
寿
と
と
も
に
赴
京
(
)
し
た
︒
朝
鮮
政
府
に
と
っ
て
︑
宗
系
弁
誣
奏
請
使
の
派
遣
は
中
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宗
一
三
年
の
南
袞
︑
中
宗
三
四
年
の
権
迦
に
つ
づ
い
て
三
度
目
で
あ
る
︒
明
宗
が
奏
請
使
趙
士
秀
に
寄
せ
た
期
待
は
︑
以
下
に
示
す
実
録
記
事
か
ら
容
易
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒
伝
于
奏
請
使
趙
士
秀
曰
︑
毎
行
次
︑
大
明
會
典
雖
聞
見
而
来
︑
未
聞
定
奇
︑
故
以
卿
為
奏
請
使
而
送
之
︑
與
聖
節
使
宋
麒
壽
同
議
呈
文
︹
請
改
宗
系
事
也
︺︑
須
至
誠
為
之
︑
期
於
得
請
可
也
︑
封
太
子
之
奇
亦
詳
聞
而
来
︑︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
二
︑
一
二
年
四
月
癸
卯
︹
二
〇
日
︺
条
︶
四
月
二
〇
日
当
日
は
︑
お
そ
ら
く
王
宮
の
正
殿
に
て
拝
表
(
)
の
儀
が
実
施
さ
66
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
明
宗
は
こ
れ
ま
で
朝
鮮
使
節
を
北
京
に
派
遣
す
る
た
び
に
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
編
纂
の
情
報
を
収
集
さ
せ
て
き
た
も
の
の
︑
確
た
る
情
報
を
得
る
に
い
た
ら
ず
︑
そ
こ
で
趙
士
秀
を
奏
請
使
と
し
て
赴
京
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
聖
節
使
宋
麒
寿
も
ま
た
宗
系
改
正
を
礼
部
に
呈
文
す
る
際
に
よ
き
協
力
者
と
な
る
で
あ
ろ
う
︑
と
明
宗
は
考
え
た
︒
明
宗
は
念
を
入
れ
︑
四
ヶ
月
後
に
派
遣
し
た
冬
至
使
兼
誥
命
奏
請
使
に
も
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
編
纂
状
況
を
子
細
に
見
聞
し
て
く
る
よ
う
︑
指
示
し
て
(
)
い
る
︒
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２
︑
奏
請
使
趙
士
秀
の
外
交
交
渉
や
が
て
明
宗
一
二
年
一
〇
月
上
旬
に
奏
請
使
趙
士
秀
は
外
交
交
渉
の
顛
末
を
書
状
に
よ
り
報
告
し
て
き
た
︒
趙
士
秀
の
書
状
は
北
京
に
お
け
る
外
交
交
渉
を
﹁
朝
天
録
﹂
さ
な
が
ら
詳
細
に
記
録
し
て
お
り
︑
以
下
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
︒
其
書
状
曰
︑
①
七
月
十
五
日
︑
到
北
京
︑
朝
廷
有
故
︑
十
七
日
︑
呈
奏
本
・
咨
文
︑︵
中
略
︶
②
二
十
六
日
︑
臣
呈
文
于
礼
部
尚
書
︑
以
陳
宗
系
改
正
縁
由
︑
尚
書
語
訳
官
洪
謙
曰
︑
汝
国
王
奏
本
已
下
本
部
︑
陪
臣
所
達
何
事
︑
洪
謙
答
曰
︑
奏
本
辞
縁
已
蒙
鈞
鑑
︑
陪
臣
所
達
乃
是
奏
本
内
未
悉
餘
意
︑
伏
望
詳
悉
垂
覧
︑
尚
書
暫
閲
其
文
︑
伝
示
左
右
侍
郎
︑
仍
語
洪
謙
曰
︑
當
於
節
日
過
後
︑
従
汝
所
言
従
容
題
本
︑
決
不
失
信
︑
俄
頃
尚
書
入
坐
後
庁
︑
覧
畢
其
文
語
︑
提
督
主
事
余
田
曰
︑
奏
請
前
後
文
書
皆
在
于
部
︑
而
未
有
如
此
書
云
︑
③
八
月
初
二
日
︑
臣
令
洪
謙
告
于
尚
書
曰
︑
陪
臣
委
来
公
事
已
蒙
鈞
旨
︑
恩
感
罔
極
︑
但
會
典
中
改
正
辞
縁
謄
写
移
咨
︑
且
降
聖
諭
事
︑
欲
蒙
鈞
済
︑
尚
書
答
曰
︑
汝
国
王
咨
文
明
白
︑
陪
臣
文
辞
情
切
有
理
︑
自
成
祖
皇
帝
以
来
︑
三
度
降
勅
以
示
改
正
︑
堂
堂
天
朝
決
不
失
信
︑
嘉
靖
十
八
年
︑
厳
先
生
為
尚
書
︑
曾
以
此
事
題
准
︑
降
勅
︑
故
已
與
先
生
議
定
矣
︑
但
會
典
御
覧
未
畢
︑
不
曾
刊
行
︑
不
可
頒
降
也
︑
④
十
三
日
︑
上
馬
宴
︑
宴
罷
︑
臣
令
洪
謙
白
曰
︑
節
日
已
過
︑
未
知
何
日
入
題
︑
尚
書
曰
︑
節
日
則
已
過
矣
︑
但
有
聖
旨
︑
今
月
二
十
五
日
至
︑
凡
干
雑
封
勿
令
入
奏
︑
然
十
七
日
過
後
︑
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當
與
厳
閣
老
更
議
︑
若
可
入
奏
則
為
之
︑
⑤
二
十
三
日
︑
聖
節
使
上
馬
宴
︑
聖
節
使
令
訳
官
柳
彭
祖
告
曰
︑
陪
臣
拝
辞
之
日
︑
国
王
以
奏
請
公
事
同
議
為
之
︑
有
伝
教
︑
陪
臣
発
行
日
迫
︑
欲
詳
知
何
日
入
奏
而
去
︑
尚
書
答
曰
︑
當
於
開
月
初
一
二
日
進
題
︑
又
語
提
督
主
事
曰
︑
朝
鮮
国
宗
系
等
事
︑
一
統
志
及
在
部
會
典
草
稿
令
見
之
︑
⑥
二
十
八
日
︑
提
督
主
事
給
一
統
志
朝
鮮
国
付
巻
及
會
典
改
纂
草
巻
曰
︑
此
草
巻
所
録
與
内
閣
所
蔵
無
異
云
︑
臣
見
之
︑
則
與
前
日
沈
通
源
謄
去
同
︑
但
於
中
間
朝
鮮
古
高
麗
国
六
字
︑
用
墨
抹
下
矣
︑
⑦
九
月
初
一
日
︑
題
本
入
奏
︑
初
三
日
︑
下
于
礼
部
︑
奉
聖
旨
︑
是
︑
⑧
初
四
日
︑
令
洪
謙
見
提
督
主
事
︑
則
主
事
曰
︑
本
部
題
本
明
白
可
喜
︑
洪
謙
答
曰
︑
明
白
則
果
可
喜
也
︑
但
尚
書
初
欲
請
内
閣
會
典
謄
写
移
咨
︑
而
今
則
只
令
後
日
昭
示
︑
後
日
昭
示
似
與
今
日
謄
写
而
去
有
間
︑
主
事
答
曰
︑
移
答
咨
文
首
末
詳
備
︑
與
昭
示
無
異
︑
汝
等
勿
疑
︑
凡
干
公
事
︑
先
稟
于
厳
閣
老
為
之
︑
故
尚
書
亦
不
得
自
由
矣
︑
⑨
初
七
日
︑
辞
朝
︑
縁
史
館
有
故
︑
不
得
手
本
︑
十
二
日
︑
辞
堂
後
︑
北
京
離
発
︑︵
後
略
︶︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
三
︑
一
二
年
一
〇
月
乙
酉
︹
六
日
︺
条
︑
奏
請
使
︹
趙
士
秀
︺
書
状
割
註
︶
奏
請
使
趙
士
秀
の
一
行
は
漢
城
出
発
か
ら
約
三
ヶ
月
後
の
七
月
一
五
日
に
北
京
に
到
着
し
︑
二
日
後
に
奏
本
と
咨
文
を
礼
部
に
提
出
し
た
︵
史
料
①
︶︒
﹃
明
実
録
﹄
に
よ
れ
ば
︑
趙
士
秀
一
行
は
七
月
二
二
日
に
馬
匹
と
方
物
を
献
上
し
て
宴
を
賜
っ
て
(
)
い
る
︒
趙
士
秀
が
訳
官
洪
謙
を
介
し
て
礼
部
尚
書
と
宗
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系
改
正
の
具
体
的
な
外
交
交
渉
に
入
っ
た
の
は
七
月
二
六
日
で
あ
る
︒
朝
鮮
国
王
名
義
の
奏
本
は
す
で
に
礼
部
に
提
出
さ
れ
て
い
た
か
ら
︑
陪
臣
た
る
趙
士
秀
が
な
ぜ
ま
た
こ
の
件
を
持
ち
出
す
の
か
︑
礼
部
尚
書
が
訝
る
の
も
無
理
は
な
い
︒
洪
謙
が
﹁
奏
本
の
辞
縁
︑
已
に
鈞
鑑
を
蒙
る
も
︑
陪
臣
の
達とど
く
る
所
は
乃
ち
是
れ
奏
本
内
に
未
だ
餘
意
を
悉
さ
ず
︒
伏
し
て
望
む
ら
く
は
詳
悉
し
︑
覧
を
垂
れ
ん
こ
と
を
﹂
と
回
答
し
た
ご
と
く
︑
言
外
の
意
を
陪
臣
名
義
の
呈
文
に
よ
り
補
足
説
明
す
る
た
め
で
あ
っ
た
︒
こ
の
呈
文
を
一
読
し
た
礼
部
尚
書
は
事
情
を
察
し
た
と
み
え
︑
聖
節
の
祝
賀
行
事
終
了
後
︑
趙
士
秀
の
言
辞
に
し
た
が
っ
て
題
本
を
作
成
す
る
と
約
束
し
た
︒
提
督
主
事
余
田
が
﹁
奏
請
の
前
後
の
文
書
︑
皆
な
︵
礼
︶
部
に
在
れ
ど
も
︑
未
だ
此
の
如
き
書
有
ら
ず
﹂
と
語
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
︑
趙
士
秀
の
呈
文
に
は
従
来
の
奏
請
文
に
は
な
い
情
報
が
綴
ら
れ
て
お
り
︑
礼
部
と
し
て
も
検
討
を
要
す
る
内
容
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︵
史
料
②
︶︒
実
際
に
趙
士
秀
が
礼
部
尚
書
に
宛
て
た
呈
文
に
は
李
安
社
︵
穆
祖
︶
︱
行
里
︵
翼
祖
︶
︱
椿
︵
度
祖
︶
︱
子
春
︵
桓
祖
︶
と
つ
づ
く
李
成
桂
の
四
代
祖
を
明
記
し
て
お
り
︑
同
姓
と
い
え
ど
も
李
長
庚
︱
兆
年
︱
褒
︱
仁
任
と
つ
づ
く
系
譜
と
は
﹁
萬
に
相
い
干かか
わ
ら
ず
﹂
と
強
調
(
)
す
る
︒
穆
祖
李
安
社
と
桓
祖
李
子
春
に
つ
い
て
は
朝
鮮
開
国
当
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初
の
太
祖
三
年
と
太
宗
三
年
の
奏
請
文
の
ほ
か
︑
宗
系
弁
誣
問
題
が
再
燃
し
た
中
宗
一
三
年
に
製
述
さ
れ
た
奏
請
文
に
も
記
さ
れ
て
(
)
い
た
が
︑
明
側
は
翼
70
祖
李
行
里
と
度
祖
李
椿
の
父
祖
名
に
関
し
て
は
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
の
ち
に
﹃
萬
暦
会
典
﹄
朝
貢
条
の
﹁
朝
鮮
国
﹂
で
は
﹁
十
三
代
孫
安
杜
︑
行
里
を
生
み
︑
行
里
は
椿
を
生
み
︑
椿
は
子
春
を
生
む
︒
是
れ
成
桂
の
父
為
り
﹂
と
李
成
桂
の
四
代
祖
を
明
記
す
る
こ
と
に
(
)
な
る71
注
目
す
べ
き
は
八
月
二
日
の
交
渉
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
日
︑
趙
士
秀
は
﹃
大
明
会
典
﹄
朝
貢
条
所
載
の
﹁
朝
鮮
国
﹂
の
改
正
箇
所
を
謄
写
し
て
朝
鮮
国
王
に
移
咨
し
︑
ま
た
降
勅
へ
の
周
旋
を
礼
部
に
要
請
し
た
︒
礼
部
尚
書
は
朝
鮮
国
王
と
陪
臣
た
る
趙
士
秀
の
切
迫
し
た
事
情
を
承
知
し
つ
つ
も
︑
成
祖
皇
帝
︵
永
楽
帝
︶
以
来
︑
三
度
に
わ
た
っ
て
改
正
を
約
束
す
る
降
勅
が
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
︒
礼
部
尚
書
が
﹁
嘉
靖
十
八
年
︵
＝
中
宗
三
四
︶︑
桑野：朝鮮明宗代の対明外交交渉27
厳
先
生
︵
＝
厳
嵩
︶
尚
書
為
り
て
︑
曾
て
此
の
事
を
以
て
題
し
て
准
さ
れ
︑
降
勅
あ
り
︒
故
に
已
に
先
生
と
議
し
て
定
れ
り
︒
但
だ
會
典
の
御
覧
未
だ
畢
わ
ら
ず
︑
曾
て
刊
行
せ
ざ
る
に
頒
布
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
﹂
と
回
答
し
た
ご
と
く
︑
朝
鮮
側
と
し
て
は
永
楽
帝
以
来
の
勅
書
を
信
頼
せ
ざ
る
を
得
ま
い
︒
嘉
靖
帝
も
す
で
に
中
宗
三
四
年
に
派
遣
さ
れ
た
奏
請
使
権
迦
に
対
し
て
勅
書
を
持
た
せ
て
お
り
︑
再
度
礼
部
が
宗
系
改
正
の
件
を
上
奏
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
︵
史
料
③
︶︒
し
か
し
な
が
ら
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
朝
貢
条
の
謄
写
に
関
し
て
は
後
日
︑
趙
士
秀
の
帰
国
間
際
に
実
現
す
る
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
こ
の
日
の
趙
士
秀
に
よ
る
外
交
交
渉
は
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
︒
趙
士
秀
の
書
状
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
八
月
一
〇
日
に
聖
節
を
祝
う
﹁
四
夷
の
朝
貢
使
﹂
は
紫
禁
城
の
午
門
と
承
天
門
︵
清
代
に
天
安
門
と
改
称
︶
の
あ
い
だ
に
あ
る
端
門
外
で
宴
を
賜
っ
て
(
)
お
り
︑
聖
節
使
宋
麒
寿
は
72
も
ち
ろ
ん
︑
奏
請
使
と
し
て
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
趙
士
秀
も
ま
た
こ
の
国
家
儀
礼
に
参
席
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
た
だ
し
︑
こ
の
年
の
聖
節
も
嘉
靖
帝
は
道
観
の
玄
極
宝
殿
︵
の
ち
隆
徳
殿
と
改
称
︶
に
て
祭
天
儀
礼
を
実
施
し
︑
紫
禁
城
正
殿
の
奉
天
殿
に
出
御
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
さ
て
︑
八
月
一
三
日
に
は
帰
国
を
控
え
た
奏
請
使
一
行
の
た
め
に
上
馬
宴
が
催
さ
れ
︑
宴
が
終
わ
る
や
趙
士
秀
は
︑
い
つ
礼
部
が
題
本
を
提
出
し
た
の
か
を
確
認
し
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
聖
節
の
儀
礼
は
終
了
し
た
も
の
の
︑
今
月
二
五
日
ま
で
は
﹁
凡
そ
雑
に
干
わ
る
封
は
入
奏
せ
し
む
る
こ
と
勿
か
れ
﹂
と
の
聖
旨
が
降
っ
た
︒
た
だ
︑
一
七
日
以
降
に
閣
老
厳
嵩
と
再
度
協
議
し
︑
上
奏
に
値
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
善
処
す
る
と
い
う
︵
史
料
④
︶︒
や
が
て
八
月
二
三
日
に
は
聖
節
使
へ
の
餞
別
と
し
て
上
馬
宴
が
開
か
れ
た
︒
帰
国
が
迫
っ
た
宋
麒
寿
も
︑
聖
節
使
と
い
う
本
来
の
使
行
目
的
以
上
に
宗
系
改
正
の
明
証
を
望
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
︒
宋
麒
寿
が
漢
城
を
発
つ
際
に
︑
宗
系
改
正
の
件
は
奏
請
使
と
同
議
の
う
え
対
処
せ
よ
︑
と
の
王
命
が
下
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
︒
聖
節
使
と
は
い
え
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
に
関
し
て
何
ら
情
報
を
得
る
こ
と
な
く
漢
城
に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
当
初
︑
宋
麒
寿
が
奏
請
副
使
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
︒
そ
こ
で
宋
麒
寿
が
訳
官
柳
彭
祖
を
介
し
て
上
奏
の
件
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
︑
礼
部
尚
書
は
来
月
一
日
も
し
く
は
二
日
に
題
本
を
提
出
す
る
と
い
う
︒
そ
の
う
え
礼
部
尚
書
は
︑﹁
朝
鮮
国
宗
系
等
の
事
︑
一
統
志
及
び
部
に
在
る
會
典
の
草
稿
︑
之
を
見
せ
し
め
よ
﹂
と
提
督
主
事
に
指
示
し
て
い
る
︵
史
料
⑤
︶︒
礼
部
に
は
明
代
全
土
の
地
誌
で
あ
る
﹃
大
明
一
統
志
﹄︵
天
順
五
年
︑
一
四
六
一
︶
の
ほ
か
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
草
稿
が
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
︒
礼
部
尚
書
の
指
示
ど
お
り
︑
趙
士
秀
は
八
月
二
八
日
に
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
草
稿
本
を
閲
覧
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
︒
趙
士
秀
の
書
状
に
よ
れ
ば
︑﹁
提
督
主
事
︑
一
統
志
朝
鮮
国
付
の
巻
及
び
會
典
改
纂
せ
る
草
巻
を
給
し
て
曰
く
︑
此
の
草
巻
の
録
す
る
所
︑
内
閣
の
蔵
す
る
所
と
異
な
る
こ
と
無
し
︑
と
云
え
り
︒
臣
之
を
見
れ
ば
︑
則
ち
前
日
沈
通
源
の
謄
し
去
る
と
同
じ
﹂
と
あ
る
︒
提
督
主
事
が
﹃
大
明
一
統
志
﹄
を
提
示
し
た
の
は
︑
趙
士
秀
の
呈
文
に
﹁
王
瑤
︵
＝
恭
譲
王
︶
の
昏
弱
に
し
て
君
た
ら
ざ
る
は
︑
一
統
志
に
已
に
詳
ら
か
に
倶
載
せ
り
﹂
と
高
麗
か
ら
朝
鮮
へ
の
王
朝
交
替
に
言
及
が
あ
(
)
っ
た
た
73
め
︑
当
該
箇
所
を
確
認
す
べ
き
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
︒
む
ろ
ん
︑
﹃
大
明
一
統
志
﹄
に
は
洪
武
二
五
年
に
李
成
桂
が
国
王
に
推
戴
さ
れ
︑
永
楽
元
年
に
芳
遠
︵
太
宗
︶
に
金
印
と
誥
命
を
下
賜
し
て
朝
鮮
国
王
に
冊
封
し
︑
以
来
︑
祹
︵
世
宗
︶・
珦
︵
文
宗
︶・
弘
暐
︵
端
宗
︶・
概
︵
世
祖
︶
の
順
に
王
位
が
交
替
し
た
こ
と
を
記
録
(
)
す
る
︒
し
か
し
︑﹃
大
明
一
統
志
﹄
の
存
在
74
は
す
で
に
一
五
世
紀
後
半
に
は
朝
鮮
に
知
ら
れ
て
(
)
い
た
か
ら
︑
趙
士
秀
と
し
75
て
は
確
認
す
る
ま
で
も
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
︒
奏
請
使
と
し
て
北
京
に
赴
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 28
い
た
趙
士
秀
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
で
あ
る
︒
提
督
主
事
は
︑
礼
部
所
蔵
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
草
稿
本
は
内
閣
所
蔵
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
い
う
︒
そ
こ
で
趙
士
秀
が
み
る
と
︑
む
し
ろ
前
年
の
冬
至
使
沈
通
源
が
入
手
し
た
写
本
と
同
一
内
容
で
あ
っ
た
︒
お
そ
ら
く
︑
趙
士
秀
は
沈
通
源
の
写
本
を
事
前
に
調
査
の
う
え
で
北
京
入
り
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒﹁
但
だ
中
間
に
朝
鮮
古
高
麗
国
の
六
字
︑
墨
を
用
い
て
下
を
抹
せ
り
﹂
と
い
う
か
ら
︑
﹁
朝
鮮
古
高
麗
国
﹂
の
六
(
)
文
字
が
そ
の
下
の
箇
所
を
墨
で
塗
り
消
し
て
い
た
76
︵
史
料
⑥
︶︒
塗
り
消
さ
れ
た
の
は
冒
頭
の
﹁
朝
鮮
の
地
は
遼
東
に
在
り
﹂
よ
り
﹁
京
師
に
至
る
に
凡
そ
三
千
五
百
里
な
り
﹂
ま
で
の
︑
朝
鮮
の
沿
革
と
風
土
に
関
す
る
箇
所
と
考
え
ら
れ
る
︒
礼
部
所
蔵
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
が
ま
さ
に
草
稿
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
︒﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
編
纂
行
程
は
ま
ず
六
部
・
都
察
院
・
通
政
使
司
な
ど
各
衙
門
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
を
提
出
さ
せ
︑
校
勘
を
済
ま
せ
て
史
館
に
送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
(
)
い
た
か
ら
︑
礼
部
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所
蔵
本
は
お
そ
ら
く
そ
の
控
え
で
あ
ろ
う
︒
内
閣
所
蔵
本
と
比
較
し
た
場
合
︑
礼
部
所
蔵
本
は
や
や
冗
長
で
あ
っ
て
︑﹃
大
明
一
統
志
﹄﹁
朝
鮮
国
﹂
の
沿
革
条
な
ら
び
に
風
俗
条
を
参
照
し
た
形
跡
が
(
)
あ
る
︒
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そ
の
後
︑
礼
部
は
約
束
ど
お
り
九
月
一
日
に
題
本
を
上
奏
し
︑
三
日
に
﹁
是
﹂
と
の
聖
旨
を
受
け
取
っ
た
︵
史
料
⑦
︶︒
と
は
い
え
︑
朝
鮮
使
節
の
心
残
り
は
い
ま
だ
内
閣
所
蔵
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
を
閲
覧
し
て
い
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
︒
九
月
四
日
に
提
督
主
事
が
礼
部
の
題
本
の
効
果
を
強
調
し
た
の
に
対
し
︑
訳
官
は
﹁
但
だ
尚
書
︑
初
め
内
閣
に
請
い
て
會
典
謄
写
し
移
咨
せ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
︑
今
は
則
ち
只
だ
後
日
昭
示
せ
し
む
︑
と
︒
後
日
昭
示
す
る
と
今
日
謄
写
し
て
去ゆ
く
と
は
︑
間へだ
て
有
る
に
似
た
り
﹂
と
不
満
を
隠
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
︒
し
か
し
提
督
主
事
は
︑
朝
鮮
国
王
に
宛
て
た
礼
部
の
回
咨
に
そ
の
顛
末
を
記
し
て
い
る
ゆ
え
疑
う
必
要
は
な
い
︑
と
反
論
す
る
︒
当
時
の
明
政
府
で
は
﹁
凡
そ
公
事
に
干
わ
る
は
︑
先
ず
厳
閣
老
に
稟
し
て
之
を
為
す
︒
故
に
尚
書
も
亦
た
自
ら
由
る
を
得
ず
﹂
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
り
︑
礼
部
尚
書
と
は
い
え
裁
量
に
は
限
界
が
あ
っ
た
︵
史
料
⑧
︶︒
趙
士
秀
一
行
が
朝
廷
を
辞
し
た
九
月
七
日
に
は
﹁
史
館
故
有
る
に
縁
り
︑
手
本
を
得
ず
﹂
と
い
い
︑
宗
系
改
正
の
関
連
史
料
が
送
付
さ
れ
た
史
館
か
ら
も
情
報
を
得
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
︒
こ
う
し
て
宗
系
弁
誣
奏
請
使
趙
士
秀
一
行
は
内
閣
所
蔵
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
を
確
認
で
き
な
い
ま
ま
︑
九
月
一
二
日
に
礼
部
に
別
れ
を
告
げ
て
北
京
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︵
史
料
⑨
︶︒
た
だ
し
︑
こ
の
書
状
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
後
述
す
る
よ
う
に
趙
士
秀
は
実
際
に
は
北
京
に
て
内
閣
所
蔵
本
を
閲
覧
し
て
い
た
︒
こ
の
点
は
強
調
し
て
お
き
た
い
︒
趙
士
秀
の
書
状
に
接
し
た
中
宗
は
ひ
と
ま
ず
安
堵
し
た
に
相
違
な
い
︒
た
し
か
に
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
御
覧
を
終
え
て
い
な
い
以
上
︑
刊
行
も
頒
布
も
で
き
な
い
と
い
う
礼
部
尚
書
の
回
答
に
は
不
安
が
残
る
︒
と
は
い
え
︑
趙
士
秀
が
礼
部
に
提
出
し
た
呈
文
と
礼
部
の
回
咨
︑
な
ら
び
に
礼
部
所
蔵
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
朝
貢
条
﹁
朝
鮮
国
﹂
の
写
本
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
︑
宗
系
改
正
の
事
情
が
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
に
附
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
も
は
や
疑
い
(
)
な
い
︒
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そ
こ
で
朝
鮮
政
府
で
は
謝
恩
使
を
派
遣
す
べ
き
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
起
き
る
こ
と
に
な
る
︒
上
御
朝
講
︑
特
進
官
沈
通
源
曰
︑
小
臣
年
前
赴
京
時
︑
主
事
余
田
持
大
明
會
典
示
之
︑
方
欲
謄
書
︑
而
序
班
郭
文
銓
謂
余
田
曰
︑
朝
鮮
国
欲
知
宗
系
改
正
之
事
︑
情
甚
迫
切
︑
今
若
書
此
以
帰
︑
則
国
王
必
遣
使
謝
恩
︑
皇
帝
若
問
曰
︑
内
閣
所
蔵
之
書
︑
外
国
何
以
知
之
︑
則
其
何
以
対
之
︑
主
事
曰
︑
果
然
則
還
取
去
︑
其
時
臣
艱
難
謄
書
而
来
︑
今
者
我
国
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遣
奏
請
使
者
︑
謂
天
朝
必
有
降
勅
︑
而
今
則
只
有
礼
部
移
咨
︑
是
與
降
勅
異
矣
︑
然
礼
部
奉
聖
旨
移
咨
︑
此
亦
一
国
之
慶
也
︑
且
中
原
人
亦
必
以
為
︑
我
国
當
遣
使
来
謝
︑
臣
意
以
為
︑
宜
遣
使
謝
恩
也
︑
尹
元
衡
曰
︑
沈
通
源
之
啓
當
矣
︑
但
若
有
皇
帝
降
勅
︑
則
固
當
謝
恩
也
︑
今
則
礼
部
只
奉
先
皇
朝
准
他
改
正
之
言
︑
而
奉
聖
旨
移
咨
而
已
︑
臣
意
以
為
︑
不
必
遣
使
謝
恩
也
︑︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
三
︑
一
二
年
一
〇
月
乙
未
︹
一
六
日
︺
条
︶
当
初
︑
経
筵
特
進
官
を
兼
任
し
て
い
た
工
曹
判
書
沈
通
源
は
謝
恩
使
の
派
遣
を
主
張
し
︑
領
府
事
︵
領
中
枢
府
事
︒
中
枢
府
の
長
官
︶
尹
元
衡
は
そ
の
不
要
論
を
唱
え
た
︒
沈
通
源
は
こ
の
年
正
月
下
旬
に
冬
至
使
の
任
務
を
終
え
て
帰
国
し
た
ば
か
り
で
あ
る
︒
北
京
滞
在
中
︑
沈
通
源
は
提
督
主
事
余
田
の
計
ら
い
に
よ
り
編
纂
中
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
を
閲
覧
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
︑
こ
れ
を
謄
写
し
よ
う
と
し
た
︒
す
る
と
序
班
︵
鴻
臚
寺
の
司
賓
署
の
従
九
品
︶
郭
文
銓
は
﹁
朝
鮮
国
︑
宗
系
改
正
の
事
を
知
ら
ん
と
欲
し
︑
情
甚
だ
迫
切
す
︒
今
若
し
此
を
書
し
以
て
帰
ら
ば
︑
則
ち
国
王
必
ず
使
を
遣
わ
し
て
謝
恩
せ
ん
﹂︑
と
朝
鮮
側
の
切
迫
し
た
事
情
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
︑﹁
皇
帝
若
し
問
い
て
︑
内
閣
所
蔵
の
書
︑
外
国
何
を
以
て
之
を
知
る
や
と
曰
わ
ば
︑
則
ち
其
れ
何
を
以
て
之
に
対
う
る
や
﹂
と
い
い
︑
提
督
主
事
も
考
え
直
し
て
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
を
持
ち
去
っ
た
と
い
う
︒
立
場
上
︑﹁
外
夷
﹂
へ
の
情
報
漏
洩
が
表
面
化
す
れ
ば
進
退
問
題
に
発
展
し
か
ね
な
い
︒
た
だ
し
︑﹁
其
の
時
︑
臣
艱
難
し
て
謄
書
し
て
来
る
﹂
と
語
っ
た
よ
う
に
︑
沈
通
源
は
礼
部
所
蔵
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
朝
貢
条
﹁
朝
鮮
国
﹂
を
写
し
取
っ
て
帰
国
し
た
︒
な
る
ほ
ど
今
回
は
嘉
靖
帝
の
勅
書
で
は
な
く
︑
礼
部
の
移
咨
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
︒
と
は
い
え
︑
礼
部
が
聖
旨
を
得
て
朝
鮮
に
移
咨
し
た
こ
と
は
一
国
の
慶
事
で
あ
っ
て
︑
明
側
も
お
そ
ら
く
謝
恩
使
の
来
朝
を
期
待
し
て
い
よ
う
か
ら
︑
や
は
り
こ
こ
は
謝
恩
使
を
派
遣
す
べ
き
で
あ
る
︑
と
沈
通
源
は
主
張
し
た
︒
し
か
し
︑
尹
元
衡
は
沈
通
源
の
主
張
に
一
定
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
異
を
唱
え
た
︒
皇
帝
の
聖
旨
に
対
し
て
は
謝
意
を
表
す
べ
き
で
あ
る
が
︑
移
咨
に
す
ぎ
な
い
以
上
︑
か
な
ら
ず
し
も
謝
恩
使
を
派
遣
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
︒
一
方
︑
明
宗
と
し
て
は
今
後
も
し
朝
鮮
側
か
ら
使
節
を
派
遣
せ
ず
︑
明
も
ま
た
朝
鮮
に
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
を
頒
降
し
な
か
っ
た
場
合
︑
宗
系
改
正
の
結
末
を
把
握
で
き
な
い
ま
ま
と
な
る
︒
こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
べ
く
︑
謝
恩
使
は
派
遣
す
べ
き
な
の
か
も
知
れ
(
)
な
い
︒
そ
こ
で
最
終
的
に
領
議
政
沈
連
源
以
80
下
の
三
公
で
意
見
を
調
整
し
た
と
こ
ろ
︑
謝
恩
使
の
派
遣
は
見
送
る
こ
と
に
決
定
(
)
し
た
︒
今
回
は
礼
部
の
移
咨
に
と
ど
ま
り
︑
嘉
靖
帝
の
勅
書
を
得
た
わ
81
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
そ
も
そ
も
謝
恩
使
を
派
遣
し
た
場
合
︑
そ
れ
こ
そ
嘉
靖
帝
か
ら
﹁
内
閣
所
蔵
の
書
︑
外
国
何
を
以
て
之
を
知
る
や
﹂
と
詰
問
さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
︒
３
︑
趙
士
秀
の
帰
国
と
明
政
府
の
動
向
北
京
に
約
二
ヶ
月
間
滞
在
し
て
外
交
交
渉
を
展
開
し
た
奏
請
使
趙
士
秀
一
行
は
明
宗
一
二
年
一
一
月
上
旬
に
帰
国
し
︑
改
訂
版
﹃
大
明
会
典
﹄
が
嘉
靖
年
間
中
に
は
頒
布
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
報
告
し
た
︒
奏
請
使
趙
士
秀
︵
割
註
略
︶
帰
自
京
師
︑
①
伝
曰
︑
卿
與
宋
麒
壽
萬
里
同
行
︑
盡
心
奏
請
之
事
︑
卿
之
呈
文
辞
意
激
切
︑
予
用
嘉
焉
︑
雖
不
降
勅
︑
因
題
本
奉
聖
旨
︑
則
似
有
可
望
矣
︑
未
知
礼
部
尚
書
之
意
亦
何
如
︑︵
中
略
︶
若
別
有
聞
見
︑
書
啓
可
也
︑
②
趙
士
秀
書
啓
曰
︑
臣
到
北
京
︑
先
呈
奏
本
︑
又
即
呈
文
︑
令
通
事
洪
謙
具
我
国
宗
系
本
末
達
于
尚
書
︑
則
尚
書
初
似
頷
肯
︑
及
其
下
馬
宴
之
日
更
達
︑
則
答
云
︑
會
典
雖
畢
纂
︑
時
未
頒
降
︑
故
未
即
開
示
︑
事
完
回
還
時
︑
則
當
奏
請
内
閣
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所
蔵
謄
写
伝
給
︑
可
待
之
︑
又
於
上
馬
宴
之
日
更
請
︑
則
尚
書
答
云
︑
決
不
失
信
︑
観
其
意
初
極
慰
解
︑
竟
為
厳
閣
老
所
制
︑
似
不
得
自
専
︑
而
主
事
又
云
︑
汝
本
国
下
附
録
之
辞
︑
與
内
閣
正
書
無
相
異
︑
雖
待
後
日
︑
書
示
不
過
如
此
︑
③
臣
當
其
内
閣
開
閉
之
時
︑
厚
賂
下
吏
伝
書
而
来
︑
則
序
班
郭
文
銓
詳
細
伝
示
︑
乃
與
前
日
韓
貨
謄
書
者
少
無
異
処
︑
此
正
実
録
也
︑
礼
部
所
蔵
則
是
乃
草
稿
也
︑
其
附
録
内
簒
弑
事
︑
已
許
改
正
云
︑
宗
系
事
︑
嘉
靖
八
年
︑
使
者
言
︑
年ママ
国
王
不
係
李
仁
任
之
後
︑
詔
以
所
上
宗
系
開
送
史
館
採
択
云
︑
亦
為
改
正
之
事
也
︑
④
前
日
厳
嵩
為
礼
部
尚
書
時
題
本
内
︑
皇
祖
大
訓
不
可
軽
改
︑
伝
信
伝
疑
各
有
所
拠
︑
此
両
存
之
意
也
︑
近
朝
廷
大
事
皆
出
其
手
︑
今
此
礼
部
題
本
亦
厳
閣
老
主
之
︑
尚
書
不
得
擅
便
︑
但
此
後
則
會
典
畢
纂
︑
別
無
致
力
之
事
︑
只
待
後
日
頒
布
後
昭
示
︑
而
後
日
昭
示
亦
不
過
韓
貨
謄
書
之
辞
云
︑
序
班
・
下
吏
輩
皆
曰
︑
頒
布
之
事
︑
當
代
未
易
為
也
︑︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
三
︑
一
二
年
一
一
月
乙
卯
︹
六
日
︺
条
︶
明
宗
は
﹁
卿
︑
宋
麒
壽
と
萬
里
同
行
し
︑
心
を
盡
く
し
て
奏
請
せ
る
の
事
︑
卿
の
呈
文
の
辞
意
激
切
な
る
に
︑
予
︑
用
て
こ
れ
を
嘉
す
﹂
と
︑
ま
ず
は
奏
請
使
趙
士
秀
と
聖
節
使
宋
麒
寿
の
北
京
使
行
を
ね
ぎ
ら
(
)
っ
た
︒
北
京
に
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お
け
る
趙
士
秀
の
外
交
活
動
は
先
月
届
い
た
書
状
を
通
じ
て
す
で
に
承
知
し
て
い
た
が
︑
明
宗
は
礼
部
の
真
意
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
︒
そ
こ
で
明
宗
は
︑
あ
ら
た
な
見
聞
事
項
が
あ
れ
ば
書
啓
︵
復
命
書
︶
に
よ
り
報
告
せ
よ
︑
と
趙
士
秀
に
命
じ
た
︵
史
料
①
︶︒
そ
の
書
啓
の
前
半
部
に
よ
れ
ば
︑
趙
士
秀
は
北
京
到
着
後
の
下
馬
宴
の
際
に
︑
礼
部
尚
書
よ
り
﹁
會
典
纂
を
畢
わ
る
と
雖
も
︑
時
に
未
だ
頒
降
せ
ず
︑
故
に
未
だ
即
ち
開
示
せ
ず
︒
事
完
う
し
て
回
還
せ
る
時
︑
則
ち
當
に
内
閣
に
奏
請
し
︑
蔵
す
る
所
を
謄
写
伝
給
す
べ
し
︒
之
を
待
つ
べ
し
﹂
と
の
回
答
を
得
て
い
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
帰
国
を
目
前
に
し
た
上
馬
宴
の
時
点
で
も
内
閣
所
蔵
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
︵
史
料
②
︶︒
こ
う
し
た
経
緯
は
お
よ
そ
先
月
届
い
た
趙
士
秀
の
書
状
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
︒
提
督
主
事
は
︑
礼
部
所
蔵
本
は
﹁
内
閣
の
正
書
と
相
い
異
な
る
こ
と
無
し
﹂
と
誤
解
し
て
い
た
︒
同
時
に
内
閣
所
蔵
本
が
﹁
正
書
﹂
で
あ
る
こ
と
を
︑
こ
こ
で
提
督
主
事
は
み
ず
か
ら
告
白
し
て
い
る
︒
あ
ら
た
に
趙
士
秀
が
も
た
ら
し
た
情
報
は
︑
書
啓
の
後
半
部
に
あ
る
︒
趙
士
秀
は
内
閣
の
開
閉
時
間
を
み
は
か
ら
っ
て
下
吏
に
賄
賂
を
渡
し
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
閲
覧
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
︑
序
班
郭
文
銓
は
問
題
の
当
該
箇
所
を
指
し
示
し
た
︒
そ
れ
は
か
つ
て
明
宗
七
年
に
冬
至
使
韓
貨
が
朝
鮮
に
持
ち
帰
っ
た
写
本
と
同
一
で
あ
り
︑
朝
鮮
側
の
史
実
に
基
づ
い
て
虚
構
な
く
記
録
し
た
︑
信
頼
に
足
る
ま
さ
に
実
録
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
︒
と
な
れ
ば
︑
か
つ
て
韓
貨
が
持
ち
帰
っ
た
写
本
は
内
閣
所
蔵
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
で
あ
り
︑
か
つ
﹁
正
書
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
同
時
に
趙
士
秀
は
︑﹁
礼
部
の
蔵
す
る
所
は
則
ち
是
れ
乃
ち
草
稿
な
り
﹂
と
の
結
論
に
達
し
た
︒
つ
ま
り
︑
沈
通
源
と
趙
士
秀
が
写
し
取
っ
た
礼
部
所
蔵
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
は
原
案
の
草
稿
本
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
(
)
あ
る
︒
内
閣
所
蔵
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
こ
そ
が
原
本
も
し
く
は
最
終
稿
83
で
は
あ
る
ま
い
か
︒
趙
士
秀
が
確
認
し
た
内
閣
所
蔵
本
の
附
録
に
は
礼
部
所
蔵
本
と
同
様
︑
王
氏
弑
逆
の
件
は
す
で
に
永
楽
元
年
︵
太
宗
三
︶
の
時
点
で
﹁
改
正
を
許
す
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
宗
系
の
件
に
つ
い
て
も
﹁
嘉
靖
八
年
︑
使
者
言
え
ら
く
︑
其
の
国
王
︑
李
仁
任
の
後
に
係
ら
ず
︑
と
︒
詔
し
て
上
る
所
の
宗
系
を
以
て
史
館
に
開
送
し
︑
採
択
す
﹂︵︻
表
︼
参
照
︶
と
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
︵
史
料
③
︶︒
嘉
靖
八
年
︵
中
宗
二
四
︶
と
い
え
ば
聖
節
使
柳
溥
に
よ
る
奏
請
を
指
し
︑
太
祖
李
成
桂
の
宗
系
が
史
館
に
送
ら
れ
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
も
は
や
疑
い
あ
る
ま
い
︒
先
に
み
た
書
状
に
内
閣
所
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蔵
本
に
関
す
る
記
述
が
な
か
っ
た
の
は
︑
賄
賂
を
使
っ
て
情
報
収
集
し
た
こ
と
を
伏
せ
る
目
的
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒
北
京
か
ら
漢
城
へ
書
状
を
送
り
届
け
る
過
程
で
書
状
を
紛
失
し
︑
朝
鮮
使
節
に
よ
る
賄
賂
外
交
の
文
面
が
明
側
に
漏
れ
て
は
一
大
事
と
な
ろ
う
︒
さ
ら
に
︑
趙
士
秀
は
書
啓
に
て
当
時
の
明
政
府
の
動
向
を
報
告
す
る
︒
か
つ
て
礼
部
尚
書
の
職
に
あ
っ
た
厳
嵩
は
題
本
に
て
︑﹃
皇
明
祖
訓
﹄
の
条
文
は
軽
々
し
く
改
正
で
き
な
い
と
し
て
(
)
い
た
が
︑
序
班
は
厳
嵩
を
﹁
近
ご
ろ
朝
84
廷
の
大
事
︑
皆
な
其
の
手
に
出
づ
﹂
と
批
評
す
る
︒
周
知
の
と
お
り
︑
厳
嵩
は
礼
部
尚
書
か
ら
累
進
し
て
内
閣
大
学
士
と
な
り
︑
嘉
靖
二
八
年
︵
明
宗
四
︶
以
後
は
首
輔
大
学
士
と
し
て
閣
臣
の
筆
頭
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
︒
厳
嵩
は
嘉
靖
帝
に
媚
び
て
国
政
を
擅
断
し
︑
賄
賂
は
公
然
と
行
わ
れ
る
な
ど
︑
当
時
の
帝
都
北
京
で
は
政
治
の
腐
敗
が
顕
著
で
あ
(
)
っ
た
︒
つ
ま
り
︑
宗
系
弁
85
誣
問
題
が
容
易
に
解
決
し
な
か
っ
た
背
景
と
し
て
︑
厳
嵩
に
よ
る
政
治
の
擅
断
が
想
定
さ
れ
よ
う
︒
そ
の
う
え
︑
趙
士
秀
の
書
啓
の
末
尾
に
は
﹁
但
だ
此
の
後
は
則
ち
會
典
纂
を
畢
わ
る
に
︑
別
に
力
を
致
す
の
事
無
く
︑
只
だ
後
日
頒
布
の
後
︑
昭
示
す
る
を
待
て
︒
而
し
て
後
日
昭
示
す
る
は
亦
た
韓
貨
謄
書
の
辞
に
過
ぎ
ず
︑
と
云
え
り
﹂
と
あ
る
︒﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
編
纂
事
業
は
す
で
に
完
了
し
て
お
り
︑
後
日
頒
布
さ
れ
る
同
書
朝
貢
条
﹁
朝
鮮
国
﹂
の
内
容
は
か
つ
て
韓
貨
が
謄
写
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
︒
な
ら
ば
︑
や
は
り
内
閣
所
蔵
本
が
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
﹁
正
本
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
そ
し
て
︑
序
班
と
下
吏
が
口
を
そ
ろ
え
て
﹁
頒
布
の
事
︑
當
代
未
だ
為
し
易
か
ら
ざ
る
な
り
﹂
と
回
答
(
)
し
た
と
お
り
︑
趙
士
秀
の
奏
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
﹃
嘉
86
靖
会
典
﹄
が
朝
鮮
に
頒
賜
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︵
史
料
④
︶︒
と
は
い
え
︑
か
つ
て
明
宗
七
年
に
韓
貨
が
も
た
ら
し
た
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
は
︑
ま
ち
が
い
な
く
宗
系
を
改
正
し
た
実
録
で
あ
っ
た
︒
趙
士
秀
は
沈
通
源
に
つ
づ
い
て
礼
部
本
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
朝
貢
条
の
﹁
朝
鮮
国
﹂
を
謄
写
し
︑
何
よ
り
﹁
正
本
﹂
で
あ
る
内
閣
本
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
当
該
条
文
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
趙
士
秀
の
宗
系
改
正
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
は
十
分
な
成
果
を
あ
げ
た
と
い
え
よ
う
︒
中
宗
一
三
年
に
再
燃
し
た
宗
系
弁
誣
問
題
は
南
袞
・
柳
溥
そ
し
て
権
迦
に
よ
る
奏
請
を
経
て
︑
お
よ
そ
四
〇
年
後
の
明
宗
一
二
年
に
奏
請
使
趙
士
秀
が
礼
部
と
内
閣
よ
り
情
報
を
引
き
出
し
た
こ
と
に
よ
り
︑
ひ
と
ま
ず
解
決
の
糸
口
を
つ
か
ん
だ
の
で
あ
る
︒
三
桓
祖
名
採
録
許
可
の
勅
書
獲
得
１
︑
奏
請
兼
進
賀
使
金
澍
の
派
遣
明
宗
七
年
に
冬
至
使
韓
貨
が
内
閣
本
﹃
嘉
靖
会
典
﹄﹁
事
例
﹂
の
写
本
を
朝
鮮
に
持
ち
帰
り
︑
つ
い
で
明
宗
一
二
年
に
は
奏
請
使
趙
士
秀
が
礼
部
本
の
当
該
箇
所
も
あ
わ
せ
て
確
認
し
た
︒
前
年
に
派
遣
さ
れ
た
冬
至
使
沈
通
源
も
礼
部
本
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
を
写
し
取
っ
て
お
り
︑
一
連
の
情
報
収
集
活
動
の
結
果
︑
礼
部
架
蔵
本
は
草
稿
で
あ
っ
て
︑
内
閣
架
蔵
本
こ
そ
が
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
正
本
で
あ
っ
た
と
判
明
し
た
︒
こ
の
三
使
節
の
情
報
収
集
に
よ
り
︑
い
ま
や
朝
鮮
政
府
は
編
纂
事
業
を
終
え
た
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
頒
降
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
︒
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
︑
朝
鮮
で
は
明
宗
一
三
年
二
月
に
王
世
子
を
冊
封
す
る
明
使
を
迎
え
る
入
れ
る
こ
と
に
な
る
︒﹃
大
明
会
典
﹄
の
改
正
を
許
可
す
る
と
の
﹁
皇
恩
﹂
に
﹁
小
邦
﹂
た
る
朝
鮮
は
深
く
謝
意
を
表
し
つ
つ
も
︑
い
ま
だ
﹁
頒
降
之
恩
﹂
に
あ
ず
か
っ
て
い
な
い
︒
そ
こ
で
明
宗
は
︑
王
宮
景
福
宮
の
慶
会
楼
に
て
催
す
(
)
請
宴
の
際
に
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
頒
降
に
関
し
87
て
明
使
に
善
処
を
求
め
て
は
ど
う
か
と
考
え
︑
大
臣
と
領
府
事
尹
元
衡
に
協
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議
を
命
(
)
じ
た
︒
か
つ
て
中
宗
が
明
使
と
し
て
来
朝
し
た
翰
林
院
修
撰
龔
用
卿
88
︵
中
宗
三
二
年
︶
に
つ
づ
き
︑
翰
林
院
侍
読
華
察
︵
同
三
四
年
︶
と
相
対
し
て
直
接
宗
系
改
正
の
斡
旋
を
要
請
し
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
(
)
よ
う
︒
と
こ
ろ
89
が
︑
沈
連
源
は
明
使
に
伝
え
る
手
順
は
礼
曹
で
会
議
の
う
え
詳
細
を
詰
め
る
よ
う
助
言
し
︑
尹
漑
に
い
た
っ
て
は
中
宗
一
六
年
に
明
使
へ
の
賄
賂
を
理
由
に
弾
劾
さ
れ
た
事
件
を
持
ち
出
し
た
︒
そ
の
う
え
︑
今
回
の
明
使
は
翰
林
院
と
は
無
縁
の
宦
寺
︵
宦
官
︶
で
あ
っ
た
か
ら
︑
た
と
え
朝
鮮
国
王
が
切
迫
し
た
状
況
に
あ
る
と
は
い
え
︑
交
渉
相
手
が
宦
官
で
は
そ
の
政
治
力
に
疑
問
を
覚
え
(
)
よ
う
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
迎
接
儀
礼
の
場
で
は
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
頒
降
に
関
す
90
る
問
題
を
取
り
あ
げ
な
い
こ
と
に
し
た
︒
明
使
に
対
す
る
贈
賄
の
疑
惑
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
︑
中
宗
三
〇
年
代
に
来
朝
し
た
龔
用
卿
・
華
察
の
場
合
と
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
王
権
の
確
立
を
は
か
る
明
宗
と
し
て
は
不
本
意
な
協
議
結
果
で
あ
っ
た
に
相
違
(
)
な
い
が
︑
礼
曹
も
三
公
と
領
府
事
91
の
反
対
論
を
支
持
し
た
こ
と
か
ら
︑
明
宗
自
身
も
宦
官
の
政
治
力
を
疑
問
視
し
て
こ
れ
を
了
承
し
た
︒
尹
元
衡
が
﹁
太
監
︵
＝
宦
官
︶
に
因
り
以
て
求
助
の
意
を
示
す
は
︑
義
に
於
い
て
も
亦
た
未
だ
安
ぜ
ざ
る
こ
と
有
り
﹂
と
い
う
の
も
︑
道
理
に
か
な
っ
た
意
見
で
あ
(
)
ろ
う
︒
そ
の
後
︑
明
宗
一
五
年
に
は
定
92
例
の
聖
節
使
︵
兵
曹
参
議
柳
潜
︶
と
冬
至
使
︵
僉
知
中
枢
府
事
呉
祥
︶
の
派
遣
に
際
し
︑
明
宗
は
従
来
ど
お
り
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
頒
降
に
関
す
る
情
報
収
集
を
命
(
)
じ
た
︒
柳
潜
と
呉
祥
は
そ
れ
ぞ
れ
戸
曹
参
判
・
吏
曹
参
判
を
﹁
仮
93
銜
﹂
と
し
て
赴
京
し
た
が
︑
嘉
靖
帝
は
聖
節
と
冬
至
の
い
ず
れ
の
名
節
に
も
正
殿
に
出
御
す
る
こ
と
は
な
く
︑
さ
し
た
る
進
展
は
な
か
(
)
っ
た
︒
94
や
が
て
朝
鮮
政
府
で
は
明
宗
一
七
年
一
一
月
に
礼
曹
が
宗
系
弁
誣
奏
請
使
の
派
遣
を
建
議
す
る
こ
と
と
な
る
︒
お
り
し
も
明
代
の
一
大
類
書
で
あ
る
﹃
永
楽
大
典
﹄︵
永
楽
六
年
︑
一
四
〇
八
︶
の
副
本
が
作
成
さ
れ
る
と
の
情
報
を
︑
礼
曹
は
聖
節
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
大
司
憲
姜
士
尚
の
書
啓
を
通
じ
て
入
手
し
て
(
)
い
た
︒
嘉
靖
帝
が
﹃
永
楽
大
典
﹄
副
本
一
部
の
作
成
を
命
じ
た
の
95
は
こ
の
年
八
月
一
〇
日
の
聖
節
よ
り
三
日
後
で
(
)
あ
る
か
ら
︑
聖
節
使
姜
士
尚
96
が
も
た
ら
し
た
情
報
は
速
報
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
朝
鮮
政
府
で
は
す
で
に
一
五
世
紀
前
半
の
世
宗
一
七
年
︵
一
四
三
五
︶
の
時
点
で
︑﹃
永
楽
大
典
﹄
は
一
〇
余
間
を
占
め
る
ほ
ど
厖
大
な
書
物
ゆ
え
刊
行
に
い
た
っ
て
い
な
い
と
の
情
報
を
︑
聖
節
使
南
智
を
通
じ
て
入
手
し
て
(
)
い
た
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
朝
鮮
の
97
儒
者
官
僚
が
﹃
永
楽
大
典
﹄
の
内
容
を
詳
細
に
把
握
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
︒
礼
曹
は
﹃
大
明
会
典
﹄
の
み
な
ら
ず
﹃
永
楽
大
典
﹄
に
も
太
祖
李
成
桂
の
宗
系
が
誤
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
︑
大
臣
の
意
向
に
よ
り
奏
請
使
の
派
遣
を
上
奏
し
た
の
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
礼
曹
が
元
末
至
正
年
間
よ
り
明
代
正
徳
年
間
ま
で
の
編
年
史
で
あ
る
陳
建
撰
﹃
皇
明
通
紀
﹄︵
嘉
靖
三
四
年
︑
一
五
(
)
五
五
︶
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
︑﹃
永
楽
大
典
﹄
の
98
構
成
か
ら
推
し
て
﹁
宗
系
の
事
︑
其
の
間
に
干
ら
ざ
る
に
似
た
り
﹂
と
の
判
断
を
下
し
た
︒
そ
こ
で
︑
奏
請
使
派
遣
の
可
否
は
明
年
派
遣
す
る
聖
節
使
の
復
命
報
告
を
待
っ
て
決
定
す
る
こ
と
と
し
︑
ひ
と
ま
ず
政
府
内
の
意
見
を
調
整
し
て
は
ど
う
か
と
明
宗
に
要
請
し
た
の
で
あ
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
明
宗
自
身
も
﹁
予
︑
深
く
之
を
思
う
に
︑
永
楽
大
典
は
則
ち
果
た
し
て
干
ら
ざ
る
に
似
た
り
︒
須
ら
く
挙
論
す
べ
か
ら
ず
﹂
と
承
政
院
に
伝
え
︑
さ
ほ
ど
不
安
は
な
か
っ
た
と
み
(
)
え
る
︒
む
し
ろ
︑
紫
禁
城
皇
極
殿
の
重
建
(
)
竣
工
を
祝
う
進
賀
99
100
使
の
派
遣
が
必
要
で
あ
り
︑﹁
若
し
進
賀
使
を
遣
わ
さ
ば
︑
則
ち
兼
ね
て
奏
請
を
行
う
も
亦
た
當
に
為
す
べ
き
所
な
り
﹂︑
と
奏
請
使
派
遣
の
意
向
を
示
し
た
︒
さ
ら
に
明
宗
は
﹁
進
賀
し
て
奏
請
を
兼
ぬ
る
は
決
し
て
已
む
べ
か
ら
ず
︑
須
ら
く
議
を
煩
わ
す
べ
か
ら
ず
﹂
と
い
う
か
ら
︑
政
府
の
反
対
論
が
あ
れ
ば
封
じ
込
め
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
︒
そ
こ
で
明
宗
が
三
公
以
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下
︑
領
府
事
・
礼
曹
・
承
文
院
に
協
議
を
命
じ
た
と
こ
ろ
︑
政
府
中
枢
の
回
答
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
︒
尹
元
衡
・
李
浚
慶
・
沈
通
源
・
李
蓂
・
丁
應
斗
・
鄭
惟
吉
議
︑
宗
系
奏
請
之
事
︑
在
中
廟
朝
留
念
之
誠
果
為
罔
極
︑
至
于
當
代
亦
累
度
奏
請
下
于
礼
部
︑
方
待
其
頒
降
之
日
︑
実
非
付
之
於
無
可
奈
何
︑
而
不
為
続
遣
奏
請
之
使
也
︑
然
時
無
皁
白
︑
頒
布
無
期
︑
別
遣
進
賀
使
兼
行
奏
請
為
當
︑
但
我
国
及
中
原
一
路
困
弊
︑
未
有
甚
於
今
時
︑
別
遣
使
臣
︑
其
間
弊
端
不
可
勝
言
︑
奏
請
・
進
賀
兼
於
明
年
聖
節
使
之
行
︑
則
日
期
雖
似
稍
緩
︑
事
甚
便
當
︑︵
中
略
︶
伝
曰
︑
依
議
為
之
︑︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
八
︑
一
七
年
一
一
月
戊
申
︹
二
八
日
︺
条
︶
宗
系
弁
誣
問
題
は
中
宗
代
以
来
の
一
大
懸
案
事
項
で
あ
り
︑
明
宗
代
に
も
ひ
き
つ
づ
き
明
政
府
に
改
正
を
要
請
し
た
が
白
黒
つ
か
ず
︑
現
状
で
は
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
頒
降
の
目
処
も
立
っ
て
い
な
い
︒
そ
れ
ゆ
え
三
公
の
尹
元
衡
・
李
浚
慶
・
沈
通
源
以
下
の
政
府
高
官
は
︑
明
宗
の
意
向
ど
お
り
進
賀
使
に
奏
請
使
を
兼
任
さ
せ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
︑
と
の
結
論
に
達
し
た
︒
た
だ
し
︑
朝
中
間
の
朝
貢
ル
ー
ト
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
疲
弊
し
て
お
り
︑
別
途
に
使
節
を
派
遣
す
れ
ば
駅
路
の
弊
害
が
大
き
い
︒
そ
こ
で
や
や
入
明
の
日
程
は
遅
れ
る
も
の
の
︑
来
年
の
聖
節
使
と
あ
わ
せ
て
奏
請
使
を
派
遣
し
て
は
ど
う
か
と
進
言
し
︑
明
宗
の
裁
可
を
(
)
得
た
︒
の
ち
︑
司
憲
府
も
宗
系
改
正
の
奏
請
は
重
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大
事
と
認
識
し
つ
つ
も
朝
貢
ル
ー
ト
の
疲
弊
を
勘
案
し
︑
奏
請
使
の
兼
行
も
や
む
な
し
と
判
断
す
る
︒
当
時
は
京
畿
よ
り
平
安
道
に
い
た
る
人
馬
輸
送
の
疲
弊
に
加
え
︑
遼
東
よ
り
護
送
す
る
人
馬
一
千
余
と
車
輌
三
︑
四
〇
両
の
調
達
が
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
で
(
)
あ
る
︒
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そ
し
て
翌
年
の
明
宗
一
八
年
五
月
︑
奏
請
兼
進
賀
使
金
澍
が
聖
節
使
李
友
閔
と
と
も
に
明
に
派
遣
さ
(
)
れ
た
︒
た
だ
し
︑
今
回
の
奏
請
使
の
任
務
は
こ
れ
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ま
で
と
は
や
や
異
な
る
︒
金
澍
が
奏
請
兼
進
賀
使
と
し
て
漢
城
を
出
発
す
る
三
ヶ
月
前
に
︑
承
文
院
は
次
の
ご
と
く
上
奏
し
て
い
る
︒
承
文
院
啓
曰
︑
宗
系
奏
請
改
正
之
事
︑
自
先
朝
至
于
當
代
︑
非
止
一
再
︑
但
其
奏
只
挙
系
派
差
訛
︑
明
辨
弑
逆
等
事
︑
而
不
以
国
祖
諱
某
為
桓
祖
諱
某
之
子
︑
故
雖
蒙
詔
許
改
正
︑
而
使
臣
等
得
見
於
中
朝
︑
其
所
録
不
甚
分
明
︑
今
次
奏
請
之
文
毋
使
循
旧
︑
當
曰
︑
国
祖
諱
某
実
是
諱
某
之
子
︑
而
非
李
仁
任
之
子
︑
以
亡
俘
之
言
誤
録
︑
為
仁
任
之
子
云
︑
為
子
孫
之
心
不
忍
安
於
寝
食
︑
敢
為
更
瀆
奏
請
云
︑
而
若
蒙
特
許
︑
分
明
改
正
︑
則
弑
逆
之
悪
自
帰
於
仁
任
︑
而
国
祖
之
被
誣
釈
矣
︑
伝
曰
︑
啓
意
果
當
︑︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
二
月
戊
午
︹
九
日
︺
条
︶
従
来
の
奏
請
で
は
た
だ
太
祖
李
成
桂
の
宗
系
の
誤
り
を
指
摘
し
て
王
氏
弑
逆
の
件
を
釈
明
す
る
ば
か
り
で
︑
李
成
桂
が
桓
祖
李
子
春
の
嗣
子
で
あ
る
と
い
う
点
に
は
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
︒
そ
の
た
め
宗
系
改
正
の
勅
書
を
獲
得
し
た
と
は
い
え
︑
朝
鮮
使
節
が
北
京
に
て
確
認
で
き
た
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
で
は
そ
の
系
譜
関
係
が
明
確
で
は
な
い
︒
た
し
か
に
礼
部
お
よ
び
内
閣
所
蔵
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
に
は
︑﹁
其
の
国
王
︑
李
仁
任
の
後
に
係
ら
ず
﹂
と
あ
る
︵︻
表
︼
参
照
︶
に
す
ぎ
ず
︑
桓
祖
李
子
春
の
姓
諱
は
記
さ
れ
て
い
な
い
︒
そ
こ
で
承
文
院
は
︑
今
回
の
奏
請
文
で
は
﹁
国
祖
諱
某
︵
＝
李
成
桂
︶
は
実
に
是
れ
諱
某
︵
＝
李
子
春
︶
の
子
に
し
て
︑
李
仁
任
の
子
に
非
ず
︒
亡
俘
の
言
を
以
て
誤
録
し
︑
仁
任
の
子
為
り
と
云
う
は
︑
子
孫
為
る
の
心
︑
寝
食
を
安
ん
ず
る
に
忍
び
ず
︑
敢
え
て
更
に
瀆かさ
ね
て
奏
請
を
為
す
﹂︑
と
明
記
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
︒
そ
う
す
れ
ば
︑
王
氏
殺
害
の
汚
名
も
お
の
ず
と
李
仁
任
に
帰
す
る
こ
と
に
な
り
︑
誣
告
の
誤
解
も
解
け
よ
う
︒
承
文
院
と
し
て
は
︑
朝
鮮
王
室
の
宗
系
に
関
す
る
具
体
的
な
叙
述
を
欠
い
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た
明
側
の
記
録
は
不
満
で
あ
っ
た
︒
そ
こ
で
承
文
院
が
打
ち
出
し
た
の
は
桓
祖
名
の
採
録
要
請
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
今
回
の
奏
請
使
金
澍
の
派
遣
目
的
は
︑
李
子
春
︱
李
成
桂
と
い
う
王
室
の
宗
系
を
明
確
に
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
に
記
録
す
る
よ
う
明
政
府
に
要
請
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
︒
従
来
の
宗
系
弁
誣
奏
請
使
と
比
較
し
た
場
合
︑
朝
鮮
政
府
が
こ
う
し
た
具
体
的
な
改
正
点
を
明
政
府
に
要
求
し
た
の
は
は
じ
め
て
で
あ
り
︑
こ
こ
に
朝
鮮
政
府
の
自
尊
心
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
︒
２
︑
奏
請
使
金
澍
・
書
状
官
李
陽
元
の
外
交
交
渉
奏
請
兼
進
賀
使
金
澍
と
聖
節
使
李
友
閔
の
一
行
は
こ
の
年
八
月
上
旬
に
北
京
に
て
殿
庭
の
竣
工
と
聖
節
を
(
)
祝
い
︑
九
月
下
旬
に
は
承
文
院
の
要
望
に
こ
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た
え
る
成
果
を
あ
げ
た
︒
金
澍
一
行
に
よ
る
外
交
交
渉
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
︑
明
側
の
実
録
記
事
は
簡
潔
明
瞭
に
記
す
︒
朝
鮮
国
王
李
過
︵
＝
明
宗
︶
復
上
書
︑
辨
其
先
世
不
出
李
仁
任
之
後
︑
今
続
修
會
典
尚
未
頒
布
︑
其
本
国
宗
系
雖
蒙
恩
釐
正
︑
請
仍
著
始
祖
李
旦
父
李
子
春
之
名
︑
庶
伝
信
有
拠
︑
上
允
其
請
︑
令
録
附
會
典
本
條
之
末
︑
勅
諭
過
知
之
︑︵﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
五
二
五
︑
嘉
靖
四
二
年
九
月
甲
辰
︹
二
九
日
︺
条
︶
『明
実
録
﹄
に
よ
れ
ば
︑
朝
鮮
国
王
明
宗
が
﹁
復
た
上
書
し
て
︑
其
の
先
世
︑
李
仁
任
の
後
に
出
で
ざ
る
を
辨
﹂
じ
た
と
い
う
︒
明
宗
代
に
お
け
る
宗
系
弁
誣
奏
請
使
の
派
遣
は
明
宗
一
二
年
︵
嘉
靖
三
六
︶
の
趙
士
秀
以
来
二
度
で
あ
る
が
︑
嘉
靖
帝
か
ら
み
れ
ば
中
宗
三
四
年
︵
嘉
靖
一
八
︶
の
権
迦
を
含
め
︑
三
度
目
の
上
書
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
は
い
ま
だ
頒
布
さ
れ
て
い
な
い
状
況
な
が
ら
︑
今
後
は
太
祖
李
成
桂
の
父
で
あ
る
桓
祖
李
子
春
の
名
を
﹃
大
明
会
典
﹄
に
記
す
よ
う
︑
朝
鮮
国
王
が
要
請
し
た
点
も
明
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
を
許
可
し
た
嘉
靖
帝
は
︑﹃
大
明
会
典
﹄
朝
貢
条
﹁
朝
鮮
国
﹂
の
末
尾
に
李
子
春
の
名
を
附
録
し
て
朝
鮮
国
王
明
宗
に
知
ら
し
め
よ
︑
と
指
示
し
て
お
り
︑
こ
こ
に
今
回
の
あ
ら
た
な
朝
鮮
側
の
要
望
が
受
け
入
れ
ら
(
)
れ
た
︒
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そ
こ
で
金
澍
と
李
友
閔
は
訳
官
韓
順
を
先
に
送
り
︑
本
国
朝
鮮
に
﹁
宗
系
奏
請
は
已
に
聖
旨
を
奉
り
︑
国
祖
の
父
姓
諱
を
明
録
す
︑
と
云
え
り
﹂
と
︑
こ
の
外
交
交
渉
の
結
果
を
馳
啓
さ
(
)
せ
た
︒
た
し
か
に
礼
部
の
題
本
に
よ
れ
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ば
︑
朝
鮮
国
の
宗
系
改
正
に
関
す
る
件
は
一
冊
に
整
理
し
て
翰
林
院
に
送
り
︑
奏
請
文
の
節
略
を
条
文
の
末
尾
に
記
録
す
る
と
い
う
︒
太
祖
洪
武
帝
の
﹃
皇
明
祖
訓
﹄
に
関
し
て
は
礼
を
欠
く
ゆ
え
別
途
に
論
議
を
要
す
る
が
︑﹁
勅
一
道
を
降
し
て
差
わ
し
来
る
陪
臣
に
付
し
︑
以
て
昭
雪
の
艱
を
慰
む
﹂
措
置
が
と
ら
れ
た
︒
訳
官
の
状
啓
に
よ
れ
ば
︑
ま
も
な
く
嘉
靖
帝
の
勅
書
が
明
宗
の
も
と
に
届
く
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
︒
明
宗
は
三
公
の
ほ
か
礼
曹
堂
上
官
を
呼
び
寄
せ
︑
今
後
実
施
す
べ
き
国
内
行
事
の
検
討
に
入
っ
た
︒
奏
請
使
の
帰
国
が
迫
る
と
︑
明
宗
一
八
年
一
一
月
下
旬
に
礼
曹
は
﹁
今
者
先
来
通
事
︑
李
陽
元
の
書
状
を
失
う
と
雖
も
︑
洪
貞
等
勅
書
を
謄
し
来
る
︒
豈
に
是
れ
虚
偽
な
ら
ん
や
﹂︑
と
宗
系
改
正
の
降
勅
を
国
家
の
大
慶
と
み
な
し
︑
迎
勅
後
に
執
り
行
う
べ
き
宗
廟
告
祭
の
検
討
を
急
ぐ
よ
う
明
宗
に
申
し
入
れ
た
︒
む
ろ
ん
︑
明
宗
も
﹁
宗
廟
に
告
ぐ
る
は
為
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
﹂
と
回
答
し
︑
朝
鮮
政
府
の
動
き
も
あ
わ
た
だ
し
く
(
)
な
る
︒
こ
の
日
は
名
節
の
冬
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至
に
あ
た
り
︑
大
臣
は
み
な
闕
庭
に
集
っ
て
い
た
︒
領
・
右
相
議
︑
因
宗
系
改
正
降
勅
︑
前
已
屢
次
告
廟
矣
︑
然
壬
子
年
韓
貨
持
来
會
典
冊
張
︑
則
只
言
不
係
李
仁
任
之
後
而
已
︑
不
録
桓
祖
姓
諱
︑
今
年
改
正
冊
張
︑
則
詳
録
桓
祖
姓
諱
於
国
祖
之
上
︑
分
明
若
此
︑
更
無
未
盡
之
意
︑
告
廟
之
礼
不
可
廃
矣
︑
伝
曰
︑
受
勅
後
︑
當
即
遣
大
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臣
告
廟
矣
︑
卜
日
諸
事
預
備
︑︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
一
月
壬
寅
︹
二
七
日
︺
条
︶
礼
曹
が
宗
廟
告
祭
を
要
請
し
た
こ
と
に
対
し
︑
領
議
政
尹
元
衡
と
右
議
政
沈
通
源
も
ま
た
﹁
告
廟
の
礼
︑
廃
す
べ
か
ら
ず
﹂
と
進
言
し
た
︒
宗
系
改
正
の
勅
書
獲
得
後
︑
宗
廟
に
こ
の
慶
事
を
報
告
し
た
前
例
は
多
い
︒
か
つ
て
壬
子
年
︵
明
宗
七
︶
に
韓
貨
が
持
ち
帰
っ
た
内
閣
所
蔵
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
で
は
︑
李
成
桂
の
宗
系
は
﹁
只
だ
李
仁
任
の
後
に
係
ら
ず
と
言
う
の
み
﹂
で
あ
っ
た
が
︑
今
回
の
奏
請
に
よ
り
﹁
今
年
改
正
せ
る
冊
張
は
︑
則
ち
桓
祖
の
姓
諱
を
国
祖
の
上
に
詳
録
す
﹂
る
処
置
が
と
ら
れ
た
︒﹁
今
年
改
正
せ
る
冊
張
﹂
の
具
体
的
内
容
は
﹃
明
宗
実
録
﹄
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
お
そ
ら
く
内
閣
本
﹃
嘉
靖
会
典
﹄﹁
事
例
﹂
の
末
尾
に
李
成
桂
四
代
祖
の
系
譜
を
附
録
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
︒
王
室
は
も
ち
ろ
ん
︑
政
府
中
枢
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
の
慶
事
は
あ
る
ま
い
︒
そ
こ
で
明
宗
は
迎
勅
礼
終
了
後
に
大
臣
を
宗
廟
に
派
遣
し
て
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
︒
明
宗
の
代
理
と
し
て
宗
廟
告
祭
の
献
官
を
務
め
た
沈
通
源
に
は
後
日
︑
熟
馬
一
匹
が
下
賜
さ
れ
︑
献
官
以
外
の
諸
執
事
に
も
加
資
も
し
く
は
馬
匹
の
賜
給
が
あ
(
)
っ
た
︒
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奏
請
使
金
澍
に
よ
る
外
交
交
渉
の
成
果
は
政
府
中
枢
を
満
足
さ
せ
た
が
︑
金
澍
に
対
し
て
批
判
の
声
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
︒
金
澍
と
李
友
閔
が
訳
官
を
軍
官
の
子
弟
と
詐
称
し
て
北
京
ま
で
帯
同
し
た
と
し
て
︑
司
憲
府
は
帰
国
後
に
取
り
調
べ
を
要
請
し
た
こ
と
が
(
)
あ
る
︒
と
こ
ろ
が
︑
金
澍
は
北
京
109
滞
在
中
の
九
月
中
旬
に
高
熱
を
発
し
て
玉
河
館
︵
会
同
館
の
南
館
︶
に
て
客
死
し
︑
宗
系
改
正
の
功
績
に
よ
り
礼
曹
判
書
を
贈
ら
れ
た
た
め
︑
こ
の
件
は
不
問
に
付
さ
(
)
れ
た
︒
赴
京
以
前
に
金
澍
は
従
二
品
の
礼
曹
参
判
に
任
じ
ら
れ
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て
(
)
い
た
か
ら
︑
奏
請
使
と
し
て
赴
京
す
る
際
に
﹁
仮
銜
﹂
と
し
て
授
か
っ
た
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正
二
品
の
礼
曹
(
)
判
書
を
そ
の
ま
ま
贈
職
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
︒
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さ
て
︑
奏
請
使
一
行
は
こ
の
年
一
二
月
上
旬
に
宗
系
改
正
の
勅
書
を
得
て
帰
国
し
た
︒
奏
請
使
金
澍
に
よ
る
外
交
交
渉
の
顛
末
は
当
日
の
復
命
報
告
に
詳
し
い
︒
た
だ
し
︑
正
使
の
金
澍
は
北
京
に
て
死
去
し
た
た
め
︑
復
命
報
告
は
書
状
官
の
李
陽
元
が
行
う
仕
儀
と
な
っ
た
︒
書
状
官
李
陽
元
啓
曰
︑
①
皇
帝
如
前
一
不
視
朝
︑
多
聚
道
士
︑
日
事
祈
禱
︑
分
遣
使
者
于
天
下
名
山
︑
求
神
人
奇
異
之
方
︑
故
挟
方
書
求
進
献
者
往
来
礼
部
︑
臣
等
亦
或
親
見
之
︑︵
中
略
︶
②
宗
系
事
︑
臣
等
見
堂
時
呈
文
︑
且
懇
白
尚
書
︑
答
曰
︑
開
封
後
當
題
本
云
︑
略
無
難
色
︑
厥
後
俟
其
坐
堂
︑
上
書
一
道
申
達
悶
迫
之
情
︑
且
呈
文
告
曰
︑
如
蒙
許
改
正
宗
系
︑
乞
得
勅
書
以
慰
一
国
臣
民
︑
答
曰
︑
爾
国
宗
系
已
許
改
正
︑
即
具
奏
草
︑
待
闕
内
罷
斎
後
︑
當
入
奏
︑
勅
書
亦
當
題
請
云
云
︑
③
尚
書
李
春
方ママ
雍
容
慈
恵
之
人
也
︑
将
本
国
事
議
于
閣
老
徐
階
処
︑
盡
力
図
成
︑
至
於
會
典
印
出
︑
慮
其
日
久
︑
貿
材
倩
工
︑
即
於
部
内
改
刊
︑
訖
於
不
多
日
之
内
︑
且
親
自
領
勅
于
西
成
宮
マ
マ
︑
坐
堂
日
授
臣
曰
︑
不
欲
其
費
使
云
云
︑
④
弑
逆
事
︑
永
楽
元
年
︑
本
国
奏
請
内
専
不
挙
論
︑
只
以
宗
系
改
正
事
為
奏
請
︑
故
準ママ
他
改
正
之
旨
︑
亦
指
宗
系
而
已
︑
前
者
韓
貨
謄
写
會
典
内
︑
弑
逆
事
謂
許
改
正
云
︑
本
国
元
奏
内
専
不
挙
論
之
事
︑
中
朝
何
所
拠
而
称
之
乎
︑
臣
攷
諸
宗
系
録
︑
則
永
楽
元
年
所
奏
只
是
宗
系
一
事
︑
今
者
礼
部
細
攷
各
年
聖
旨
︑
特
為
改
正
︑
而
礼
部
題
奉
内
云
︑
載
其
系
出
弑
逆
李
仁
人ママ
︹
皇
明
祖
訓
朝
鮮
国
下
註
︑
李
仁
任
以
李
仁
人
載
録
故
云
︺︑
又
云
︑
恥
蒙
訾
詬
而
急
於
昭
雪
︑
勅
書
内
云
︑
滌
瑕
蕩
垢
︑
炳
如
日
星
︑
蓋
指
弑
逆
事
也
︑
⑤
使
臣
金
澍
自
入
北
京
得
痢
疾
︑
九
月
初
暫
得
少
蘇
︑
旬
餘
復
得
眩
暈
発
熱
之
証
︑
十
七
日
初
夜
身
故
︑
尚
書
聞
訃
出
俸
銀
十
両
︑
提
督
主
事
胡
定
送
紅
色
段ママ
子
一
匹
︑
以
助
買
棺
之
資
︑
哀
矜
悶
惻
之
意
屢
発
於
言
辞
之
間
︑
臣
前
後
進
礼
部
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時
︑
安
自
命
則
伝
語
通
情
︑
崔
世
協
則
主
用
人
情
︑
凡
大
小
呈
文
則
林
芑
専
掌
製
述
︑
而
奉
勅
前
行
逢
獺
子
於
大
凌
河
時
︑
軍
官
李
世
灝
帯
弓
箭
防
護
︑
此
四
人
為
有
功
矣
︑︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
二
月
甲
寅
︹
一
〇
日
︺
条
︶
李
陽
元
は
ま
ず
︑
朝
鮮
国
王
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
明
皇
帝
の
動
向
か
ら
報
告
す
る
︒
当
時
︑
嘉
靖
帝
は
や
は
り
政
務
を
執
っ
て
い
な
か
っ
た
︒
嘉
靖
帝
は
道
士
を
集
め
て
日
々
祈
祷
に
明
け
く
れ
︑
天
下
の
名
山
に
使
者
を
派
遣
し
て
は
神
人
の
奇
異
な
る
秘
法
を
求
め
て
い
た
︒
そ
の
う
え
︑
方
術
の
書
を
持
っ
て
進
献
を
願
い
出
る
者
が
礼
部
に
行
き
来
す
る
様
子
を
︑
李
陽
元
自
身
が
目
撃
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
︵
史
料
①
︶︒
周
知
の
よ
う
に
︑
嘉
靖
帝
は
朝
鮮
中
宗
代
の
末
期
に
相
当
す
る
嘉
靖
一
八
年
︵
中
宗
三
四
︑
一
五
三
九
︶
頃
よ
り
西
苑
の
道
観
萬
寿
宮
に
隠
居
し
︑
国
政
を
放
棄
し
て
(
)
い
た
︒
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嘉
靖
帝
が
政
務
を
か
え
り
み
ず
神
仙
の
術
を
求
め
て
術
士
を
そ
ば
に
招
き
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
︑
す
で
に
中
宗
三
五
年
一
〇
月
の
時
点
で
聖
節
使
が
報
告
し
て
(
)
い
る
︒
そ
れ
ゆ
え
︑﹁
皇
帝
︑
前
の
如
く
一
に
視
朝
せ
ず
﹂
と
の
見
聞
114
は
も
は
や
朝
鮮
使
節
と
同
様
︑
朝
鮮
国
王
に
と
っ
て
も
目
新
し
い
情
報
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
︒
問
題
の
宗
系
の
件
に
関
し
て
金
澍
・
李
陽
元
ら
が
礼
部
尚
書
に
呈
文
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
︑
開
封
後
に
題
本
を
作
成
す
る
と
の
快
諾
を
得
て
お
り
︑
と
く
に
難
色
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
彼
ら
は
朝
鮮
側
の
切
迫
し
た
心
情
を
伝
え
る
べ
く
︑
礼
部
尚
書
に
呈
文
と
は
別
途
に
一
通
の
上
書
を
提
出
し
た
が
︑
そ
の
具
体
的
内
容
は
記
録
に
残
っ
て
い
な
い
︒
た
だ
︑
も
し
宗
系
改
正
が
許
可
さ
れ
た
な
ら
ば
︑
勅
書
を
得
て
朝
鮮
国
の
臣
民
を
慰
め
た
い
と
の
意
向
を
伝
え
た
と
こ
ろ
︑
礼
部
尚
書
は
﹁
爾
が
国
の
宗
系
︑
已
に
改
正
を
許
せ
り
︒
即
ち
奏
草
を
具
う
る
に
︑
闕
内
斎
を
罷
む
る
を
待
ち
て
後
︑
當
に
入
奏
す
べ
し
︒
勅
書
も
亦
た
當
に
題
請
す
べ
し
﹂
と
回
答
し
て
お
り
︑
交
渉
は
順
調
に
進
ん
だ
︵
史
料
②
︶︒
当
時
の
礼
部
尚
書
李
春
芳
は
︑
今
回
の
件
を
前
年
厳
嵩
に
か
わ
っ
て
首
輔
大
学
士
と
な
っ
た
閣
臣
の
筆
頭
徐
階
に
諮
り
︑
ま
た
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
を
す
み
や
か
に
印
刷
で
き
る
よ
う
資
材
の
購
入
と
工
匠
の
雇
用
を
指
示
し
た
と
い
う
︒
首
輔
大
学
士
の
協
力
の
も
と
﹁
即
ち
部
内
に
於
い
て
改
刊
し
︑
多
日
な
ら
ざ
る
の
内
に
訖
わ
る
﹂
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
︑
数
日
内
に
礼
部
で
改
定
刊
行
さ
れ
た
の
は
内
閣
所
蔵
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
大
過
(
)
な
い
︒
す
で
に
趙
士
秀
は
﹁
礼
部
の
蔵
す
る
所
は
則
ち
115
是
れ
乃
ち
草
稿
な
り
﹂
と
判
断
し
て
お
り
︑
草
稿
の
礼
部
所
蔵
本
を
改
刊
し
た
と
こ
ろ
で
意
味
を
な
さ
な
い
︒
そ
の
う
え
礼
部
尚
書
は
﹁
西
成
宮
﹂
つ
ま
り
紫
禁
城
の
西
側
の
禁
苑
︵
西
苑
︶
に
築
か
れ
た
萬
(
)
寿
宮
に
て
直
接
勅
書
を
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拝
領
し
︑
礼
部
に
戻
っ
て
李
陽
元
に
手
渡
す
な
ど
︑
奏
請
使
一
行
に
は
好
意
的
な
人
物
に
映
っ
た
よ
う
で
あ
る
︵
史
料
③
︶︒
礼
部
尚
書
の
真
意
は
︑
い
ず
れ
謝
恩
使
派
遣
の
際
に
明
ら
か
と
な
ろ
う
︒
弑
逆
の
件
で
は
永
楽
元
年
以
降
︑
朝
鮮
側
が
も
っ
ぱ
ら
宗
系
改
正
を
要
請
す
る
交
渉
に
力
点
を
置
い
た
た
め
︑
高
麗
王
氏
殺
害
と
い
う
汚
名
を
す
す
ぐ
交
渉
に
不
備
が
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
し
た
︒
し
か
し
今
回
︑
礼
部
は
従
前
の
聖
旨
を
年
代
ご
と
に
精
査
し
て
特
別
に
改
正
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
礼
部
の
題
本
に
は
朝
鮮
が
﹁
訾そし
り
詬
は
ず
か
しめ
を
蒙
る
を
恥
じ
て
昭
雪
を
急
ぐ
﹂
と
あ
り
︑
嘉
靖
帝
の
勅
書
に
は
﹁
瑕
を
滌すす
ぎ
垢
を
蕩あら
い
︑
炳
ら
か
な
る
こ
と
日
星
の
如
し
﹂
と
み
(
)
え
る
︒
こ
う
し
た
言
辞
か
ら
李
陽
元
は
︑
王
氏
殺
害
と
い
う
不
名
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誉
な
誤
解
が
こ
こ
に
す
す
が
れ
た
と
解
釈
し
た
︵
史
料
④
︶︒
李
陽
元
の
最
後
の
報
告
は
正
使
金
澍
の
訃
報
で
あ
る
︒
北
京
到
着
後
︑
金
澍
は
下
痢
に
襲
わ
れ
た
︒
九
月
に
な
っ
て
や
や
回
復
し
た
も
の
の
︑
一
〇
日
ば
か
り
し
て
目
眩
と
発
熱
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
︑
金
澍
は
九
月
一
七
日
夕
刻
桑野：朝鮮明宗代の対明外交交渉37
に
死
去
し
た
︒
礼
部
尚
書
も
提
督
主
事
も
哀
悼
の
意
を
表
し
︑
俸
給
の
ほ
か
棺
の
購
入
資
金
ま
で
提
供
し
た
と
(
)
い
う
︒
こ
う
し
た
事
情
か
ら
病
床
に
あ
っ
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た
正
使
に
か
わ
り
︑
書
状
官
の
李
陽
元
が
実
質
的
な
正
使
と
し
て
礼
部
と
の
外
交
交
渉
を
進
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
加
え
て
︑
奏
請
使
に
同
行
し
た
安
自
命
・
崔
世
協
・
林
芑
・
李
世
灝
ら
四
名
の
担
当
任
務
と
そ
の
成
果
を
報
告
す
る
︵
史
料
⑤
︶︒
こ
の
四
名
の
う
ち
︑
林
芑
は
礼
部
と
の
外
交
交
渉
に
あ
た
っ
て
呈
文
の
製
述
を
担
当
(
)
し
た
︒
林
芑
が
か
つ
て
明
宗
一
一
年
に
漢
吏
学
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官
の
立
場
か
ら
奏
請
使
の
派
遣
を
上
疏
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
︒
こ
の
日
︑
漢
城
で
は
ま
ず
文
武
百
官
が
嘉
靖
帝
の
勅
書
を
迎
え
︑
明
宗
は
昌
慶
宮
正
殿
の
明
政
殿
に
て
全
国
に
恩
赦
令
を
下
(
)
し
た
︒
中
宗
三
五
年
に
権
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迦
が
宗
系
改
正
の
勅
書
を
も
た
ら
し
た
際
の
前
例
に
な
ら
い
︑
こ
の
﹁
国
家
無
前
の
大
慶
﹂
を
祝
う
べ
く
司
憲
府
の
反
対
論
を
却
下
し
て
ま
で
実
施
し
た
恩
赦
令
で
(
)
あ
る
︒
ま
た
明
宗
は
客
死
し
た
正
使
金
澍
と
書
状
官
を
務
め
た
李
121
陽
元
の
み
な
ら
ず
︑
通
事
の
行
司
勇
安
自
命
︑
前
司
訳
院
正
崔
世
協
そ
し
て
漢
吏
学
官
林
芑
ら
に
対
し
て
も
奴
婢
と
土
田
を
下
賜
の
う
え
加
資
(
)
し
た
︒
史
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臣
が
﹁
安
自
命
等
三
人
倶
に
賤
類
を
以
て
す
ら
︑
一
朝
に
し
て
濫
り
に
金
玉
の
班
に
躋のぼ
る
﹂
と
批
判
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
︒
そ
の
う
え
︑
勅
書
と
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
改
刊
本
を
捧
げ
持
っ
て
帰
国
し
た
内
官
二
名
ま
で
加
資
の
対
象
と
な
っ
た
︒
寺
人
︵
内
官
︶
が
﹁
勅
と
會
典
を
伝
え
捧
ぐ
る
は
乃
ち
其
の
職
な
り
﹂
と
︑
史
臣
は
批
判
を
加
(
)
え
る
︒
北
京
に
て
客
死
し
た
金
澍
と
実
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際
に
指
揮
を
執
っ
た
書
状
官
は
と
も
か
く
︑
安
自
命
以
下
三
名
の
﹁
賤
類
﹂
と
内
官
二
名
に
対
す
る
褒
賞
は
当
時
の
司
憲
府
・
司
諫
院
に
と
っ
て
過
剰
に
映
り
︑
王
命
の
撤
回
を
求
め
た
が
︑
明
宗
は
臺
諫
の
意
見
を
こ
と
ご
と
く
退
(
)
け
た
︒
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奏
請
使
一
行
の
帰
国
後
︑
朝
鮮
政
府
は
一
二
月
下
旬
に
工
曹
参
判
権
應
昌
を
刑
曹
判
書
に
昇
格
さ
せ
︑
明
に
派
遣
し
て
謝
恩
表
を
奉
(
)
っ
た
︒
書
状
官
と
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し
て
同
行
し
た
の
は
弘
文
館
副
校
理
︵
従
五
品
︶
具
思
孟
で
あ
(
)
ろ
う
︒
謝
恩
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使
権
應
昌
は
宗
系
改
正
に
尽
力
し
た
礼
部
尚
書
李
春
芳
に
朝
鮮
人
蔘
の
ほ
か
硯
・
咨
文
紙
な
ど
︑
明
の
士
大
夫
に
好
ま
れ
た
文
具
類
を
贈
っ
て
い
る
︒
礼
曹
に
よ
れ
ば
︑
今
回
の
宗
系
弁
誣
の
奏
請
に
際
し
て
は
礼
部
尚
書
の
周
旋
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
︑
礼
部
で
は
匠
人
を
募
っ
て
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
刻
板
・
印
刷
の
行
程
を
進
め
る
な
ど
︑﹁
尚
書
︑
其
れ
汝
等
の
為
に
盡
力
す
る
の
意
を
以
て
屢
し
ば
言
の
端
に
発
し
︑
多
く
徳
色
を
示
す
﹂
態
度
を
み
せ
た
と
い
う
︒
礼
曹
と
し
て
は
︑
こ
う
し
た
謝
礼
は
﹁
此
れ
実
に
文
房
の
用
う
る
所
に
し
て
︑
亦
た
金
銀
・
珠
玉
・
寶
貨
の
比
に
非
ざ
る
に
︑
措
辞
に
易
し
﹂
と
の
立
場
で
あ
っ
た
︒
朝
鮮
人
蔘
は
と
も
か
く
︑
硯
や
咨
文
紙
は
礼
部
の
業
務
に
は
必
要
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
数
量
も
具
体
的
に
人
蔘
三
〇
斤
︑
咨
文
紙
二
〇
張
︑
硯
二
面
︑
高
品
質
の
油
芚
︵
厚
手
の
油
紙
︶
六
浮
︑
と
記
録
に
残
る
︒
史
臣
は
﹁
人
臣
の
義
に
私
交
無
し
︒
而
る
に
尚
書
︑
盡
力
の
意
を
以
て
多
く
徳
色
を
示
す
と
云
わ
ば
︑
則
ち
其
の
人
知
る
べ
し
︒
而
し
て
礼
曹
︑
賄
賂
を
以
て
相
い
結
ば
ん
と
欲
せ
ば
︑
則
ち
亦
た
非
な
り
﹂
と
や
は
り
批
判
を
加
え
る
が
︑
礼
部
尚
書
の
﹁
徳
色
﹂
に
対
す
る
﹁
賄
賂
﹂
は
︑
明
宗
が
礼
曹
の
要
請
を
受
け
入
れ
た
結
果
で
(
)
あ
る
︒
時
代
は
や
や
下
が
る
が
︑
一
七
世
紀
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に
朝
鮮
の
定
期
使
節
が
四
〇
斤
か
ら
五
〇
斤
の
人
蔘
を
明
の
皇
室
に
献
上
(
)
し
た
こ
と
か
ら
み
て
︑
礼
部
尚
書
へ
の
贈
答
品
と
し
て
準
備
し
た
人
蔘
三
〇
128
斤
は
破
格
の
対
応
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
︒
後
日
︑
漢
城
に
戻
っ
た
権
應
昌
は
︑
李
春
芳
は
非
礼
を
理
由
に
み
ず
か
ら
謝
礼
を
受
け
取
る
こ
と
を
拒
ん
だ
た
め
︑
提
督
主
事
に
託
し
て
送
り
届
け
た
︑
と
復
命
報
告
し
た
︒﹁
主
事
受
く
る
所
の
物
は
皆
な
尚
書
の
家
に
送
る
︒
蓋
し
尚
書
は
自
ら
取
る
に
難
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く
︑
主
事
を
し
て
代
わ
り
て
受
け
せ
し
む
﹂
と
い
う
の
が
︑
当
時
の
明
官
界
の
マ
ナ
ー
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら
(
)
れ
る
︒
宗
系
改
正
を
め
ぐ
る
贈
収
賄
は
す
で
129
に
中
宗
二
八
年
五
月
頃
よ
り
恒
常
化
し
て
(
)
お
り
︑
朝
鮮
政
府
と
し
て
は
対
明
130
外
交
交
渉
の
一
環
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
︒
さ
ら
に
︑
礼
曹
と
三
公
の
尹
元
衡
・
李
浚
慶
・
沈
通
源
以
下
︑
領
府
事
尚
震
・
鈴
平
府
院
君
尹
漑
を
中
心
に
﹁
大
慶
後
の
別
試
﹂
の
協
議
に
入
り
︑
翌
年
の
明
宗
一
九
年
一
〇
月
に
宗
系
改
正
別
試
が
実
施
さ
(
)
れ
た
︒﹁
無
前
莫
大
131
之
慶
﹂
を
祝
う
別
試
を
実
施
す
れ
ば
︑
朝
鮮
の
多
く
の
士
人
に
﹁
皇
恩
﹂
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
︒
こ
の
年
は
三
年
に
一
度
の
式
年
試
に
あ
た
る
た
め
︑﹁
科
挙
重
畳
﹂
に
よ
る
弊
害
を
憂
慮
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
︑
式
年
試
終
了
後
の
秋
季
に
別
試
を
実
施
す
る
こ
と
が
年
末
の
時
点
で
決
定
し
て
(
)
い
た
︒
つ
ま
り
︑
明
宗
は
奏
請
使
金
澍
と
書
状
官
李
陽
元
の
外
交
交
渉
を
高
132
く
評
価
し
︑
嘉
靖
帝
に
よ
る
宗
系
改
正
の
降
勅
を
国
家
莫
大
の
慶
事
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
︒
と
は
い
え
︑
嘉
靖
帝
自
身
が
朝
中
間
の
宗
系
弁
誣
問
題
に
対
し
て
積
極
的
に
対
応
し
て
い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
︒
李
陽
元
の
復
命
報
告
に
み
た
ご
と
く
︑
嘉
靖
帝
は
政
務
を
執
る
こ
と
な
く
日
々
道
観
に
て
祈
祷
に
明
け
く
れ
て
い
た
︒
と
な
れ
ば
︑
今
回
の
嘉
靖
帝
に
よ
る
勅
書
は
礼
部
尚
書
李
春
芳
の
周
旋
︵
も
し
く
は
﹁
徳
色
﹂︶
に
よ
り
実
現
し
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
︒
そ
の
嘉
靖
帝
は
在
位
四
六
年
目
の
一
五
六
六
年
︵
明
宗
二
一
︶
一
二
月
に
紫
禁
城
後
宮
の
乾
清
宮
に
て
死
去
し
︑
王
権
の
強
化
に
努
め
た
朝
鮮
国
王
明
宗
も
そ
の
翌
年
六
月
に
三
四
歳
で
生
涯
を
閉
(
)
じ
た
︒
明
宗
代
の
対
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明
外
交
交
渉
に
よ
り
礼
部
と
内
閣
に
所
蔵
さ
れ
る
二
種
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
を
確
認
で
き
た
も
の
の
︑
こ
の
宗
系
弁
誣
問
題
は
第
一
四
代
朝
鮮
国
王
の
宣
祖
代
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
︒
む
す
び
以
上
︑
本
稿
で
は
朝
鮮
明
宗
代
に
将
来
さ
れ
た
二
種
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
写
本
︵
逸
文
︶
に
注
目
し
︑
宗
系
弁
誣
問
題
の
展
開
様
相
を
朝
鮮
と
明
の
実
録
記
事
を
中
心
に
整
理
・
分
析
し
た
︒
当
該
期
に
お
け
る
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
刊
行
の
情
報
収
集
を
め
ぐ
る
対
明
外
交
交
渉
の
実
相
を
要
約
す
れ
ば
︑
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
︒
︵
１
︶﹃
嘉
靖
会
典
﹄
五
三
巻
は
嘉
靖
二
九
年
︵
明
宗
五
︑
一
五
五
〇
︶
五
月
に
完
成
し
︑
そ
の
情
報
は
一
年
八
ヶ
月
後
の
明
宗
七
年
正
月
に
朝
鮮
政
府
に
も
た
ら
さ
れ
た
︒
冬
至
使
韓
貨
が
北
京
に
て
私
貨
に
よ
り
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
﹁
事
例
﹂
の
写
本
一
冊
を
購
入
し
︑
漢
城
に
帰
国
し
た
か
ら
で
あ
る
︒﹃
嘉
靖
会
典
﹄
は
現
存
し
な
い
が
︑
こ
の
写
本
の
内
容
は
内
閣
所
蔵
の
正
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
の
ち
に
判
明
す
る
︒
永
楽
元
年
︵
太
宗
三
︶
の
李
彬
︑
嘉
靖
八
年
︵
中
宗
二
四
︶
の
柳
溥
に
よ
る
弁
明
を
明
記
し
て
李
氏
王
室
の
宗
系
と
王
氏
弑
逆
の
誤
伝
は
解
消
さ
れ
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄﹁
事
例
﹂
の
骨
子
は
朝
鮮
の
貢
期
と
朝
鮮
使
節
に
対
す
る
礼
遇
措
置
を
含
め
︑
の
ち
﹃
萬
暦
会
典
﹄
朝
貢
条
の
筆
頭
に
あ
る
﹁
朝
鮮
国
﹂
の
条
文
に
ほ
ぼ
継
承
さ
れ
る
︒
こ
こ
に
朝
中
間
の
外
交
交
渉
は
転
換
期
を
迎
え
た
︒
し
か
し
︑
明
宗
九
年
に
冬
至
使
鄭
裕
は
礼
部
尚
書
王
用
賓
に
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
頒
降
の
周
旋
を
依
頼
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
拒
否
さ
れ
︑
か
つ
て
柳
溥
一
行
の
質
正
官
と
し
て
赴
京
し
た
右
議
政
尹
漑
も
﹁
大
礼
の
議
﹂
を
め
ぐ
っ
て
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
編
纂
事
業
が
頓
挫
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
お
よ
ん
で
お
り
︑
朝
鮮
政
府
中
枢
で
は
奏
請
使
派
遣
反
対
論
が
大
勢
を
占
め
た
︒
明
で
は
い
ま
だ
嘉
靖
帝
が
視
朝
す
る
こ
と
な
く
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
御
覧
も
済
ま
せ
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
も
慎
重
論
を
後
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押
し
す
る
結
果
と
な
っ
た
︒
︵
２
︶
明
宗
一
一
年
に
は
三
度
の
赴
京
経
験
を
持
つ
庶
孽
出
身
の
漢
吏
学
官
林
芑
が
上
疏
し
︑
奏
請
使
派
遣
論
が
再
浮
上
し
た
︒
朝
鮮
が
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
は
序
列
第
一
位
の
朝
貢
国
で
あ
る
と
い
う
自
負
心
も
あ
り
︑
明
宗
が
過
去
一
〇
年
間
︑
宗
系
弁
誣
奏
請
使
を
派
遣
し
な
か
っ
た
こ
と
に
拘
泥
す
べ
き
で
は
な
い
と
説
き
︑
領
議
政
沈
連
源
を
は
じ
め
政
府
中
枢
の
支
持
を
得
た
︒
翌
年
正
月
に
届
い
た
冬
至
使
沈
通
源
か
ら
の
報
告
も
追
い
風
と
な
る
︒
沈
通
源
は
礼
部
所
蔵
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
草
稿
本
を
実
見
し
︑
通
事
の
協
力
の
も
と
改
正
箇
所
の
謄
写
に
成
功
し
た
︒
そ
の
う
え
礼
部
尚
書
呉
山
は
来
る
べ
き
聖
節
使
の
派
遣
に
際
し
︑
朝
鮮
国
王
の
奏
請
文
を
持
た
せ
る
よ
う
助
言
し
た
か
ら
で
あ
る
︒
朝
鮮
政
府
の
対
応
は
迅
速
で
あ
り
︑
ま
も
な
く
四
月
に
奏
請
使
趙
士
秀
と
聖
節
使
宋
麒
寿
を
北
京
に
派
遣
し
た
︒
宗
系
弁
誣
奏
請
使
の
派
遣
は
中
宗
一
三
年
の
南
袞
︑
中
宗
三
四
年
の
権
迦
に
つ
づ
い
て
三
度
目
で
あ
る
︒
奏
請
文
と
は
別
途
に
太
祖
李
成
桂
の
四
代
祖
を
明
記
し
た
呈
文
を
礼
部
に
提
出
し
た
趙
士
秀
は
︑
帰
国
間
際
に
礼
部
所
蔵
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
草
稿
本
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
︑
か
つ
て
沈
通
源
が
写
し
取
っ
た
内
容
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
す
る
︒
内
閣
所
蔵
本
と
比
較
す
る
と
︑
礼
部
所
蔵
本
は
や
や
冗
長
で
あ
っ
て
︑﹃
大
明
一
統
志
﹄
の
朝
鮮
関
連
条
文
を
参
照
し
た
形
跡
が
あ
る
︒
趙
士
秀
は
嘉
靖
帝
の
勅
書
こ
そ
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
︑
宗
系
改
正
は
も
は
や
疑
う
余
地
は
な
い
︒
た
だ
し
︑
一
連
の
情
報
漏
洩
が
表
面
化
す
る
こ
と
を
懸
念
し
︑
朝
鮮
政
府
は
謝
恩
使
の
派
遣
を
見
送
っ
た
︒
︵
３
︶
そ
し
て
明
宗
一
八
年
に
奏
請
兼
進
賀
使
金
澍
・
書
状
官
李
陽
元
︵
い
ず
れ
も
の
ち
光
国
二
等
功
臣
︶
が
聖
節
使
李
友
閔
と
と
も
に
明
に
派
遣
さ
れ
た
︒
前
年
に
﹃
永
楽
大
典
﹄
の
副
本
作
成
と
の
情
報
を
聖
節
使
の
書
啓
を
通
じ
て
入
手
し
た
が
︑
そ
の
構
成
か
ら
推
し
て
宗
系
誤
伝
の
可
能
性
は
低
く
︑
政
府
高
官
は
む
し
ろ
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
頒
降
の
目
処
が
立
っ
て
い
な
い
こ
と
に
苛
立
ち
を
覚
え
て
い
た
︒
お
り
し
も
北
京
で
は
紫
禁
城
皇
極
殿
が
重
建
竣
工
し
︑
朝
貢
ル
ー
ト
の
疲
弊
も
勘
案
し
つ
つ
金
澍
が
そ
の
進
賀
使
を
兼
ね
︑
李
子
春
︱
李
成
桂
の
系
譜
を
明
政
府
に
強
調
す
る
こ
と
に
な
る
︒
正
使
の
金
澍
は
北
京
の
玉
河
館
に
て
客
死
し
た
が
︑
在
位
中
に
三
度
目
の
奏
請
に
接
し
た
嘉
靖
帝
は
桓
祖
李
子
春
の
名
を
採
録
す
る
と
の
勅
書
を
降
し
た
︒
い
ま
だ
嘉
靖
帝
が
視
朝
し
な
い
な
か
︑
今
回
の
外
交
交
渉
の
成
功
は
礼
部
尚
書
李
春
芳
の
周
旋
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
︒
正
使
の
急
死
に
よ
り
北
京
で
は
書
状
官
の
李
陽
元
が
指
揮
を
執
り
︑
帰
国
後
は
同
行
し
た
通
事
と
内
官
ま
で
加
資
と
恩
賞
に
あ
ず
か
っ
た
︒
こ
の
奏
請
使
一
行
は
礼
部
改
刊
の
内
閣
本
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
を
持
ち
帰
っ
て
い
る
が
︑
そ
の
逸
文
は
実
録
記
事
に
残
っ
て
い
な
い
︒
朝
鮮
政
府
は
す
ぐ
さ
ま
北
京
に
謝
恩
使
を
派
遣
し
︑﹁
人
臣
の
義
に
私
交
無
し
﹂
と
は
い
え
礼
部
尚
書
に
は
朝
鮮
人
蔘
の
ほ
か
文
具
類
を
贈
る
一
方
︑
漢
城
で
は
翌
年
一
〇
月
に
宗
系
改
正
別
試
を
実
施
し
て
国
家
莫
大
の
慶
事
を
祝
い
︑﹁
皇
恩
﹂
に
感
謝
し
た
の
で
あ
る
︒
む
ろ
ん
︑
朝
中
間
の
宗
系
弁
誣
問
題
は
萬
暦
一
五
年
に
﹃
萬
暦
会
典
﹄
二
二
三
巻
が
完
成
し
︑
そ
の
全
冊
が
朝
鮮
に
頒
賜
さ
れ
る
宣
祖
代
中
盤
に
決
着
す
る
︒
朝
鮮
宣
祖
代
に
お
け
る
こ
の
対
明
外
交
交
渉
の
展
開
様
相
は
︑
光
国
功
臣
選
定
事
情
の
分
析
と
あ
わ
せ
︑
次
な
る
課
題
と
し
た
い
︒
︻
附
記
︼
本
稿
は
︑
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
九
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
︵
基
盤
研
究
Ｃ
︒
研
究
課
題
﹁
朝
鮮
前
期
の
対
明
外
交
交
渉
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
﹂︑
課
題
番
号
一
九
五
二
〇
六
一
六
︶
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
︒
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註
︵
１
︶
末
松
保
和
﹃
高
麗
朝
史
と
朝
鮮
朝
史
︵
末
松
保
和
朝
鮮
史
著
作
集
５
︶﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
六
年
一
〇
月
︶﹁
麗
末
鮮
初
に
於
け
る
対
明
関
係
﹂︵
初
出
は
﹃
史
学
論
叢
︵
京
城
帝
国
大
学
文
学
会
論
纂
第
一
〇
輯
︶﹄
第
二
︑
岩
波
書
店
︑
一
九
四
一
年
一
一
月
︶
の
﹁
第
十
二
章
宗
系
弁
誣
の
発
端
﹂︒
そ
の
後
︑
金
暻
緑
﹁
朝
鮮
初
期
宗
系
辨
誣
의
展
開
様
相
과
対
明
関
係
﹂︵﹃
国
史
館
論
叢
﹄
第
一
〇
八
輯
︑
果
川
︑
二
〇
〇
六
年
六
月
︶
が
﹃
皇
明
祖
訓
﹄
の
形
成
過
程
を
整
理
し
つ
つ
︑
こ
の
問
題
の
発
端
を
論
じ
た
︒
こ
の
ほ
か
李
成
珪
︵
朴
永
哲
訳
︶﹁
明
・
清
史
書
の
朝
鮮
﹃
曲
筆
﹄
と
朝
鮮
に
よ
る
﹃
弁
誣
﹄﹂︵﹃
人
文
知
の
新
た
な
総
合
に
向
け
て
︱
第
二
回
報
告
書
Ⅰ
︹
歴
史
篇
︺﹄
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
︑
二
〇
〇
四
年
三
月
︒
原
載
は
﹃
五
松
李
公
範
教
授
停
年
紀
念
東
洋
史
論
叢
﹄
知
識
産
業
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
三
年
九
月
︶
六
三
～
六
六
頁
︑
朴
成
柱
﹁
조
선
전
기
朝
・
明
관
계
에
서
의
宗
系
문
제
﹂︵﹃
慶
州
史
学
﹄
第
二
二
輯
︑
慶
州
︑
二
〇
〇
三
年
一
二
月
︶
が
そ
の
概
要
を
述
べ
た
︒
︵
２
︶
た
と
え
ば
林
基
中
﹃
연
행
록
연
구
﹄︵
一
志
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
二
年
六
月
︶︑
夫
馬
進
︵
河
政
植
他
訳
︶﹃
연
행
사
와
통
신
사
﹄︵
新
書
苑
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
八
年
五
月
︶
の
ほ
か
︑
曺
圭
益
他
編
﹃
연
행
록
연
구
총
서
﹄︵
学
古
房
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
六
年
九
月
︶
全
一
〇
巻
の
刊
行
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒
ま
た
﹃
明
清
史
研
究
﹄
第
三
〇
輯
︵
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
︶
は
﹁
燕
行
学
と
韓
中
関
係
﹂
の
特
集
を
組
み
︑
崔
韶
子
﹁b
燕
行
録
c
연
구
를
위
한
제
언
﹂
以
下
︑
六
編
の
論
考
を
収
録
す
る
︒
︵
３
︶
権
仁
溶
﹁
世
紀
中
国
使
臣
의
朝
鮮
認
識
︱
龔
用
卿
의
﹃
使
朝
鮮
16
録
﹄
을
中
心
으
로
﹂︵
朴
元
鎬
他
﹃
～
세
기
중
국
인
의
조
선
15
19
인
식
﹄
高
句
麗
研
究
財
団
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
五
年
九
月
︶︒
同
﹁
明
中
期
朝
鮮
의
宗
系
弁
誣
와
対
明
外
交
︱
権
橃
의
﹃
朝
天
録
﹄
을
中
心
으
로
﹂︵﹃
明
清
史
研
究
﹄
第
二
四
輯
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
︶︒
︵
４
︶
李
成
珪
﹁
陰
崖
李
耔
의
対
中
国
外
交
︱
正
徳
本
︽
大
明
會
典
︾
의
朝
鮮
記
事
改
正
問
題
를
중
심
으
로
﹂︵
鄭
萬
祚
他
﹃
음
애
이
자
와
기
묘
사
림
﹄
知
識
産
業
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
四
年
五
月
︶︒
こ
の
論
考
は
︑
趙
光
祖
と
と
も
に
己
卯
士
林
の
革
新
政
治
を
主
導
し
た
李
耔
を
再
照
明
す
る
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
公
表
さ
れ
た
︒
筆
者
が
こ
の
論
考
の
存
在
に
気
づ
い
た
の
は
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
に
ソ
ウ
ル
大
学
校
中
央
図
書
館
に
て
史
料
調
査
中
の
こ
と
で
あ
り
︑
不
明
を
お
詫
び
す
る
︒
︵
５
︶
桑
野
栄
治
﹁
朝
鮮
中
宗
代
に
お
け
る
宗
系
弁
誣
問
題
の
再
燃
﹂︵﹃
久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要
︵
国
際
文
化
学
科
編
︶﹄
第
二
五
号
︑
二
〇
〇
八
年
三
月
︶︒
同
﹁
朝
鮮
中
宗
二
〇
年
代
の
対
明
外
交
交
渉
︱
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
編
纂
の
情
報
収
集
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹃
東
洋
史
研
究
﹄
第
六
七
巻
第
三
号
︑
二
〇
〇
八
年
一
二
月
︶︒
同
﹁
朝
鮮
中
宗
三
〇
年
代
に
お
け
る
対
明
外
交
交
渉
︱
宗
系
弁
誣
問
題
を
め
ぐ
っ
て
﹂
︵﹃
久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要
︵
国
際
文
化
学
科
編
︶﹄
第
二
六
号
︑
二
〇
〇
九
年
三
月
︶︒
︵
６
︶
山
根
幸
夫
﹁
明
・
清
の
会
典
﹂︵
滋
賀
秀
三
編
﹃
中
国
法
制
史
︱
基
本
資
料
の
研
究
﹄
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
九
三
年
二
月
︶
四
八
二
桑野：朝鮮明宗代の対明外交交渉41
頁
︒
︵
７
︶
朴
成
柱
︑
前
掲
﹁
조
선
전
기
朝
・
明
관
계
에
서
의
宗
系
문
제
﹂
二
〇
七
～
二
〇
八
頁
︒
︵
８
︶
金
暻
緑
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
初
期
宗
系
辨
誣
의
展
開
様
相
과
対
明
関
係
﹂
一
四
八
頁
︒
︵
９
︶
桑
野
栄
治
﹁
朝
鮮
版
﹃
正
徳
大
明
会
典
﹄
の
成
立
と
そ
の
現
存
︱
朝
鮮
前
期
対
明
外
交
交
渉
と
の
関
連
か
ら
﹂︵﹃
朝
鮮
文
化
研
究
﹄
第
五
号
︑
東
京
大
学
文
学
部
朝
鮮
文
化
研
究
室
︑
一
九
九
八
年
三
月
︶︒
蓬
左
文
庫
本
﹃
正
徳
会
典
﹄
に
関
す
る
最
近
の
書
誌
学
的
整
理
は
千
恵
鳳
﹃
日
本
蓬
左
文
庫
韓
国
典
籍
﹄︵
知
識
産
業
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
三
年
六
月
︶﹁
第
二
部
Ⅱ
．
子
部
﹂
一
一
五
～
一
一
七
頁
︒
ま
た
全
寅
初
主
編
﹃
韓
国
所
蔵
中
国
漢
籍
総
目
﹄
二
︵
史
部
︶︵
学
古
房
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
五
年
六
月
︶﹁
一
三
︑
政
書
類
﹂
四
六
五
～
四
六
七
頁
に
韓
国
の
古
書
目
録
よ
り
﹃
大
明
会
典
﹄
七
件
の
書
誌
デ
ー
タ
を
抽
出
す
る
が
︑
こ
の
う
ち
朝
鮮
版
の
三
件
は
い
ず
れ
も
零
本
で
あ
っ
て
︑
完
本
の
存
在
は
い
ま
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
︒
︵
︶
震
檀
学
会
編
︵
李
相
佰
著
︶﹃
韓
国
史
︵
近
世
前
期
篇
︶﹄︵
乙
酉
文
10
化
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
六
二
年
三
月
︶﹁
第
二
編
第
五
章
士
禍
・
党
争
﹂
五
五
〇
・
五
五
八
頁
︒
国
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
한
국
사
︵
30
조
선
중
기
의
정
치
와
경
제
︶﹄︵
同
委
員
会
︑
果
川
︑
一
九
九
八
年
一
二
月
︶﹁
Ⅰ
２
．
사
림
의
득
세
﹂︵
執
筆
は
李
樹
健
︶
一
四
・
二
〇
頁
︒
︵
︶
李
秉
烋
﹃
朝
鮮
前
期
士
林
派
의
現
実
認
識
과
対
応
﹄︵
一
潮
閣
︑
11
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
九
年
一
一
月
︶﹁
第
３
篇
第
５
章
冲
斎
権
橃
의
時
代
와
그
의
現
実
対
応
﹂︵
初
出
は
﹃
李
基
白
先
生
古
稀
紀
念
韓
国
史
学
論
叢
︵
下
︶﹄
一
潮
閣
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
四
年
一
〇
月
︶
三
七
〇
～
三
七
二
頁
︒﹃
冲
斎
先
生
文
集
﹄︵﹃
影
印
標
点
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
民
族
文
化
推
進
会
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
八
八
年
一
二
月
︑
19
所
収
︒
底
本
は
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
蔵
本
︶
年
譜
︒
権
橃
は
宣
祖
即
位
年
一
〇
月
に
名
誉
回
復
と
な
る
︒
︵
︶﹃
中
宗
実
録
﹄
巻
三
四
︑
一
三
年
一
一
月
庚
申
︵
二
四
日
︶
条
︒
12
︵
︶﹁
即
高
麗
︑
其
李
仁
人ママ
及
子
李
成
桂
今
名
旦
者
︑
自
洪
武
六
年
至
洪
13
武
二
十
八
年
︑
首
尾
凡
弑
王
氏
四
王
︑
姑
待
之
﹂︵﹃
正
徳
大
明
会
典
﹄
巻
九
六
︑
礼
部
五
五
︑
朝
貢
一
︑
皇
明
祖
訓
︑
朝
鮮
国
条
割
註
︶︒
︵
︶
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
版
﹃
正
徳
大
明
会
典
﹄
の
成
立
と
そ
の
現
14
存
﹂
四
～
八
頁
︒
︵
︶﹁
伝
曰
︑
大
明
會
典
宗
系
改
正
事
︑
前
者
皇
帝
至
下
勅
書
︑
故
日
望
15
其
改
正
︑
而
至
今
無
黒
白
︑
来
二
十
五
日
︑
礼
官
及
大
臣
詣
闕
時
︑
同
議
奏
請
之
事
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
一
︑
六
年
六
月
己
卯
︹
二
二
日
︺
条
︶︒
︵
︶
衛
社
一
等
功
臣
の
筆
頭
で
あ
る
李
芑
は
明
宗
五
年
八
月
頃
よ
り
中
風
16
の
た
め
朝
廷
に
出
仕
で
き
な
い
ま
ま
領
議
政
職
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
︑
の
ち
明
宗
七
年
四
月
に
死
去
す
る
と
︑
沈
連
源
・
尚
震
・
尹
漑
ら
に
よ
る
議
政
府
体
制
に
入
る
︒
禹
仁
秀
﹁
朝
鮮
明
宗
朝
衛
社
功
臣
의
性
分
과
動
向
﹂︵﹃
大
丘
史
学
﹄
第
三
四
輯
︑
大
邱
︑
一
九
八
八
年
六
月
︶
二
三
頁
︒
︵
︶
韓
貨
は
赴
京
に
際
し
て
従
二
品
の
礼
曹
参
判
を
授
か
っ
た
︒﹃
明
宗
17
実
録
﹄
巻
一
二
︑
六
年
八
月
戊
辰
︵
一
三
日
︶
条
︒﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
三
七
九
︑
嘉
靖
三
〇
年
一
一
月
己
丑
︵
五
日
︶
条
︒
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︵
︶﹃
中
宗
実
録
﹄
巻
七
四
︑
二
八
年
五
月
乙
巳
︵
三
日
︶
条
︒
桑
野
栄
18
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
二
〇
年
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂
八
八
頁
︒
︵
︶
大
澤
顯
浩
﹁
善
書
の
文
脈
︱
伝
承
の
生
成
と
知
識
の
階
層
性
﹂︵﹃
山
19
根
幸
夫
教
授
追
悼
記
念
論
叢
明
代
中
国
の
歴
史
的
位
相
︵
下
巻
︶﹄
汲
古
書
院
︑
二
〇
〇
七
年
六
月
︶
三
〇
〇
頁
︒
︵
︶﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
一
〇
〇
︑
嘉
靖
八
年
四
月
戊
辰
︵
三
日
︶
条
︒
20
浅
井
虎
夫
︵
瀧
川
政
次
郎
解
題
︶﹃
支
那
ニ
於
ケ
ル
法
典
編
纂
ノ
沿
革
﹄︵
汲
古
書
院
︑
一
九
七
七
年
四
月
復
刻
︒
初
版
は
京
都
法
学
会
︑
一
九
一
一
年
七
月
︶﹁
第
十
二
章
第
四
節
明
會
典
﹂
三
二
九
・
三
三
六
頁
︒
山
根
幸
夫
︑
前
掲
﹁
明
・
清
の
会
典
﹂
四
八
一
頁
︒
︵
︶
末
松
保
和
︑
前
掲
書
﹁
麗
末
鮮
初
に
於
け
る
対
明
関
係
﹂
二
四
三
21
頁
︒
金
暻
緑
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
初
期
宗
系
辨
誣
의
展
開
様
相
과
対
明
関
係
﹂
一
七
五
・
一
七
八
頁
︒
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
代
に
お
け
る
宗
系
弁
誣
問
題
の
再
燃
﹂
五
五
～
五
七
頁
︒
︵
︶
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
二
〇
年
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂
八
〇
22
～
八
五
頁
︒
︵
︶
邊
土
名
朝
有
﹃
明
代
冊
封
体
制
と
朝
貢
貿
易
の
研
究
﹄︵
新
星
出
版
︑
23
二
〇
〇
八
年
一
二
月
︶﹁
第
二
章
第
五
節
第
二
次
明
・
安
戦
争
の
終
結
と
朝
鮮
国
﹂
で
は
﹃
明
史
﹄
朝
鮮
伝
に
残
る
宗
系
弁
誣
問
題
に
触
れ
︑﹁
正
徳
帝
武
宗
は
朝
鮮
の
請
に
従
い
︑
改
正
を
命
じ
た
︒
し
か
し
明
朝
の
史
官
は
そ
の
皇
帝
の
命
令
を
無
視
し
て
そ
の
李
成
桂
に
関
す
る
記
事
を
最
後
ま
で
訂
正
し
な
か
っ
た
﹂
と
い
い
︑
嘉
靖
八
年
以
降
も
史
官
は
天
子
の
命
令
を
無
視
し
て
書
き
換
え
な
か
っ
た
と
解
説
す
る
︵
三
八
四
頁
の
脚
註
︶
が
︑
誤
解
を
招
く
︒
嘉
靖
帝
は
172
﹁
大
要
は
祖
宗
の
旧
章
を
以
て
主
と
為
し
︑
節
年
の
事
例
︑
後
に
附
書
す
﹂
よ
う
命
じ
て
お
り
︑
家
訓
書
た
る
﹃
皇
明
祖
訓
﹄
の
条
文
そ
れ
自
体
の
訂
正
は
命
じ
て
い
な
い
︒
︵
︶
実
際
に
は
明
宗
二
年
以
前
に
︑
た
と
え
ば
奏
請
使
権
橃
は
中
宗
三
四
24
年
一
一
月
に
国
子
監
の
孔
子
廟
と
北
京
南
郊
の
天
壇
を
参
観
し
て
い
る
︒﹃
冲
斎
先
生
文
集
﹄
巻
七
︑
朝
天
録
︑
世
宗
嘉
靖
一
八
年
一
一
月
七
日
・
二
〇
日
条
︒
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
三
〇
年
代
に
お
け
る
対
明
外
交
交
渉
﹂
六
五
頁
︒
︵
︶﹃
中
宗
実
録
﹄
巻
九
二
︑
三
五
年
二
月
戊
寅
︵
一
五
日
︶
条
︒
桑
野
25
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
三
〇
年
代
に
お
け
る
対
明
外
交
交
渉
﹂
六
七
頁
︒
︵
︶﹁
礼
曹
啓
曰
︑
冬
至
使
韓
貨
所
進
大
明
會
典
写
本
一
巻
下
本
曹
︑
即
26
與
大
臣
同
議
︑
則
庚
子
年
︵
＝
中
宗
三
五
年
︶
宗
系
改
正
勅
諭
到
国
︑
其
時
即
告
宗
廟
矣
︑
然
其
勅
辞
只
諭
将
改
正
之
意
︑
今
韓
貨
所
進
成
書
体
格
已
為
整
備
︑
辨
誣
措
辞
亦
甚
簡
切
︑
在
国
祖
受
誣
之
事
︑
中
廟
辨
雪
之
意
︑
両
無
所
憾
︑
諉
以
印
本
未
到
淹
置
大
慶
︑
至
為
未
安
︑
依
庚
子
年
例
︑
虔
告
宗
廟
︑
以
慰
列
聖
何
如
︑
伝
曰
︑
冬
至
使
復
命
之
日
啓
曰
︑
中
原
人
言
似
不
可
盡
信
︑
而
其
所
進
写
本
亦
以
私
貨
覧ママ
来
︑
故
自
上
別
無
所
教
矣
︑
庚
子
年
則
有
勅
書
︑
故
告
廟
矣
︑
此
則
雖
曰
成
書
︑
乃
写
本
也
︑
他
日
皇
帝
若
印
頒
︑
則
當
以
何
事
加
之
乎
︑
三
公
処
遣
史
官
収
議
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
三
︑
七
年
二
月
庚
申
︹
八
日
︺
条
︶︒
韓
貨
は
こ
の
二
日
前
に
帰
国
し
た
が
︑
復
命
報
告
は
記
録
に
残
っ
て
い
な
い
︵
同
書
巻
一
三
︑
七
年
二
月
戊
午
︹
六
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
三
公
議
︑
韓
貨
所
進
大
明
會
典
写
本
︑
其
於
宗
系
悪
名
辨
誣
之
事
27
明
白
簡
切
︑
依
庚
子
年
例
︑
申
告
宗
廟
為
當
︑
他
日
皇
上
頒
降
印
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本
︑
更
行
虔
告
︑
有
何
妨
乎
︑
伝
于
政
院
曰
︑
大
臣
之
議
如
此
︑
宗
系
改
正
実
一
国
莫
大
之
慶
︑
告
宗
廟
可
也
﹂﹁
伝
于
政
院
曰
︑
告
廟
則
不
得
已
為
之
︑
外
方
進
箋
勿
為
之
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
三
︑
七
年
二
月
辛
酉
︹
九
日
︺・
壬
戌
︹
一
〇
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
伝
于
領
議
政
沈
連
源
曰
︑︵
中
略
︶
且
宗
系
改
正
事
︑
我
国
之
慶
莫
28
大
於
此
︑
自
祖
宗
朝
累
為
奏
請
︑
雖
奉
聖
旨
許
改
正
︑
而
未
見
其
改
載
典
冊
伝
信
後
世
之
実
︑
故
中
宗
志
在
照
雪
︑
累
陳
祈
懇
︑
今
見
写
本
︑
改
正
分
明
︑
畢
竟
印
出
︑
則
安
有
如
此
太
慶
乎
︑
中
宗
大
王
之
功
甚
有
光
於
祖
宗
︑
今
欲
加
上
尊
号
︑
且
告
廟
之
後
︑
頒
赦
百
官
加
何
如
︑
古
人
雖
曰
赦
不
数
下
︑
然
亦
有
前
例
︑
其
議
之
︑
連
源
回
啓
曰
︑︵
中
略
︶
宗
系
改
正
事
聖
教
果
當
︑
但
加
上
尊
号
国
之
大
礼
︑
臣
不
能
独
断
︑
赦
及
百
官
加
︑
国
有
大
慶
︑
可
以
為
之
︑
然
並
欲
僉
議
以
啓
︑
答
曰
︑
知
道
︑
仍
伝
于
政
院
曰
︑
政
府
専
数
・
六
卿
・
判
尹
命
招
︑
以
此
意
議
啓
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
三
︑
七
年
二
月
壬
戌
︹
一
〇
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
領
議
政
沈
連
源
等
議
啓
︑
不
可
上
尊
号
・
頒
赦
・
百
官
加
事
︑
答
29
曰
︑
僉
議
不
可
︑
此
非
降
勅
之
例
︑
且
以
私
貨
覓
来
︑
姑
待
印
頒
︑
更
議
処
之
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
三
︑
七
年
二
月
壬
戌
︹
一
〇
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁︵
前
略
︶
諫
院
啓
曰
︑︵
中
略
︶
今
者
冬
至
使
韓
貨
謄
来
宗
系
改
正
30
之
事
︑
雖
是
莫
大
之
慶
︑
特
伝
写
草
記
而
已
︑
時
未
印
頒
︑
又
不
可
信
其
必
然
也
︑
況
與
一
国
同
慶
︑
皆
待
皇
朝
刊
印
頒
布
之
後
︑
而
独
於
韓
貨
等
加
以
爵
賞
︑
非
徒
事
体
未
便
︑
名
器
亦
甚
猥
濫
︑
請
速
還
収
成
命
︑
答
曰
︑
不
允
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
三
︑
七
年
二
月
甲
子
︹
一
二
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
三
︑
七
年
一
〇
月
乙
卯
︵
六
日
︶
条
︒
桑
野
栄
31
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
版
﹃
正
徳
大
明
会
典
﹄
の
成
立
と
そ
の
現
存
﹂
一
四
頁
︒
︵
︶﹁
遣
僉
知
中
枢
府
事
李
鐸
于
京
師
︑
献
咨
文
紙
︑
伝
曰
︑
大
明
會
典
32
︹
宗
系
改
正
事
︺
訪
問
而
来
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
四
︑
八
年
閏
三
月
甲
寅
︹
八
日
︺
条
︶︒
李
鐸
の
帰
国
に
つ
い
て
は
同
書
巻
一
五
︑
八
年
八
月
甲
申
︵
一
〇
日
︶
条
に
﹁
進
献
使
李
鐸
還
自
京
師
︑
上
幸
慕
華
館
迎
勅
﹂
と
あ
る
に
す
ぎ
な
い
︒
︵
︶
文
定
王
后
が
垂
簾
聴
政
を
廃
止
し
た
と
は
い
え
︑
彼
女
の
死
去
︵
明
33
宗
二
〇
年
四
月
︶
ま
で
文
定
王
后
︱
尹
元
衡
の
政
治
体
制
は
継
続
し
た
︒
金
燉
﹃
朝
鮮
前
期
君
臣
権
力
関
係
﹄︵
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
七
年
一
二
月
︶﹁
제
３
부
제
６
장
明
宗
代
王
権
의
弱
化
와
中
外
儒
生
層
의
動
向
﹂︵
初
出
は
﹃
典
農
史
論
﹄
第
一
輯
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
五
年
三
月
︶
二
五
九
～
二
六
〇
頁
︒
金
宇
基
﹃
朝
鮮
中
期
戚
臣
政
治
研
究
﹄︵
集
文
堂
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
一
年
三
月
︶﹁
제
１
편
제
２
장
戚
臣
政
治
의
固
着
과
내
부
갈
등
﹂︵
初
出
は
﹃
朝
鮮
史
研
究
﹄
第
二
輯
︑
慶
山
︑
一
九
九
三
年
五
月
︶
七
〇
～
七
一
頁
︒
韓
春
順
﹃
明
宗
代
勲
戚
政
治
研
究
﹄︵
慧
眼
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
六
年
七
月
︶﹁
Ⅲ
親
政
期
︵
명
종
８
년
７
월
～
년
６
월
︶
22
権
力
関
係
의
변
화
와
〝
勲
戚
政
治
〟﹂︵
初
出
は
﹃
朝
鮮
時
代
史
学
報
﹄
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
〇
年
三
月
︶
一
一
一
～
一
一
二
頁
︒
12
︵
︶
嘉
靖
三
二
年
︵
明
宗
八
︶
に
礼
部
左
侍
郎
王
用
賓
が
礼
部
尚
書
に
陞
34
任
し
た
︒﹃
礼
部
志
稿
﹄︵﹃
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
﹄
第
五
九
七
冊
︑
台
湾
商
務
印
書
館
︑
台
北
︑
一
九
八
三
年
六
月
︑
所
収
︶
巻
四
二
︑
歴
官
表
︑
尚
書
条
︑
王
用
賓
の
項
︒
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︵
︶
朝
鮮
官
人
が
北
京
に
派
遣
さ
れ
る
場
合
︑﹁
仮
銜
﹂
と
し
て
臨
時
に
35
一
品
階
を
あ
げ
る
こ
と
が
慣
例
で
あ
っ
た
︒
金
松
姫
﹃
朝
鮮
初
期
堂
上
官
兼
職
制
研
究
︱
東
班
京
官
職
과
臨
時
職
을
중
심
으
로
﹄︵
漢
陽
大
学
校
出
版
部
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
八
年
一
二
月
︶﹁
第
４
章
１
対
明
使
臣
과
明
使
迎
接
官
﹂︵
初
出
は
﹃
史
学
研
究
﹄
第
五
五
・
五
六
合
集
号
︑
果
川
︑
一
九
九
八
年
一
〇
月
︶
二
四
〇
頁
︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
七
︑
九
年
七
月
戊
午
︵
二
〇
日
︶・
八
月
丙
戌
36
︵
一
八
日
︶
条
︒﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
四
一
六
︑
嘉
靖
三
三
年
一
一
月
丙
辰
︵
一
九
日
︶
条
︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
八
︑
一
〇
年
二
月
甲
戌
︵
九
日
︶
条
︒
そ
の
後
︑
37
鄭
裕
は
大
司
憲
を
拝
命
し
た
︵
同
書
巻
一
八
︑
一
〇
年
二
月
甲
午
︹
二
九
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
八
︑
一
〇
年
二
月
丁
丑
︵
一
二
日
︶
条
︒﹃
明
世
38
宗
実
録
﹄
巻
四
二
二
︑
嘉
靖
三
四
年
五
月
丙
申
︵
三
日
︶
条
︒
︵
︶
尹
元
衡
と
申
光
漢
は
明
宗
九
年
七
月
に
そ
ろ
っ
て
正
一
品
の
府
院
君
39
に
昇
任
し
︑
領
経
筵
事
を
兼
任
し
た
︒﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
七
︑
九
年
七
月
乙
丑
︵
二
七
日
︶
条
︒
金
宇
基
︑
前
掲
書
﹁
제
１
편
제
２
장
戚
臣
政
治
의
固
着
과
내
부
갈
등
﹂
七
三
頁
︒
︵
︶
左
議
政
尚
震
は
病
気
の
た
め
辞
職
を
願
い
出
た
が
︑
許
さ
れ
な
か
っ
40
た
︒﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
八
︑
一
〇
年
二
月
辛
未
︵
六
日
︶・
四
月
甲
戌
︵
一
〇
日
︶
条
︒
︵
︶﹁
遣
史
官
︑
以
大
明
會
典
奏
請
事
収
議
于
左
相
及
両
府
院
君
︹
尹
元
41
衡
已
啓
於
経
筵
︺︑
尚
震
等
議
︑
宗
系
事
本
国
明
実
具
奏
非
一
再
︑
始
自
太
宗
文
皇
帝
已
下
准
他
改
正
之
命
︑
而
時
無
會
典
改
撰
之
事
︑
故
至
于
百
年
未
見
施
行
︑
至
正
徳
及
當
代
復
申
前
請
︑
倶
蒙
勅
諭
︑
迄
今
十
七
年
未
聞
印
頒
︑
奏
請
則
似
渉
欲
速
︑
不
爾
則
経
覧
無
期
︑
一
国
悶
鬱
︑
徒
使
毎
行
使
臣
聞
見
︑
礼
部
所
答
不
過
一
辞
︑
在
我
之
道
︑
宜
自
敬
順
直
待
命
下
之
日
︑
聖
上
即
祚
十
年
︑
始
有
一
奏
恐
亦
已
遅
︑
皇
上
待
本
国
恩
礼
隆
至
︑
一
封
之
奏
或
可
格
天
︑
使
文
章
之
士
指
意
措
辞
︑
務
合
事
体
以
致
感
動
︑
則
譴
責
所
不
慮
而
仁
恩
或
可
冀
望
︑
伝
曰
︑
昨
日
大
臣
等
皆
以
為
勢
難
︑
而
今
則
以
為
奏
請
無
妨
︑
試
一
陳
請
︑
幸
皇
帝
有
覚
悟
之
理
也
︑
差
出
使
臣
︑
與
聖
節
使
一
時
入
送
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
八
︑
一
〇
年
三
月
壬
寅
︹
七
日
︺
条
︶︒
︵
︶
明
宗
は
漢
語
と
吏
文
を
重
視
し
︑
三
月
と
九
月
に
定
期
的
に
親
試
・
42
殿
講
を
実
施
し
て
い
た
︒
姜
信
沆
﹃
李
朝
時
代
의
訳
学
政
策
과
訳
学
者
﹄︵
塔
出
版
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
七
八
年
五
月
︶﹁
Ⅰ
李
朝
時
代
의
訳
学
政
策
에
관
한
考
察
︱
司
訳
院
・
承
文
院
設
置
를
中
心
으
로
하
여
﹂︵
初
出
は
﹃
大
東
文
化
研
究
﹄
第
二
輯
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
六
六
年
六
月
︶
一
九
頁
︒
李
洪
烈
﹁
漢
吏
学
과
그
機
能
의
変
遷
︱
近
世
事
大
政
策
의
制
度
的
一
面
﹂︵﹃
漢
坡
李
相
玉
博
士
回
甲
記
念
論
文
集
﹄
教
文
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
七
〇
年
一
月
︶
一
二
〇
頁
︒
︵
︶﹁
承
文
院
啓
曰
︑
聖
節
使
柳
溥
時
未
来
還
︑
不
知
在
彼
何
為
也
︑︵
中
43
略
︶
且
尹
漑
︹
質
正
官
︺
亦
為
此
以
往
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
中
宗
実
録
﹄
巻
六
六
︑
二
四
年
九
月
辛
亥
︹
一
九
日
︺
条
︶︒
柳
溥
に
よ
る
外
交
交
渉
は
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
二
〇
年
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂
八
〇
～
八
四
頁
︒
︵
︶
姜
信
沆
︑
前
掲
書
﹁
Ⅰ
李
朝
時
代
의
訳
学
政
策
에
관
한
考
察
﹂
44
四
七
～
四
九
頁
︒
李
洪
烈
︑
前
掲
﹁
漢
吏
学
과
그
機
能
의
変
遷
﹂
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一
二
一
～
一
二
二
頁
︒
金
九
鎮
﹁
朝
鮮
前
期
韓
・
中
関
係
史
의
試
論
︱
朝
鮮
과
明
의
使
行
과
그
性
格
에
대
하
여
﹂︵﹃
弘
益
史
学
﹄
４
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
〇
年
一
二
月
︶
一
五
頁
︒
︵
︶
尹
漑
の
発
言
に
み
え
る
﹁
豈
に
国
家
に
光
有
ら
ん
や
﹂
と
は
︑﹁
光
45
国
﹂
功
臣
の
名
称
由
来
を
意
味
し
て
い
よ
う
︒
︵
︶
金
暻
緑
﹁
朝
鮮
後
期
事
大
文
書
의
종
류
와
성
격
﹂︵﹃
韓
国
文
化
﹄
46
三
五
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
五
年
六
月
︒
の
ち
曺
圭
益
他
編
﹃
연
행
록
연
구
총
서
６
︵
역
사
︶﹄
学
古
房
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
六
年
九
月
に
再
録
︶
一
九
九
・
二
〇
四
頁
︒
︵
︶﹃
中
宗
実
録
﹄
巻
六
五
︑
二
四
年
六
月
壬
申
︵
九
日
︶
条
︒
同
書
巻
47
九
一
︑
三
四
年
七
月
乙
未
︵
三
〇
日
︶
条
︒
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
二
〇
年
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂
七
九
～
八
〇
頁
︒
同
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
三
〇
年
代
に
お
け
る
対
明
外
交
交
渉
﹂
六
一
頁
︒
︵
︶﹁
弘
文
館
啓
曰
︑
大
明
會
典
奏
請
事
︑
令
東
西
班
堂
上
以
上
及
本
館
48
各
議
以
啓
︑
国
有
可
議
之
事
︑
博
採
衆
情
以
用
其
中
︑
固
是
美
意
︑
︵
中
略
︶
国
家
之
事
未
有
大
於
此
者
︑
而
泛
然
収
議
︑
至
於
秩
卑
之
官
︑
則
発
言
盈
庭
︑
終
無
帰
一
之
理
︑
必
欲
従
多
︑
事
亦
苟
且
︑
宜
令
大
臣
及
該
官
更
會
于
一
処
︑
十
分
商
確
従
長
処
置
︑
則
庶
無
遺
算
︑
答
曰
︑
如
啓
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
八
︑
一
〇
年
三
月
庚
戌
︹
一
五
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
政
府
専
数
・
弘
文
館
長
官
・
判
尹
・
六
卿
・
承
文
院
提
調
・
礼
曹
49
堂
上
︑
承
命
會
議
宗
系
奏
請
事
于
闕
庭
︑
領
議
政
沈
連
源
等
回
啓
曰
︑
宗
系
奏
請
當
否
曾
已
反
覆
商
確
︑
僉
議
皆
同
︑
今
無
更
議
之
端
︑
請
加
三
思
︑
答
曰
︑
雖
知
勢
難
︑
強
欲
奏
請
︑
當
更
思
処
之
﹂
︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
八
︑
一
〇
年
三
月
乙
卯
︹
二
〇
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
伝
于
政
院
曰
︑
昨
日
大
臣
之
議
皆
以
宗
系
不
可
奏
請
︑
故
吏
文
謄
50
録
及
前
所
覓
来
之
冊
考
之
︑
則
似
已
改
正
︑
而
僉
議
如
此
︑
姑
停
之
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
八
︑
一
〇
年
三
月
丙
辰
︹
二
一
日
︺
条
︶︒
﹁
吏
文
謄
録
﹂
の
印
刷
と
保
管
に
つ
い
て
は
桑
野
栄
治
﹁
李
朝
初
期
に
お
け
る
承
文
院
の
設
立
と
そ
の
機
能
﹂︵﹃
史
淵
﹄
第
一
三
一
輯
︑
一
九
九
四
年
三
月
︶
四
三
～
四
六
頁
︒
︵
︶﹁
謝
恩
使
洪
曇
状
啓
︑
皇
帝
如
前
一
不
視
朝
︑
時
未
封
太
子
︑
大
明
51
會
典
頒
降
與
否
︑
多
般
聞
見
︑
皇
帝
時
未
畢
覧
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
八
︑
一
〇
年
六
月
己
卯
︹
一
六
日
︺
条
︶︒
洪
曇
は
そ
の
後
︑
七
月
に
帰
国
し
た
︵
同
書
巻
一
九
︑
一
〇
年
七
月
癸
卯
︹
一
一
日
︺
条
︶︒
︵
︶
中
宗
三
八
年
一
一
月
に
施
行
さ
れ
た
﹃
大
典
後
続
録
﹄
巻
三
︑
礼
52
典
︑
奨
勧
条
に
﹁
漢
吏
学
実
官
七
員
︑
称
漢
吏
学
官
︑
預
差
三
員
司
訳
院
常
仕
︑︵
中
略
︶
毎
年
冬
至
・
聖
節
・
千
秋
三
行
次
︑
越
一
行
一
人
式
循
環
赴
京
︑
給
丘
史
一
名
・
點
心
一
時
﹂
と
あ
る
︒
世
宗
七
年
︵
一
四
二
五
︶
に
創
設
さ
れ
た
吏
文
学
官
を
淵
源
と
す
る
漢
吏
学
官
の
性
格
は
李
洪
烈
︑
前
掲
﹁
漢
吏
学
과
그
機
能
의
変
遷
﹂
一
二
二
～
一
二
三
頁
の
ほ
か
︑
矢
木
毅
﹁
朝
鮮
に
お
け
る
漢
語
・
吏
文
の
習
読
に
つ
い
て
﹂︵
小
南
一
郎
編
﹃
中
国
に
お
け
る
通
俗
文
学
の
発
展
及
び
そ
の
影
響
﹄
一
九
九
八
～
二
〇
〇
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
︹
基
盤
研
究
Ｂ
︵
２
︶︺
研
究
成
果
報
告
書
︑
二
〇
〇
一
年
三
月
︶
八
三
～
八
八
頁
に
詳
し
く
︑
林
芑
が
の
ち
宗
系
改
正
の
功
績
に
よ
り
堂
上
職
を
授
か
る
こ
と
に
つ
い
て
も
指
摘
が
あ
る
︒
︵
︶
村
井
章
介
﹃
ア
ジ
ア
の
な
か
の
中
世
日
本
﹄︵
校
倉
書
房
︑
一
九
八
53
八
年
一
一
月
︶﹁
第
一
部
Ⅱ
建
武
・
室
町
政
権
と
東
ア
ジ
ア
﹂︵
初
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出
は
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
﹃
講
座
日
本
歴
史
︵
中
世
２
︶﹄
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
八
五
年
二
月
︶
一
〇
一
頁
で
は
﹃
明
史
﹄
外
国
伝
を
も
と
に
﹁
表
２
明
に
対
す
る
諸
国
の
入
貢
回
数
﹂
を
作
成
し
︑
朝
貢
回
数
一
七
一
回
の
琉
球
が
第
一
位
︑
三
〇
回
の
朝
鮮
は
第
一
〇
位
で
あ
っ
て
﹁
明
へ
の
朝
貢
貿
易
の
回
数
は
琉
球
が
群
を
ぬ
い
て
多
い
﹂
と
い
う
︒
村
井
氏
作
成
の
入
貢
表
は
秋
山
謙
蔵
﹃
日
支
交
渉
史
研
究
﹄︵
岩
波
書
店
︑
一
九
三
九
年
四
月
︶﹁
本
論
第
六
篇
第
五
章
勘
合
貿
易
と
密
貿
易
﹂
五
五
二
頁
を
参
照
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
︑
原
則
二
年
一
貢
の
琉
球
が
一
年
三
貢
体
制
で
あ
っ
た
朝
鮮
の
朝
貢
回
数
を
こ
れ
ほ
ど
大
幅
に
上
ま
わ
る
と
は
考
え
に
く
い
︒
︵
︶﹁
命
招
政
府
・
六
卿
・
判
尹
及
曾
経
六
卿
者
・
礼
曹
堂
上
・
承
文
院
54
提
調
︵
割
註
略
︶
會
于
賓
庁
︑
議
林
芑
上
疏
事
︑
沈
連
源
等
議
︑
大
明
會
典
奏
請
事
前
已
奏
請
︑
今
更
請
之
似
乎
催
促
︑
故
停
之
矣
︑
然
久
不
印
頒
︑
上
下
之
情
孰
不
為
悶
︑
奏
請
可
也
︑
誥
命
奏
請
事
亦
宜
矣
︑︵
中
略
︶
伝
曰
︑
所
議
當
矣
︑
奏
請
日
期
則
今
日
未
来
宰
相
処
畢
収
議
︑
然
後
當
発
落
︑︵
中
略
︶
伝
曰
︑
観
此
議
與
政
院
書
啓
之
辞
︑
大
明
會
典
・
誥
命
奏
請
皆
是
重
事
︑
不
可
兼
行
於
封
世
子
之
時
也
︑
明
年
聖
節
使
之
行
︑
以
位
高
宰
相
択
差
奏
請
使
︑
入
送
可
也
︑
︵
後
略
︶﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
一
︑
一
一
年
一
〇
月
己
亥
︹
一
四
日
︺
条
︶︒
の
ち
︑
三
公
の
建
議
に
よ
り
誥
命
奏
請
使
兼
冬
至
使
に
李
名
珪
︑
副
使
に
尹
春
年
が
任
じ
ら
れ
る
︵
同
書
巻
二
三
︑
一
二
年
六
月
辛
卯
︹
一
〇
日
︺
条
︶︒
︵
︶
漢
城
府
判
尹
沈
通
源
は
こ
の
年
八
月
に
漢
城
を
出
発
し
た
︒﹃
明
宗
55
実
録
﹄
巻
二
一
︑
一
一
年
八
月
丁
酉
︵
一
一
日
︶
条
︒
︵
︶﹁
以
冬
至
使
沈
通
源
書
状
伝
于
政
院
曰
︑
見
此
書
状
︑
則
大
明
會
典
56
詳
細
聞
見
矣
︑
今
年
當
更
奏
請
︑
其
議
于
礼
曹
・
承
文
院
・
大
臣
・
領
府
事
︑
迎
勅
択
日
・
諸
事
預
備
︑
當
迎
于
郊
外
︑
只
令
京
中
陳
賀
︑
外
方
勿
進
箋
︹
書
状
云
︑︵
後
略
︶︺﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
二
︑
一
二
年
正
月
乙
卯
朔
条
︶︒
︵
︶
北
京
城
城
壁
内
の
会
同
館
と
礼
部
の
位
置
関
係
は
さ
し
あ
た
り
新
宮
57
学
﹃
北
京
遷
都
の
研
究
︱
近
世
中
国
の
首
都
移
転
﹄︵
汲
古
書
院
︑
二
〇
〇
四
年
一
月
︶﹁
第
七
章
北
京
定
都
︱
正
統
年
間
に
お
け
る
奉
天
殿
再
建
と
首
都
空
間
整
備
﹂
四
三
〇
頁
の
﹁
図
３
大
明
門
左
右
拡
大
図
﹂︑
参
照
︒
︵
︶
朴
謹
元
は
明
宗
七
年
四
月
の
式
年
試
に
朴
啓
賢
と
と
も
に
及
第
し
た
58
密
陽
朴
氏
で
あ
る
︒﹃
国
朝
文
科
榜
目
﹄
巻
七
︑
明
宗
朝
︑
壬
子
︹
七
年
︺
式
年
榜
︹
四
月
︑
武
壮
金
世
功
行
︺
条
︒
︵
︶
李
應
星
は
嘉
靖
八
年
で
は
な
く
︑
嘉
靖
一
八
年
に
奏
請
使
権
橃
一
行
59
の
通
事
と
し
て
同
行
し
た
︒
た
だ
し
︑
帰
国
後
に
通
訳
の
不
手
際
が
発
覚
し
て
物
議
を
醸
し
︑
告
身
を
剥
奪
さ
れ
た
︒
権
仁
溶
︑
前
掲
﹁
明
中
期
朝
鮮
의
宗
系
弁
誣
와
対
明
外
交
﹂
一
〇
八
～
一
一
〇
頁
︒
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
三
〇
年
代
に
お
け
る
対
明
外
交
交
渉
﹂
六
七
頁
︒
︵
︶
冬
至
使
沈
通
源
の
一
行
は
︑
倭
寇
の
捕
虜
と
な
っ
た
中
国
人
の
刷
還
60
を
褒
賞
す
る
嘉
靖
帝
の
勅
書
を
得
て
帰
国
し
た
︵﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
四
四
一
︑
嘉
靖
三
五
年
一
一
月
庚
午
︹
一
五
日
︺
条
︒﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
二
︑
一
二
年
正
月
己
卯
︹
二
五
日
︺
条
︶︒
と
こ
ろ
が
帰
国
途
中
︑
遼
東
に
て
下
賜
品
の
う
ち
銀
八
〇
両
を
盗
ま
れ
た
た
め
︑
沈
通
源
と
書
状
官
朴
啓
賢
は
罷
免
と
な
り
︑
通
事
崔
世
協
も
最
高
司
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法
機
関
の
義
禁
府
に
捕
ら
わ
れ
た
︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
二
︑
一
二
年
正
月
戊
午
︹
四
日
︺・
己
未
︹
五
日
︺
条
︶︒
こ
の
事
件
に
関
し
て
は
最
近
︑
荷
見
守
義
﹁﹃
宗
藩
の
海
﹄
と
冬
至
使
沈
通
源
﹂︵﹃
人
文
研
紀
要
︵
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
︶﹄
第
六
五
号
︑
二
〇
〇
九
年
九
月
︶
が
整
理
し
た
︒
︵
︶﹁
戸
曹
判
書
趙
士
秀
啓
曰
︑
奏
請
大
事
︹
改
宗
系
事
也
︺︑
小
臣
謬
膺
61
是
任
︑
不
知
所
措
︑
臣
早
纏
疾
病
︑
前
此
再
赴
上
国
︑
十
生
九
死
︑
僅
持
形
骸
而
還
︑
今
則
年
迫
六
十
︑
気
血
倶
耗
︑
當
此
大
任
恐
不
能
成
︑
君
上
之
前
不
可
不
直
達
︑
故
敢
啓
︑
伝
曰
︑
卿
合
是
任
︑
勿
辞
︑
又
啓
曰
︑
前
者
南
袞
・
権
橃
皆
赴
此
行
︑
例
以
上
・
副
使
為
之
︑
今
則
付
於
聖
節
之
行
︑
非
但
有
違
前
例
︑
似
非
専
委
別
遣
之
意
︑
華
人
亦
必
以
為
苟
且
矣
︑
請
依
前
例
︑
以
宋
麒
壽
為
副
使
︑
三
月
内
発
行
何
如
︑
伝
曰
︑
啓
意
當
矣
︑
聖
節
使
改
差
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
二
︑
一
二
年
正
月
辛
酉
︹
七
日
︺
条
︶︒
趙
士
秀
は
翌
年
一
〇
月
に
死
去
し
た
︵
同
書
巻
二
四
︑
一
三
年
一
〇
月
丁
卯
︹
二
四
日
︺
条
︑
趙
士
秀
卒
伝
︶︒
︵
︶﹁
舎
人
︵
＝
議
政
府
の
正
四
品
︶
以
三
公
意
啓
曰
︑
奏
請
使
初
欲
兼
62
行
於
聖
節
使
者
︑
以
其
弊
多
也
︑
但
前
則
始
請
之
時
故
差
上
・
副
使
︑
其
後
則
不
差
副
使
︹
権
橃
・
任
権
奏
請
時
︑
不
差
副
使
︺︑
與
聖
節
使
同
行
亦
有
同
議
之
事
︑
請
勿
差
副
使
︑
答
曰
︑
大
臣
之
啓
當
矣
︑
依
所
啓
為
之
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
二
︑
一
二
年
正
月
甲
子
︹
一
〇
日
︺
条
︶︒
第
一
次
宗
系
弁
誣
奏
請
使
南
袞
と
第
二
次
奏
請
使
権
橃
の
派
遣
は
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
代
に
お
け
る
宗
系
弁
誣
問
題
の
再
燃
﹂
六
〇
～
六
一
頁
︑
お
よ
び
同
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
三
〇
年
代
に
お
け
る
対
明
外
交
交
渉
﹂
六
〇
～
六
一
頁
︑
参
照
︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
二
︑
一
二
年
四
月
辛
卯
︵
八
日
︶
条
︒
63
︵
︶﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
四
四
九
︑
嘉
靖
三
六
年
七
月
癸
酉
︵
二
二
日
︶
64
条
︒
同
書
巻
四
五
〇
︑
嘉
靖
三
六
年
八
月
壬
午
︵
二
日
︶
条
︒
︵
︶﹁
遣
刑
曹
参
判
宋
麒
壽
如
京
師
︑
賀
聖
節
兼
謝
恩
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
65
巻
二
二
︑
一
二
年
四
月
癸
卯
︹
二
〇
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹃
経
国
大
典
﹄
巻
三
︑
礼
典
︑
事
大
条
︒﹃
国
朝
五
礼
儀
﹄
巻
三
︑
嘉
66
礼
︑
拝
表
儀
︒
︵
︶﹁
遣
知
中
枢
府
事
李
名
珪
・
同
知
中
枢
府
事
尹
春
年
︑
如
京
師
賀
冬
67
至
︑
伝
于
李
名
珪
・
尹
春
年
曰
︑
頒
降
大
明
會
典
及
封
太
子
等
事
︑
卿
等
須
詳
細
聞
見
而
来
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
三
︑
一
二
年
八
月
己
亥
︹
一
九
日
︺
条
︶︒
大
王
大
妃
と
王
大
妃
の
誥
命
は
翌
年
三
月
に
改
給
さ
れ
た
︵﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
四
五
四
︑
嘉
靖
三
六
年
一
二
月
乙
酉
︹
六
日
︺
条
︒﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
四
︑
一
三
年
三
月
庚
寅
︹
六
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
朝
鮮
国
王
李
過
差
陪
臣
戸
曹
参マ
判マ
趙
士
秀
等
︑
貢
馬
及
方
物
︑
宴
68
賚
如
例
﹂︵﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
四
四
九
︑
嘉
靖
三
六
年
七
月
癸
酉
︹
二
二
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
三
︑
一
二
年
一
〇
月
乙
酉
︵
六
日
︶
条
に
は
69
﹁
朝
鮮
国
戸
曹
判
書
趙
士
秀
等
謹
斎
百
拝
︑
進
言
于
尚
書
大
宗
伯
相
国
閤
下
﹂
の
書
き
出
し
に
始
ま
る
﹁
趙
士
秀
呈
文
﹂
を
収
録
し
︑
﹁︵
前
略
︶
請
挙
我
国
譜
系
以
明
之
︑
伏
惟
相
国
閤
下
試
垂
察
焉
︑
謹
按
︑
国
祖
源
系
出
自
全
州
︑
二
十
三
代
祖
翰
事
新
羅
為
司
空
︑
羅
亡
︑
翰
六
代
孫
兢
休
入
高
麗
︑
兢
休
十
三
代
孫
安
社
仕
于
前
源ママ
︑
安
社
生
行
里
︑
行
里
生
椿
︑
椿
生
子
春
︑
子
春
即
国
祖
之
所
自
出
也
︑
天
地
神
祗
昭
布
森
列
︑
焉
可
誣
也
︑
彼
李
仁
任
者
星
山
人
也
︑
其
曾
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 48
祖
長
庚
仕
于
高
麗
︑
生
四
子
曰
百
年
・
千
年
・
萬
年
・
兆
年
︑
兆
年
有
子
曰
褒
︑
褒
又
生
子
︑
長
曰
仁
復
︑
次
曰
仁
任
︑
即
其
人
也
︑
姓
字
雖
同
︑
本
非
一
李
︑
揆
之
前
後
︑
萬
不
相
干
︑
陋
邦
雖
小
︑
典
籍
倶
在
︑
何
至
於
不
足
微
也
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
太
祖
実
録
﹄
巻
六
︑
三
年
六
月
甲
申
︵
一
六
日
︶
条
︒﹃
太
宗
実
70
録
﹄
巻
六
︑
三
年
一
一
月
己
丑
︵
一
五
日
︶
条
︒﹃
中
宗
実
録
﹄
巻
三
三
︑
一
三
年
六
月
甲
申
︵
一
六
日
︶
条
︒
末
松
保
和
︑
前
掲
書
﹁
麗
末
鮮
初
の
対
明
関
係
﹂
二
四
一
～
二
四
三
頁
︒
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
代
に
お
け
る
宗
系
弁
誣
問
題
の
再
燃
﹂
五
三
～
五
六
頁
︒
︵
︶﹃
萬
暦
大
明
会
典
﹄
巻
一
〇
五
︑
礼
部
六
三
︑
朝
貢
一
︑
東
南
夷
上
︑
71
朝
鮮
国
条
︒
︵
︶﹁
朝
鮮
国
王
李
過
差
陪
臣
刑
曹
参
判
宋
麒ママ
︑
入
賀
萬
壽
聖
節
︑
宴
賚
72
如
例
﹂﹁
萬
壽
聖
節
︑
行
祀
天
礼
于
玄
極
寶
殿
︑
遣
成
国
公
朱
希
忠
︑
代
文
武
群
臣
於
端
門
行
五
拝
三
叩
頭
礼
︑
免
百
官
宴
︑
賜
節
銭
鈔
︑
王
府
進
賀
人
員
及
四
夷
朝
貢
使
宴
於
端
門
外
﹂︵﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
四
五
〇
︑
嘉
靖
三
六
年
八
月
壬
午
︹
二
日
︺・
庚
寅
︹
一
〇
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
三
︑
一
二
年
一
〇
月
乙
酉
︵
六
日
︶
条
︑
趙
士
73
秀
呈
文
︒
︵
︶﹃
大
明
一
統
志
﹄
巻
八
九
︑
外
夷
︑
朝
鮮
国
︑
沿
革
条
︒
74
︵
︶﹃
大
明
一
統
志
﹄
は
︑
成
宗
四
年
︵
一
四
七
三
︶
に
礼
曹
が
漢
城
の
75
風
雲
雷
雨
壇
を
制
度
改
革
す
る
際
に
参
考
と
し
︑
燕
山
君
元
年
︵
一
四
九
五
︶
に
は
明
使
を
通
じ
て
朝
鮮
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
︒
の
ち
︑
明
宗
一
九
年
に
﹃
大
明
一
統
志
﹄
は
朝
鮮
で
も
印
刷
さ
れ
る
︒﹃
成
宗
実
録
﹄
巻
三
三
︑
四
年
八
月
癸
酉
︵
一
四
日
︶
条
︒﹃
燕
山
君
日
記
﹄
巻
六
︑
元
年
六
月
庚
午
︵
一
九
日
︶
条
︒
金
斗
鍾
﹃
韓
国
古
印
刷
技
術
史
﹄︵
探
求
堂
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
七
四
年
一
〇
月
︶﹁
第
三
篇
第
６
章
前
期
의
官
版
과
私
版
﹂
二
四
一
頁
︒
︵
︶﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
α
の
冒
頭
に
︑﹁
朝
鮮
国
︑
古
の
高
麗
国
な
76
り
﹂
と
あ
る
︒︻
表
︼
参
照
︒
︵
︶
山
根
幸
夫
︑
前
掲
﹁
明
・
清
の
会
典
﹂
四
八
一
～
四
八
二
頁
︒
77
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
三
︑
一
二
年
一
〇
月
乙
酉
︵
六
日
︶
条
に
は
78
﹁
謄
書
會
典
小
単
﹂
と
し
て
︑
礼
部
所
蔵
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
草
稿
本
に
記
さ
れ
た
﹁
朝
鮮
国
﹂
の
内
容
を
収
録
す
る
︵︻
表
︼
参
照
︶︒
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
β
つ
ま
り
礼
部
所
蔵
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
前
半
部
に
﹁
八
道
を
置
き
︑
府
州
郡
県
を
分
統
す
﹂
と
あ
る
の
は
﹃
大
明
一
統
志
﹄
巻
八
九
︑
外
夷
︑
朝
鮮
国
︑
沿
革
条
を
︑
ま
た
﹁
文
字
を
知
り
︑
読
書
を
喜たの
し
む
﹂﹁
官
吏
は
礼
儀
を
閑なら
う
﹂
と
あ
る
の
は
同
書
︑
朝
鮮
国
︑
風
俗
条
を
参
考
に
叙
述
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
︒
︵
︶﹁
伝
于
三
公
曰
︑
観
此
奏
請
使
︹
趙
士
秀
︺
書
状
︵
割
註
略
︶︑
則
九
79
月
初
一
日
題
本
入
奏
︑
初
三
日
下
于
礼
部
︑
奉
聖
旨
︑
是
︑
頒
降
會
典
似
有
可
望
︑
而
尚
書
言
曰
︑
御
覧
未
畢
︑
不
曾
刊
行
︑
不
可
頒
布
也
云
︑
亦
似
未
穏
︑
但
観
趙
士
秀
呈
文
︵
割
註
略
︶
及
其
礼
部
回
咨
與
謄
書
會
典
小
単
︵
割
註
略
︶︑
則
纂
修
附
録
之
事
似
無
疑
矣
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
三
︑
一
二
年
一
〇
月
乙
酉
︹
六
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
伝
于
政
院
曰
︑
朝
講
︑
沈
通
源
所
啓
則
宗
系
改
正
遣
使
謝
恩
為
當
︑
80
尹
元
衡
所
啓
則
不
必
遣
使
謝
恩
︑
以
此
所
啓
之
意
諭
于
三
公
︑
且
過
此
奏
請
之
後
︑
我
国
若
無
更
為
之
事
︑
中
朝
亦
不
頒
降
︑
則
宗
系
改
桑野：朝鮮明宗代の対明外交交渉49
正
未
知
終
何
如
也
︑
雖
無
降
勅
︑
遣
使
謝
恩
可
乎
︑
招
政
府
郎
庁
︑
詳
議
以
啓
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
三
︑
一
二
年
一
〇
月
乙
未
︹
一
六
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
領
議
政
沈
連
源
議
︑
宗
系
改
正
事
︑
雖
有
聖
旨
︑
時
未
頒
降
亦
無
81
降
勅
︑
我
国
不
當
径
自
謝
恩
︑
左
議
政
尚
震
・
右
議
政
尹
漑
議
與
連
源
同
︑
伝
曰
︑
知
道
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
三
︑
一
二
年
一
〇
月
丙
申
︹
一
七
日
︺
条
︶︒
︵
︶
宋
麒
寿
の
遺
稿
集
﹃
秋
坡
先
生
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
82
32
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
巻
一
︑
年
譜
︑
丁
巳
︑
公
五
一
歳
条
に
も
﹁
二
月
︑
差
聖
節
使
︑
奉
表
朝
京
︑︵
中
略
︶
冬
至
使
趙
士
秀
還
︑
明
廟
伝
曰
︑
卿
與
宋
麒
壽
萬
里
同
行
︑
盡
心
奏
請
︑
予
用
嘉
焉
︑
蓋
聖
節
使
奉
表
中
︑
兼
有
宗
系
奏
請
事
故
也
﹂
と
あ
る
︒
後
孫
に
と
っ
て
も
宋
麒
寿
の
宗
系
改
正
を
め
ぐ
る
外
交
活
動
は
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
︒
︵
︶
た
だ
し
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
β
の
後
半
に
は
嘉
靖
一
〇
年
の
礼
83
制
改
革
︵
冬
至
の
圜
丘
壇
祭
祀
︶
に
と
も
な
い
︑
正
朝
使
を
冬
至
使
に
あ
ら
た
め
て
来
賀
す
る
よ
う
朝
鮮
国
王
に
詔
書
を
降
し
た
と
明
記
し
て
お
り
︑
こ
の
朝
貢
体
制
の
改
編
事
情
は
﹃
萬
暦
会
典
﹄
に
踏
襲
さ
れ
る
︵︻
表
︼
参
照
︶︒
そ
れ
ゆ
え
︑
礼
部
所
蔵
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
の
内
容
が
す
べ
て
廃
案
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
︒
ま
た
︑
筆
者
が
か
つ
て
中
宗
二
六
年
に
朝
鮮
で
は
﹁
正
朝
使
を
廃
止
し
て
冬
至
使
が
新
設
さ
れ
る
﹂
事
情
を
﹁
私
見
で
は
︑
嘉
靖
帝
の
礼
制
改
革
に
と
も
な
う
措
置
で
あ
る
﹂
と
断
じ
た
︵
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
二
〇
年
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂
九
八
頁
の
脚
註
︶
が
︑
そ
の
判
51
断
材
料
と
し
て
こ
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
β
の
記
録
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒
︵
︶
権
橃
が
奏
請
使
と
し
て
外
交
交
渉
に
あ
た
っ
た
中
宗
三
四
年
︵
嘉
靖
84
一
八
年
︶
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
当
時
︑
北
京
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
書
状
に
﹁︵
前
略
︶
但
査
得
所
辨
︑
李
仁
人ママ
及
子
今
名
某
者
︑
并
凡
弑
四
王
等
語
︑
皆
會
典
内
所
載
︑
祖
訓
之
語
︑
豈
敢
軽
議
改
正
︑︵
中
略
︶
今
纂
修
會
典
︑
令
其
叙
入
朝
鮮
国
項
下
︑
祖
訓
・
會
典
両
無
相
妨
︑
伝
信
伝
疑
各
有
所
拠
︑︵
中
略
︶︑
嘉
靖
十
八
年
十
一
月
十
一
日
具
題
︑
本
月
十
三
日
奉
聖
旨
︑
是
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︵﹃
中
宗
実
録
﹄
巻
九
二
︑
三
五
年
正
月
戊
戌
︹
五
日
︺
条
︑
奏
請
使
︹
権
橃
︺
状
啓
︶︒
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
三
〇
年
代
に
お
け
る
対
明
外
交
交
渉
﹂
六
三
～
六
六
頁
︒
︵
︶
愛
宕
松
男
他
﹃
モ
ン
ゴ
ル
と
大
明
帝
国
﹄︵
講
談
社
︑
一
九
九
八
年
85
二
月
︶
三
八
一
～
三
八
二
頁
︒
岸
本
美
緒
他
﹃
明
清
と
李
朝
の
時
代
︵
世
界
の
歴
史
︶﹄︵
中
央
公
論
社
︑
一
九
九
八
年
四
月
︶
一
八
一
12
頁
︒
︵
︶
徐
学
謨
﹃
世
廟
識
餘
録
﹄︵
北
京
図
書
館
古
籍
出
版
編
輯
組
編
﹃
北
86
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
﹄
︑
書
目
文
献
出
版
社
︑
北
京
︑
一
九
13
八
八
年
二
月
︑
所
収
︶
巻
六
に
は
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
が
頒
布
さ
れ
な
か
っ
た
事
情
に
つ
い
て
︑﹁︵
前
略
︶
按
︑
是
時
會
典
脩
︑
至
嘉
靖
二
十
九
年
︑
始
進
呈
御
覧
︑
上
閲
之
︑
以
其
中
所
載
條
例
︑
有
至
二
十
九
年
止
之
︑
文
章
頗
不
懌
︑
遂
不
欲
刊
刻
宣
布
︑︵
後
略
︶﹂
と
記
す
︒
つ
ま
り
︑
嘉
靖
二
九
年
︵
明
宗
五
︶
に
嘉
靖
帝
は
い
っ
た
ん
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
御
覧
を
済
ま
せ
た
も
の
の
︑
条
例
は
嘉
靖
二
九
年
の
時
点
で
と
ど
ま
っ
て
お
り
︑
ま
た
文
意
を
不
満
と
し
て
頒
布
し
な
か
っ
た
と
い
う
︒
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 50
︵
︶
明
使
が
漢
城
に
到
着
す
る
と
︑
原
則
と
し
て
下
馬
宴
・
翌
日
宴
・
仁
87
政
殿
請
宴
・
回
礼
宴
・
別
宴
︑
帰
国
時
に
は
上
馬
宴
・
餞
宴
の
都
合
七
回
の
饗
宴
が
明
使
の
た
め
に
設
け
ら
れ
る
︒
金
指
南
・
金
慶
門
撰
﹃
通
文
館
志
︵
朝
鮮
史
料
叢
刊
第
二
一
︶﹄︵
朝
鮮
総
督
府
︑
京
城
︑
一
九
四
四
年
三
月
︶
巻
四
︑
事
大
下
︑
入
京
宴
享
儀
条
︒
李
鉉
淙
﹁
明
使
接
待
考
﹂︵﹃
郷
土
서
울
﹄
第
一
二
号
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
六
一
年
一
一
月
︶
一
四
一
～
一
四
五
頁
︒
︵
︶﹁
以
御
筆
伝
于
政
院
曰
︑
小
邦
恒
抱
切
悶
之
情
︑
奏
請
大
明
會
典
而
88
只
承
允
許
︑
皇
恩
亦
重
︑
仰
戴
無
已
︑
然
未
蒙
頒
降
之
恩
︑
鬱
懐
未
盡
︑
両
大
人
以
近
侍
貴
重
之
臣
︑
幸
善
啓
寡
人
之
懐
︑
以
此
意
欲
告
天
使
於
慶
會
樓
請
宴
時
︑
其
議
于
大
臣
・
領
府
事
以
啓
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
四
︑
一
三
年
二
月
乙
酉
︹
七
日
︺
条
︶︒
明
使
太
監
王
本
・
趙
芬
の
朝
鮮
訪
問
は
二
月
下
旬
で
あ
る
︵
同
書
巻
二
四
︑
一
三
年
二
月
壬
寅
︹
二
四
日
︺
条
︶︒
︵
︶
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
三
〇
年
代
に
お
け
る
対
明
外
交
交
89
渉
﹂
五
一
～
五
七
頁
︒
︵
︶﹁
沈
連
源
議
︑
臣
伏
見
上
教
︑
告
語
天
使
之
辞
至
為
切
當
︑
然
其
語
90
勢
節
次
則
礼
曹
會
議
︑
更
加
詳
盡
磨
練
以
啓
何
如
︑
尹
漑
議
︑
會
典
之
事
関
係
非
軽
︑
自
上
雖
抱
切
悶
之
情
︑
不
可
因
宦
寺
求
助
也
︑
朝
廷
若
聞
之
︑
則
必
有
非
之
之
議
︑
前
日
邢
寰
等
弾
奏
之
辞
︹
正
徳
年
間
︑
礼
科
都
給
事
中
邢
寰
弾
奏
金
義
・
陳
浩
︑
以
我
国
為
多
致
賄
賂
︑
布
計
営
求
︺
必
播
之
遠
近
︑
可
羞
之
甚
︑
臣
意
恐
不
可
言
之
︑
伝
曰
︑
観
此
論
議
各
異
︑
後
日
會
議
以
啓
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
四
︑
一
三
年
二
月
乙
酉
︹
七
日
︺
条
︶︒
こ
の
礼
科
都
給
事
中
の
﹁
弾
奏
之
辞
﹂
を
め
ぐ
っ
て
は
中
宗
二
四
年
に
も
再
論
さ
れ
︑
中
宗
は
奏
請
使
の
派
遣
を
撤
回
し
た
︒
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
二
〇
年
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂
七
九
～
八
〇
頁
︒
︵
︶
と
く
に
明
宗
は
往
事
の
弾
劾
書
を
引
い
て
不
可
を
進
言
し
た
尹
漑
に
91
批
判
的
で
あ
り
︑
の
ち
一
〇
月
に
尹
漑
は
左
議
政
を
免
職
と
な
っ
た
︒﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
四
︑
一
三
年
二
月
丙
戌
︵
八
日
︶
条
お
よ
び
一
〇
月
甲
寅
︵
一
一
日
︶・
丁
巳
︵
一
四
日
︶
条
︒
金
宇
基
︑
前
掲
書
﹁
제
１
편
제
２
장
戚
臣
政
治
의
固
着
과
내
부
갈
등
﹂
七
九
～
八
〇
頁
︒
韓
春
順
︑
前
掲
書
﹁
Ⅲ
親
政
期
権
力
関
係
의
변
화
와
〝
勲
戚
政
治
〟﹂
一
三
五
頁
︒
︵
︶﹁
禮
曹
啓
曰
︑
将
伝
教
之
意
議
于
三
公
・
領
府
事
︑
則
大
明
會
典
事
92
在
聖
意
悶
迫
雖
至
︑
而
太
監
等
於
會
典
之
書
不
得
有
所
容
力
︑
且
因
太
監
以
示
求
助
之
意
︑
於
義
亦
有
未
安
︑︵
中
略
︶
伝
曰
︑
大
明
會
典
事
︑
予
意
亦
非
以
太
監
有
所
容
力
︑
但
諭
我
国
不
忘
悶
迫
之
情
而
已
︑
果
違
於
義
︑
不
必
言
之
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
四
︑
一
三
年
二
月
庚
寅
︹
一
二
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
伝
于
柳
潜
曰
︑
大
明
會
典
及
封
太
子
事
︑
聞
見
而
来
﹂﹁
遣
僉
知
中
93
枢
府
事
呉
祥
如
京
師
︑
賀
冬
至
︑
伝
于
呉
祥
曰
︑
大
明
會
典
頒
降
與
封
太
子
事
︑
詳
細
聞
見
而
来
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
六
︑
一
五
年
五
月
丁
卯
︹
二
日
︺・
八
月
壬
寅
︹
九
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
四
八
七
︑
嘉
靖
三
九
年
八
月
癸
卯
︵
一
〇
日
︶
94
条
︒
同
書
巻
四
九
〇
︑
嘉
靖
三
九
年
一
一
月
丁
亥
︵
二
五
日
︶
条
︒
ま
た
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
に
関
す
る
両
使
節
の
復
命
報
告
も
記
録
に
な
い
︒
︵
︶﹁
礼
曹
啓
曰
︑
當
初
聖
節
使
書
契ママ
内
︑
中
朝
永
楽
大
典
今
方
設
局
纂
95
修
︑
宗
系
之
事
慮
或
在
於
其
中
︑
故
因
大
臣
之
意
稟
遣
奏
請
使
矣
︑
桑野：朝鮮明宗代の対明外交交渉51
及
今
考
見
皇
明
通
記ママ
︑
則
永
楽
大
典
之
纂
修
︑
只
載
書
契
以
来
経
史
子
集
・
百
家
之
書
︑
至
於
天
文
・
地
志
・
陰
陽
・
醫
卜
・
僧
道
・
技
藝
等
言
︑
随
韻
記
事
以
倣
広
韻
之
書
而
已
︑
以
此
観
之
︑
則
宗
系
之
事
似
不
干
於
其
間
︑
明
年
聖
節
之
行
詳
悉
聞
見
出
来
後
︑
奏
請
當
否
更
議
定
奪
為
當
︑
請
広
収
廷
議
︑
伝
曰
︑
如
啓
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
八
︑
一
七
年
一
一
月
丙
午
︹
二
六
日
︺
条
︶︒
姜
士
尚
の
入
明
記
録
は
﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
五
一
二
︑
嘉
靖
四
一
年
八
月
壬
戌
︵
一
〇
日
︶
条
︒
︵
︶﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
五
一
二
︑
嘉
靖
四
一
年
八
月
乙
丑
︵
一
三
日
︶
96
条
︒
岩
井
大
慧
編
﹁
永
楽
大
典
現
存
巻
目
表
︵
新
訂
︶﹂︵﹃
岩
井
博
士
古
稀
記
念
典
籍
論
集
﹄
岩
井
博
士
古
稀
記
念
事
業
会
︑
一
九
六
三
年
六
月
︶
二
～
三
頁
︒﹃
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
永
楽
大
典
﹄
︵
天
理
大
学
出
版
部
︑
一
九
八
〇
年
七
月
︶
巻
末
の
竺
沙
雅
章
﹁
解
題
﹂
三
頁
︒
︵
︶﹃
世
宗
実
録
﹄
巻
六
九
︑
一
七
年
八
月
癸
亥
︵
二
四
日
︶
条
︒
同
書
97
巻
七
〇
︑
一
七
年
一
二
月
庚
戌
︵
一
三
日
︶
条
︒
当
時
の
書
籍
収
集
の
政
府
方
針
と
聖
節
使
南
智
の
派
遣
に
つ
い
て
は
鄭
亨
愚
﹃
朝
鮮
朝
書
籍
文
化
研
究
﹄︵
丸
美
貿
易
株
式
会
社
出
版
部
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
五
年
二
月
︶﹁
第
２
篇
第
１
章
朝
鮮
初
期
의
書
籍
蒐
集
및
그
管
理
﹂︵
初
出
は
﹃
人
文
科
学
﹄
第
三
九
輯
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
七
八
年
六
月
︶
一
二
三
～
一
二
五
頁
︑
参
照
︒
︵
︶﹃
皇
明
通
紀
﹄
の
朝
鮮
へ
の
入
手
経
路
は
未
詳
な
が
ら
︑
の
ち
宣
祖
98
二
年
︵
一
五
六
九
︶
六
月
に
は
夕
講
の
際
に
弘
文
館
副
應
教
尹
根
寿
と
左
承
旨
奇
大
升
が
そ
の
印
刷
を
め
ぐ
っ
て
議
論
し
︑
一
時
の
見
聞
に
よ
り
編
ま
れ
た
私
書
ゆ
え
百
官
に
は
頒
布
す
べ
き
で
な
い
と
の
結
論
に
達
し
て
い
る
︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
三
︑
二
年
六
月
壬
辰
︹
二
〇
日
︺
条
︶
こ
と
か
ら
︑﹃
皇
明
通
紀
﹄
は
一
五
六
〇
年
代
に
は
朝
鮮
の
儒
者
官
僚
の
あ
い
だ
に
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
参
考
ま
で
に
新
宮
学
﹁
陳
建
﹃
皇
明
資
治
通
紀
﹄
の
禁
書
と
そ
の
続
編
出
版
︵
一
︶﹂︵﹃
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
﹄
第
六
号
︑
二
〇
〇
五
年
三
月
︶
七
二
頁
に
よ
れ
ば
︑﹃
皇
明
通
紀
﹄
は
隆
慶
五
年
︵
一
五
七
一
︶
九
月
に
禁
書
に
指
定
さ
れ
る
︒
︵
︶﹁
伝
于
政
院
曰
︑
宗
系
奏
請
當
否
會
議
事
已
言
之
矣
︑
予
深
思
之
︑
99
永
楽
大
典
則
果
似
不
干
︑
不
須
挙
論
︑
而
皇
極
殿
今
已
重
新
︑
進
賀
之
礼
所
不
得
已
也
︑
若
遣
進
賀
使
︑
則
兼
行
奏
請
亦
所
當
為
也
︑
大
抵
我
国
之
事
無
如
宗
系
改
正
︑
故
中
廟
留
念
罔
極
︑
累
次
奏
請
︑
逮
于
寡
躬
前
或
奏
請
︑
而
近
年
以
来
付
之
於
無
可
奈
何
︑
只
依
例
訪
問
而
已
︑
是
豈
合
於
祖
宗
期
得
伸
理
之
意
乎
︑
進
賀
兼
奏
請
決
不
可
已
︑
不
須
煩
議
︑
以
此
意
速
諭
于
三
公
・
領
府
事
・
礼
曹
・
承
文
院
以
啓
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
八
︑
一
七
年
一
一
月
戊
申
︹
二
八
日
︺
条
︶︒
︵
︶
奉
天
殿
・
華
蓋
殿
・
謹
身
殿
の
三
殿
は
嘉
靖
三
六
年
︵
明
宗
一
二
︶
100
に
焼
失
し
︑
嘉
靖
四
〇
年
に
三
殿
の
重
修
を
終
え
︑
そ
の
際
に
奉
天
殿
は
皇
極
殿
と
改
称
さ
れ
た
︒
潘
谷
西
主
編
﹃
中
国
古
代
建
築
史
﹄
第
四
巻
︵
中
国
建
築
工
業
出
版
社
︑
北
京
︑
二
〇
〇
一
年
三
月
︶
﹁
第
二
章
第
二
節
明
代
宮
殿
﹂
一
〇
六
頁
︒
李
燮
平
﹃
明
代
北
京
都
城
営
建
叢
考
﹄︵
紫
禁
城
出
版
社
︑
北
京
︑
二
〇
〇
六
年
九
月
︶
﹁
明
代
北
京
営
建
始
末
考
析
﹂
二
六
〇
・
二
七
九
～
二
八
〇
頁
︒
三
殿
焼
失
の
第
一
報
が
朝
鮮
政
府
に
届
い
た
の
は
明
宗
一
二
年
六
月
中
旬
で
あ
り
︑
北
京
へ
向
か
う
奏
請
使
趙
士
秀
が
遼
東
よ
り
書
状
に
て
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 52
﹁
今
四
月
十
八
日
︑
中
原
の
宮
中
失
火
し
︑
奉
天
殿
・
華
蓋
殿
・
謹
身
殿
及
び
奉
天
内
の
午
門
・
左
右
五
鳳
樓
・
六
科
廊
・
端
門
を
延
焼
す
︒
二
十
日
に
至
り
火
始
め
て
滅
す
﹂
と
報
告
し
て
い
る
︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
三
︑
一
二
年
六
月
丁
酉
︹
一
六
日
︺
条
︑
奏
請
聖
節
使
書
状
割
註
︶︒
︵
︶
翌
年
三
月
に
明
宗
は
﹁
進
賀
兼
奏
請
及
び
聖
節
使
︑
来
月
一
時
発
程
101
の
事
︑
承
伝
を
捧
ぜ
よ
﹂
と
︑
三
使
の
同
時
派
遣
を
礼
曹
に
周
知
徹
底
さ
せ
た
︒﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
三
月
辛
卯
︵
一
三
日
︶
条
︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
四
月
庚
戌
︵
三
日
︶
条
︒
102
︵
︶﹁
遣
同
知
中
枢
府
事
李
友
閔
・
金
澍
如
京
師
︑
友
閔
賀
聖
節
︑
金
澍
103
請
改
宗
系
兼
進
賀
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
五
月
癸
卯
︹
二
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
朝
鮮
国
王
李
過
遣
陪
臣
礼
曹
判
書
金
澍
等
︑
入
賀
殿
廷
工
成
及
萬
104
壽
聖
節
︑
宴
賚
如
例
﹂︵﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
五
二
四
︑
嘉
靖
四
二
年
八
月
辛
亥
︹
五
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹃
明
史
﹄
巻
三
二
〇
︑
列
伝
二
〇
八
︑
外
国
一
︑
朝
鮮
で
は
﹁︵
嘉
105
靖
︶
四
十
二
年
九
月
︑
過
復
上
書
︑
辨
其
先
世
非
李
仁
人ママ
後
︑
今
修
會
典
雖
蒙
釐
正
︑
乞
著
始
祖
旦
父
子
春
之
名
︑
帝
令
附
録
會
典
﹂
と
要
約
す
る
︒
︵
︶﹁
奏
請
使
金
澍
・
聖
節
使
李
友
閔
︵
割
註
略
︶
送
訳
官
韓
順
等
馳
啓
106
曰
︑
宗
系
奏
請
已
奉
聖
旨
︑
明
録
国
祖
之
父
姓
諱
云
︹︵
中
略
︶
今
年
五
月
︑
遣
金
澍
請
明
録
国
祖
姓
諱
︑
礼
部
題
本
曰
︑
改
正
事
屢
奉
列
聖
及
皇
上
明
旨
︑
朝
鮮
国
付
一
冊
送
翰
林
院
︑
本
国
奏
詞
略
節
纂
録
於
本
條
之
末
︑
仍
降
勅
一
道
付
差
来
陪
臣
︑
以
慰
昭
雪
之
艱
︑
但
祖
訓
不
敬
︑
別
議
云
︺︑︵
中
略
︶
伝
曰
︑
観
此
状
啓
︑
宗
系
奏
請
似
有
明
旨
降
勅
之
事
︑
此
我
大
慶
︑
招
三
公
・
領
府
事
・
鈴
平
府
院
君
・
礼
曹
堂
上
︑
示
此
状
啓
︑
幸
有
先
行
之
事
議
啓
︑︵
後
略
︶﹂
︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
九
月
乙
巳
︹
三
〇
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
礼
曹
啓
曰
︑
改
宗
系
迎
勅
後
應
行
他
事
︑
當
待
上
命
然
後
挙
行
︑
107
如
告
宗
廟
等
事
考
諸
前
例
︑
宜
若
預
講
︑
今
者
先
来
通
事
︑
雖
失
李
陽
元
書
状
︑
洪
貞
等
謄
来
勅
書
︑
豈
是
虚
偽
︑
若
待
迎
勅
然
後
更
議
︑
則
事
似
窘
迫
︑
今
日
大
臣
等
因
冬
至
問
安
︑
咸
詣
闕
庭
︑
請
預
先
議
定
︑
伝
曰
︑
予
意
方
欲
言
之
︑
啓
意
當
矣
︑
告
宗
廟
不
可
不
為
︑
議
于
大
臣
以
啓
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
一
月
壬
寅
︹
二
七
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
伝
于
政
院
曰
︑
改
宗
系
告
宗
廟
祭
献
官
右
議
政
沈
通
源
︑
熟
馬
一
108
匹
賜
給
︑
其
餘
諸
執
事
︑
未
資
窮
者
各
加
一
資
︑
資
窮
者
馬
匹
賜
給
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
二
月
乙
卯
︹
一
一
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
六
月
戊
辰
︵
二
二
日
︶
条
︒﹃
経
国
109
大
典
﹄
巻
三
︑
礼
典
︑
事
大
条
に
は
﹁
使
・
副
使
及
書
状
官
帯
行
子
弟
・
家
奴
︑
議
政
府
録
差
︵
割
註
略
︶︑
司
憲
府
検
覈
﹂
と
あ
り
︑
司
憲
府
に
は
帯
同
者
の
監
察
義
務
が
あ
る
︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
二
月
甲
寅
︵
一
〇
日
︶
条
︑
書
110
状
官
李
陽
元
啓
︵
後
掲
︶︒
同
書
巻
二
九
︑
一
八
年
九
月
壬
寅
︵
二
七
日
︶
条
︑
金
澍
卒
伝
︒
金
澍
﹃
寓
庵
先
生
遺
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
巻
七
︑
遺
事
︒
一
方
︑
李
33
友
閔
も
帰
国
後
に
慶
尚
道
観
察
使
を
拝
命
し
て
お
り
︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
三
〇
︑
一
九
年
正
月
丙
戌
︹
一
二
日
︺
条
︶︑
推
鞫
さ
れ
た
形
跡
桑野：朝鮮明宗代の対明外交交渉53
は
な
い
︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
正
月
丙
午
︵
二
七
日
︶
条
︒
ま
た
111
﹃
寓
庵
先
生
遺
集
﹄
遺
事
︑
謚
状
︵
李
福
源
撰
︶
に
も
嘉
靖
四
二
年
に
﹁
公
︑
礼
曹
参
判
弘
文
提
学
を
以
て
是
の
命
︵
＝
宗
系
弁
誣
奏
請
使
︶
を
膺
く
﹂
と
あ
る
︒
︵
︶
前
掲
註
︵
︶
の
﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
五
二
四
︑
嘉
靖
四
二
年
八
月
112
104
辛
亥
︵
五
日
︶
条
に
﹁
陪
臣
礼
曹
判
書
金
澍
﹂
と
あ
る
︒
朝
鮮
で
は
明
宗
一
八
年
二
月
に
宋
麒
寿
が
礼
曹
判
書
に
就
任
し
て
お
り
︑
同
年
一
〇
月
に
は
洪
暹
が
礼
曹
判
書
に
︑
宋
麒
寿
は
大
司
憲
と
な
る
︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
二
月
戊
寅
︹
二
九
日
︺・
一
〇
月
丙
辰
︹
一
一
日
︺
条
︶︒
六
曹
判
書
の
定
員
は
各
一
名
で
あ
る
か
ら
︑
金
澍
が
赴
京
に
あ
た
り
﹁
仮
銜
﹂
と
し
て
礼
曹
判
書
を
授
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
︒
︵
︶
愛
宕
松
男
他
︑
前
掲
﹃
モ
ン
ゴ
ル
と
大
明
帝
国
﹄
三
八
一
頁
︒
岸
本
113
美
緒
他
︑
前
掲
﹃
明
清
と
李
朝
の
時
代
﹄
一
八
一
頁
︒
︵
︶﹃
中
宗
実
録
﹄
巻
九
四
︑
三
五
年
一
〇
月
壬
申
︵
一
四
日
︶
条
︒
桑
114
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
三
〇
年
代
に
お
け
る
対
明
外
交
交
渉
﹂
六
九
頁
︒
︵
︶
お
そ
ら
く
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
五
三
巻
全
帙
で
は
な
く
︑﹁
朝
鮮
国
﹂
の
115
事
例
を
掲
載
し
た
一
部
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
そ
の
具
体
的
な
内
容
が
朝
鮮
側
の
実
録
記
事
に
残
っ
て
い
な
い
の
は
︑
朝
鮮
政
府
は
す
で
に
内
閣
お
よ
び
礼
部
所
蔵
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
写
本
を
入
手
し
て
お
り
︑
と
く
に
記
録
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
ほ
か
な
い
︒
︵
︶
嘉
靖
年
間
に
お
け
る
西
苑
︵
か
つ
て
の
西
宮
︶
の
開
発
に
つ
い
て
は
116
新
宮
学
︑
前
掲
書
﹁
附
篇
二
明
末
清
初
の
諸
史
料
に
み
え
る
燕
王
府
＝
西
苑
所
在
説
の
再
検
討
﹂
五
〇
〇
～
五
〇
五
頁
︑
参
照
︒
︵
︶
嘉
靖
帝
の
勅
書
は
﹃
退
渓
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
117
30
本
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
巻
四
八
︑
行
状
︑
明
宗
大
王
行
状
に
﹁︵
前
略
︶
是
年
︵
＝
嘉
靖
四
二
年
︑
明
宗
一
八
︶
十
月
︑
皇
帝
勅
諭
曰
︑
朕
惟
体
臣
柔
遠
︑
帝
王
御
世
之
経
︑
遡
本
明
宗
︑
子
孫
光
前
之
孝
︑
咨
爾
朝
鮮
国
王
諱
︑
世
篤
恭
順
作
朕
東
藩
︑
屢
以
祖
系
陳
乞
釐
正
︑
蓋
恥
蒙
訾
詬
而
急
於
昭
雪
︑
情
見
于
辞
︑
朕
特
允
爾
所
奏
︑
宣
付
史
館
︑
因
會
典
之
旧
文
載
爾
祖
之
真
派
︑
滌
瑕
伝
信
︑
炳
如
日
星
︑
朝
廷
與
爾
国
︑
皆
知
出
於
李
子
春
而
不
出
於
李
仁
任
也
︑︵
後
略
︶﹂
と
引
用
さ
れ
る
︒
こ
こ
に
み
る
か
ぎ
り
︑
実
際
の
勅
書
に
は
王
氏
弑
逆
の
件
に
直
接
言
及
は
な
い
︒
︵
︶
も
っ
と
も
朝
鮮
時
代
に
は
使
行
途
中
に
使
節
が
死
亡
し
た
前
例
も
あ
118
り
︑
明
で
は
入
京
後
に
病
死
し
た
使
節
に
は
棺
・
綵
段
等
を
支
給
し
︑
兵
部
に
は
棺
を
運
搬
す
る
車
輌
と
人
夫
を
準
備
さ
せ
た
︒
金
暻
緑
﹁
朝
鮮
時
代
朝
貢
体
制
와
対
中
国
使
行
﹂︵﹃
明
清
史
研
究
﹄
第
三
〇
輯
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
︶
一
一
八
頁
︒﹃
萬
暦
大
明
会
典
﹄
巻
一
〇
八
︑
礼
部
六
六
︑
朝
貢
四
︑
朝
貢
通
例
条
︒
︵
︶
の
ち
︑
林
芑
は
﹁
四
王
を
連
ね
弑
せ
る
は
実
事
に
し
て
泯つ
き
難
く
︑
119
吾
れ
敢
え
て
措
辞
せ
ず
﹂
と
発
言
し
た
と
し
て
右
議
政
盧
守
慎
に
よ
り
弾
劾
さ
れ
た
が
︑
宣
祖
は
こ
れ
を
伝
聞
で
あ
ろ
う
と
し
て
却
下
し
た
︒﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
一
〇
︑
九
年
八
月
甲
子
︵
四
日
︶
条
︒
︵
︶﹁
百
官
迎
勅
而
至
︑
即
頒
赦
于
明
政
殿
︑
行
賀
礼
︹
皆
以
権
停
例
120
行
︺︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
二
月
甲
寅
︹
一
〇
日
︺
条
︶︒
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︵
︶﹁
憲
府
啓
曰
︑
今
此
改
宗
系
誠
国
家
大
慶
︑
然
雑
犯
・
死
罪
皆
得
蒙
121
赦
︑
則
其
中
豈
無
情
犯
深
重
不
可
赦
者
乎
︑︵
中
略
︶
請
雑
犯
・
死
罪
勿
録
於
赦
文
之
内
︑
答
曰
︑
今
此
改
宗
系
誠
国
家
無
前
大
慶
︑
而
並
赦
雑
犯
・
死
罪
︑
已
有
庚
子
年
前
例
︑
不
可
改
之
︑
故
不
允
﹂
︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
二
月
甲
寅
︹
一
〇
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
伝
于
政
院
曰
︑
改
宗
系
奏
請
使
贈
礼
曹
判
書
金
澍
︑
田
三
十
結
・
122
外
居
奴
婢
并
五
口
︑
書
状
官
弘
文
館
應
教
李
陽
元
︑
田
二
十
結
・
外
居
奴
婢
并
三
口
︑
行
司
勇
安
自
命
・
前
司
訳
院
正
崔
世
協
・
漢
吏
学
官
林
芑
等
︑
並
田
十
五
結
︑
賜
給
可
也
﹂﹁
伝
曰
︑
李
陽
元
・
安
自
命
・
崔
世
協
・
林
芑
︑
各
加
一
資
︑
史
臣
曰
︑
安
自
命
等
三
人
倶
以
賤
類
︑
一
朝
濫
躋
金
玉
之
班
︑︵
後
略
︶﹂︵
い
ず
れ
も
﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
二
月
甲
寅
︹
一
〇
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
伝
曰
︑
伝
捧
勅
書
内
官
全
潤
屋
・
伝
捧
大
明
會
典
内
官
李
忠
邦
︑
123
各
加
一
資
︑
史
臣
曰
︑
寺
人
之
職
惟
在
於
給
使
令
備
灑
掃
︑
則
伝
捧
勅
與
會
典
乃
其
職
也
︑
而
賞
加
及
之
︑
是
豈
特
賞
之
僭
濫
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
二
月
甲
寅
︹
一
〇
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
二
月
乙
卯
︵
一
一
日
︶
条
︒
124
︵
︶﹁
遣
工
曹
参
判
権
應
昌
如
京
師
︑
謝
恩
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
125
一
八
年
一
二
月
丙
寅
︹
二
二
日
︺
条
︶︒﹁
朝
鮮
国
王
李
過
遣
陪
臣
刑
曹
判
書
権
應
昌
︑
奉
表
謝
恩
︑
宴
賚
如
例
﹂︵﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
五
三
一
︑
嘉
靖
四
三
年
閏
二
月
丁
酉
︹
二
四
日
︺
条
︶︒
︵
︶
具
思
孟
﹃
八
谷
先
生
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
126
40
奎
章
閣
蔵
本
︶
附
録
︑
左
賛
成
贈
領
議
政
綾
府
院
安
君
具
公
行
状
︵
具
宬
撰
︶
に
﹁︵
前
略
︶︑
癸
亥
︵
＝
明
宗
一
八
年
︶
冬
︑
副
校
理
兼
持
平
為
謝
恩
使
書
状
官
︑
朝
京
師
︑
甲
子
復
命
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹁
礼
曹
啓
曰
︑
宗
系
奏
辨
時
︑
多
蒙
礼
部
尚
書
︹
姓
李
︑
名
春
芳
︺
127
等
周
旋
之
力
︑
至
於
礼
部
募
役
刻
手
・
印
手
等
匠
人
︑
刻
板
印
冊
︑
尚
書
以
其
為
汝
等
盡
力
之
意
屢
発
於
言
端
︑
多
示
徳
色
︑
我
国
豈
無
感
喜
之
意
乎
︑︵
中
略
︶
且
中
朝
士
大
夫
間
︑
喜
見
我
国
品
好
大
油
芚
及
人
蔘
・
咨
文
紙
・
硯
面
︑
此
実
文
房
所
用
︑
亦
非
金
銀
・
珠
玉
・
寶
貨
之
比
︑
易
於
措
辞
︑︵
中
略
︶
前
日
権
應
昌
︵
割
註
略
︶
齎
去
物
件
磨
練
時
︑
無
此
四
物
︑
請
人
參
三
十
斤
・
咨
文
紙
二
十
張
・
硯
二
面
・
品
好
六
張
付
油
芚
六
浮
付
謝
恩
使
以
送
︑
到
彼
之
後
︑
贈
與
事
勢
難
便
︑
則
還
持
来
亦
似
無
妨
︑
敢
稟
︑
史
臣
曰
︑
人
臣
義
無
私
交
︑
而
尚
書
以
盡
力
之
意
多
示
徳
色
云
︑
則
其
人
可
知
︑
而
礼
曹
欲
以
賄
賂
相
結
︑
則
亦
非
矣
︑︵
中
略
︶
伝
曰
︑︵
中
略
︶
今
次
宗
系
奏
辨
時
︑
礼
部
尚
書
盡
力
周
旋
︑
予
意
喜
感
不
浅
︑
此
事
将
欲
言
之
︑
姑
待
該
曹
之
稟
也
︑
啓
意
極
當
︑
自
前
礼
部
尚
書
非
一
︑
而
安
有
如
李
尚
書
之
盡
心
者
乎
︑
如
啓
︑
且
大
慶
後
別
試
自
有
前
例
︑
然
本
曹
議
于
三
公
︹
尹
元
衡
・
李
浚
慶
・
沈
通
源
︺・
領
府
事
︹
尚
震
︺・
鈴
平
府
院
君
︹
尹
漑
︺
以
啓
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
二
月
丁
巳
︹
一
三
日
︺
条
︶︒
︵
︶
辻
大
和
﹁
一
七
世
紀
初
頭
朝
鮮
に
お
け
る
薬
用
人
蔘
政
策
の
定
立
と
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そ
の
意
義
﹂︵﹃
朝
鮮
学
報
﹄
第
二
一
〇
輯
︑
二
〇
〇
九
年
一
月
︶
六
三
頁
︒
参
考
ま
で
に
朝
鮮
世
宗
代
︵
一
四
一
八
～
五
〇
年
︶
の
一
斤
は
約
六
四
一
グ
ラ
ム
に
相
当
す
る
︒﹃
한
국
사
︵
조
선
초
기
의
24
경
제
구
조
︶﹄︵
国
史
編
纂
委
員
会
︑
果
川
︑
一
九
九
四
年
一
二
月
︶
﹁
Ⅵ
도
량
형
제
도
﹂︵
執
筆
は
朴
興
秀
︶
六
二
二
頁
︒
李
宗
峯
﹃
韓
桑野：朝鮮明宗代の対明外交交渉55
国
中
世
度
量
衡
制
研
究
﹄︵
慧
眼
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
一
年
一
二
月
︶
﹁
제
４
장
衡
制
와
重
量
의
변
화
﹂
二
一
四
～
二
一
五
頁
︒
︵
︶﹁
謝
恩
使
権
應
昌
回
自
京
師
啓
曰
︑
礼
部
尚
書
処
所
贈
人
參
・
油
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芚
・
硯
面
・
咨
文
紙
等
物
欲
贈
之
︑
而
尚
書
以
非
礼
拒
之
︑
臣
令
訳
官
送
于
提
督
主
事
胡
定
︑
則
即
受
称
謝
︑
臣
令
訳
官
及
序
班
等
聞
見
︑
則
主
事
所
受
之
物
︑
皆
送
于
尚
書
家
︑
蓋
尚
書
難
於
自
取
︑
令
主
事
代
受
云
︑
主
事
乃
尚
書
同
貫
親
切
之
人
矣
︑
伝
曰
︑
尚
書
待
我
国
盡
誠
︑
而
又
受
所
送
之
物
︑
可
喜
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
三
〇
︑
一
九
年
五
月
乙
巳
︹
四
日
︺
条
︶︒
︵
︶
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
二
〇
年
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂
八
八
130
頁
︒
︵
︶
こ
の
別
試
に
よ
り
文
科
に
進
士
李
光
軒
ら
一
二
人
︑
武
科
に
は
内
禁
131
衛
金
應
湜
ら
三
二
人
が
及
第
し
た
︒﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
三
〇
︑
一
九
年
一
〇
月
丙
子
︵
七
日
︶
条
︒﹃
国
朝
文
科
榜
目
﹄
巻
七
︑
明
宗
朝
︑
甲
子
︹
十
九
年
︺
別
試
榜
︹
以
宗
系
辨
誣
慶
︑
十
月
初
八
日
行
︺
条
︒
宋
俊
浩
・
宋
萬
午
編
﹃
朝
鮮
時
代
文
科
白
書
︵
上
︶
太
祖
～
仁
祖
﹄︵
삼
우
반
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
八
年
四
月
︶﹁
明
宗
代
의
文
科
﹂
二
六
九
～
二
七
一
頁
︒
︵
︶﹁
尚
震
議
︑
今
此
改
正
宗
系
実
無
前
莫
大
之
慶
︑
別
挙
取
人
則
多
士
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亦
荷
皇
恩
︑
依
前
例
為
之
︑
允
合
事
体
︑
但
明
年
適
是
式
年
︑
科
挙
重
畳
︑
然
有
閏
月
︑
礼
官
排
日
得
宜
︑
必
無
窘
迫
之
虞
︑
尹
元
衡
・
沈
通
源
議
與
震
同
︑︵
中
略
︶
伝
曰
︑
大
慶
後
別
試
當
為
之
也
︑
但
明
年
乃
式
年
︑
事
似
重
畳
︑
別
試
當
以
秋
成
為
之
︑
細
考
前
例
︑
詳
量
排
日
稟
定
﹂︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
二
月
丁
巳
︹
一
三
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
五
六
六
︑
嘉
靖
四
五
年
一
二
月
庚
子
︵
一
四
日
︶
133
条
︒﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
三
〇
︑
二
二
年
六
月
辛
亥
︵
二
八
日
︶
条
︒
﹃
璿
源
系
譜
紀
略
﹄
璿
源
世
系
︑
明
宗
︒
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